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カリフォノレニ丸太陽を.グ

〔日の健康食昂として

美容と健康に.グ

朝夕スプーン一杯の

プノレーンエキスが

あなたの美 と健康を

お約束します。

天然濃縮エキスですから

すばや〈吸収され

1日の栄養源になります。

今日も元気にプノレーンで出発 I
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。 お申込方法o ! 
j 本誌愛読朽に限り diflUi1セソト (280g人 5fldli 

1 Jti)9，500jlJのところ7，500jlJで首j'i{ljします。 ，

; 制集古1;宛、 引令-~I:判にてお ljl込み ドさい。，

*毎日の健康は充分な栄養補給から

炭水化物 67.77 g カリウム 582mg 

水 分 27.14 g ナトリウム 159mg 

定んぱく質 2.59 g カロチン 12411 U 

灰 分 2.21 g ナイ戸シン f2国.際8m1mtEg3 

目旨 肪 O.29g ビタミン81 O.03mg 

カルシウム 110mg ビタミン82 0.11 mg 
1) ン 88.2mg パントテン酸 O.17mg 

銀 分 5.63mg ビタミン86 O.83111g 

100g当りのカロ1)ーは約284で百九日本食罰分析センタ一分析結果より

!お申込竺川町在込完? 、たします。 〔おIi日合わせ〕 発売元 株式会社デイリ ーフーズサプライ

取点目1;浴1'(亦;}fi9-1-7秀平11，Jj;以レジデンス522公 (03).103-8550







北
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
冬
は
H
X
い
。
逆
に

.aは
制

〈
、
春
と
秋
は
駆
け
足
で
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
。

九
月
も
中
頃
に
な
り
、
天
候
が
二
i
三
日
ぐ
ず

つ
い
た
な
と
思
っ
て
い
る
と
街
路
樹
は
あ
っ
と

い
う
問
に
葉
を
落
し
、
世
帯
〈
暗
い
冬
が
始
ま
っ

て
い
る
の
だ
。

「
日
本
の
冬
も
変
わ
っ
た
な
」
。
暖
房
器
具
の

T

M
耐

V
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
、
こ
ん
な
の
が
あ
る
が
、

ル
の

こ
こ
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、

h
h

、
を
忘
れ
る
知
忠
の

一

朱

、

ー

J

ホ
の

発
生
の
地
。
内
暖
外
寒
、
屋
内
に
は
陰
う
つ
な

ヤ

つ

ビ
と
冬
の
雰
囲
気
は
な
い
。
外
は
粉
雪
が
舞
い
狂
つ

刈
切
で
も
、
内
は
ポ
カ
ポ
ヵ
。
街
を
ゆ
く
分
厚
い
毛

九

J

皮
コ

l
ト
を
者
た
女
性
で
も
、
下
は
ブ
ラ
ウ
ス

ユ
は

一
枚
だ
け
だ
っ
た
り
す
る
。

・0

・
・ν

パ
吋

ま
た
、
冬
の
畳
は
短
く
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
な

M

M
ど
で
は
、
明
る
い
の
は
兵
畳
の
三
時
間
ぐ
ら
い

ん
制
だ
。
そ
こ
で
人
々
は
、
冬
を
手
な
づ
け
頗
を
見

F

;

 

れ

λ

せ
な
い
太
陽
を
呼
ぴ
ょ
せ
る
魔
法
を
使
う
。
休

一
一
一
品
目
に
は
、
ホ
ー
ム

・
パ
ー
テ
ィ
を
し
た
り
、
夫

M
W

企
婦
で
ナ
イ
ト
・
ク
ラ
ブ
、
家
族
述
れ
で
ス
キ
l

劇
気
へ
と
い
う
具
合
に
。

十

一
月
と
も
な
れ
ば
、
冬
将
不
に
反
黙
す
べ

く
、
街
中
の
術
的
が
ク
リ
ス
マ
ス

・
セ
l
ル
を

始
め
、
同
抜
き
一
地
リ
は
ど
こ
で
も
、
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
が
餅
き
、
年
末
の
漏
れ
汎
に
拍
車
を
か

け
る
。
ス
カ
ン
ジ
ナ
ピ
ア
半
向
、
ス
ト

ッ
ク
ホ

ル
ム
市
内
の
γ
工
立
公
闘
が
聞
か
れ
る
と
、
こ
の

街
も
・
本
・
俗
的
な
冬
。一
以
の
白
夜
、
冬
の
銀
開
削
介

と
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
の
国
は
、
年
に
二
度
の

か
白
い
険
界
ぬ
に
変
身
す
る
。

ストックホルムの王立公

園内のスケー卜 ・リ ンク



ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
背
骨
に
あ

た
る
の
が
ア
ル
プ
ス
。
こ
の

あ
た
り
は
、

言
わ
ず
と
し
れ

た
有
名
ス
キ
l
場
が
集
ま
っ

た
と
こ
ろ
。
ア
ル
プ
ス
側
の

ド
イ
ツ
に
も
ガ
ル
ミ

ッ
シ

ユ

と
い
う
大
き
な
ス
キ
l
場
が
あ
る
。

さ
ら
に
北
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ピ
ア
に
は
規
模
こ

そ
小
さ
い
が
、
ジ
ャ
ン
プ
や
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
な

ど
の

ユニ

ー
ク
な
ス
キ
|
場
ち
少
な
く
な
い。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
首
都
オ
ス
ロ
近
く
に
は
、
レ

ス
ト
ラ
ン
か
ら
ジ
ャ
ン
プ
競
技
が
な
が
め
ら
れ

る
ホ
ル
メ
ン
コ
ル
レ
ン
、
オ
ス
ロ
と
フ
ィ
ヨ
ル

ド
の
街
、
ベ
ル
ゲ
ン
の
聞
に
は
ポ
ス
な
ど
と
い

う
生
活
に
密
着
し
た
ス
キ
l
場
が
あ

っ
た
り
す

ヲ
心
。ス

ピ
ー
ド
を
競
う
の
も
ス
キ
ー
の
醍
醐
味
だ
が
子
供
の

時
か
ら
雪
に
な
じ
ん
だ
北
ヨ

l
ロ
ッ
ハ
の
人
々
は
、
お

お
ら
か
に
冬
を
楽
し
ん
で
い
る
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えは大向うを稔らせる迫

力を待つ。今年も大いに

ファンを楽しませてくれ

るにちカfいない。
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社
長
の
夢
、
万
年
ヒ
ラ
社
員
の
夢
、
女
房
の
夢
、
芸
術
家

の
夢
、
乞
食
の
夢
。
人
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
や
境
遇
に
よ
っ

て
、
夢
の
中
味
は
異
な
る
そ
う
だ
。
人
は
み
な
夢
を
見
る
。

ユ
メ
に
生
き
が
い
を
求
め
て
、
あ
た
ら
人
生
を
見
失
う
人

も
多
い
。
だ
が
、
夢
を
現
実
の
も
の
と
し
て
町
々
大
笑
す

る
奴
も
い
る
の
だ
か
ら
、
世
の
中
ニ
ク
イ
。
一
千
万
円
の

宝
ク
ジ
な
ど
ち
い
せ
え
ち
い
せ
え
。
初
夢
み
る
な
ら
デ
ツ

カ
ク
ゆ
こ
う
。
こ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
む
、
あ
る
い
は
実
現

す
る
か
も
|
|。
あ
な
た
の
初
夢
は
吉
か
?
凶
か
?

令わ「的悪は現の「ブの I UOIIiふ
ゐた山なの公、実とかゴを首こやこ -，/ ~ヘ
ー しを不根害むの ー いル造都と東ん 銀 f 'ヨず

のけ足 i原、ろプ笑」フる来で京な ス座¥..，. ) 
つ計ずにが自んロに ク:京あ者I1大ロラに句邑 ，，/
け算つあ、然、ジ付 ラ j のつ民見イムゴ 三三七
ずでてる 日破 そエさ ブっそたの出ヤ変ル 111
れはそ と 本 壊 れクれ ?いれ。目しルじフ ・nr
ば の断のとなトた ナ先も をが G てコ ...・
、 い土じ場いりとで イ日ド 奪新 C ー l 酔・・
日までた合つのしあ トま其 つ 開銀大ス E望ヨ
本あ海松 、た 背てろ クでん た 紙座緑建 Eヨー
のるを下関現景実う ラだ中 の 面」地設 .A1、
国日理幸 発代 が現こ ブつ、 はを 帯/ 十11-
土本め之可文あのん のた銀 、飾 に ーニーニー
はの立助能明る緒な 問ら 座 一 つ : ーーーー
い山て氏なの 。にア 違、に 九て ，帽、h

まのれが 国 も つイ い ゴ 七 ， I I 
のいIば土たいデじル×ゴ 、1 1
五さえのら たア やフ年ル --.， 
割をえ決すの がな クー フ ー-y
は 三。 定諸 に、 い ラ 月ァ 'ー唱

Jレ
フ
ク
ー-tス
フ、
銀
座
に
誕
生
// • • 

ふ
え
る
」

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

か
国
土
拡
大
構
想
。
を
発
表
し
た

の
は
、

一
九
七
五
年
秋
の
こ
と
で
あ
る
。

は
じ
め
は
実
現
不
可
能
な
か
夢
u

と
さ
れ
た
こ
の
構
想

は
、
だ
が
、
い
ま
や
現
実
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ

っ
た。

そ
の
第

一
歩
と
し
て
、
テ
ス
ト
の
意
味
も
含
め
、
東
京
湾

の
完
全
埋
め
立
て
が
、
ほ
ぽ
完
工
に
近
づ
い
て
い
た
。

埋
め
立
て
の
進
行
に
伴
い
、
各
企
業
や
官
公
庁
、
と
い

う
よ
り
か
都
心
。
そ
の
も
の
が
、
海
に
近
い
三
浦
半
島、

あ
る
い
は
木
更
津

・
館
山
方
面
へ
と
移
動
し
つ
つ
あ
っ
た。

そ
し
て
:
:
:
銀
座
は
、
か
つ
て
の
は
な
や
か
な
商
影
を
徐

々
に
失
い
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ハ

l
レ
ム
に
近
い
ス
ラ
ム

と
化
そ
う
と
し
て
い
た
。
銀
座
再
開
発
↓
織
の
ゴ
ル
フ
場

建
設
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
か
い
つ
ま
ん
で
い
え
ば

こ
う
し
た
背
景
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

建
設
資
金
は
2
兆
5
、0
0
0億
円

『
ロ
イ
ヤ
ル
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
・
銀
座
』
|
|
こ

の
歴
史

的
な
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
名
称
は
、
こ
、
つ
つ
け
ら
れ
た
。

砂ロ

イ
ヤ
ル
。
と
あ
る
の
は
、

皇
居
周
辺
の
ス
ラ
ム
化
に
無
関

心
で
は
い
ら
れ
な
い
天
皇
陛
下
が
、
こ
の
ク
ラ
ブ
の
名
誉

理
事
長

へ
の
ご
就
任
を
快
諾
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
て

『
ロ
イ
ヤ
ル

G

C
銀
座
』
建
設
に
あ
た

っ
て
最
初

の
段
階
で
の
大
問
題
が
四
つ
あ
っ
た
。

①
組
織
と
経
営
を
ど
う
す
る
か

②
建
設
資
金
を
ど
う
す
る
か

③
用
地
の
買
収
・
確
保

④
開
発
許
可

ま
ず
組
織
と
経
営
の
問
題
は
、
株
式
会
社
ロ
イ
ヤ
ル

G

C
銀
座
が
、
そ
の
所
有
す
る
施
設
を
任
意
法
人
で
あ
る
ク

ラ
ブ
と
し
て
の

『
ロ
イ
ヤ
ル

G

C
銀
座
』
に
利
用
さ
せ
る

と
い
う
従
来
の
伝
統
的
?
な
方
法
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
し
て
、
(
株
)
ロ
イ
ヤ
ル

G

C
銀
座
の
社
長
に

は
、
ニ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
そ
も
そ
も
の
発
端
と
な
る
タ

ネ
を
ま
い
た
松
下
幸
之
助
氏
が

「
わ
た
し
は
、
ゴ
ル
フ
は
や
ら
ん
し
、
ょ
う
わ
か
ら
ん
け

ど
も
、
こ
う
い
う
こ
と
は
、
か
え
っ
て
し
ろ
う
と
の
方
が

~
え
か
も
し
れ
ま
へ
ん
な
」



と
い
う
こ
と
で
就
任
し
た
。

最
大
の
問
題
は
、
ゅ
土

一
升
・
金
一
升
。
の
銀
座
に
造

る
ゴ
ル
フ
場
の
建
設
に
要
す
る
天
文
学
的
な
資
金
で
あ
る
。

一
九
七
五
年
末
の
時
点
で
、
銀
座
の
地
価
は
、
そ
の
中

心
部
の
銀
座
四
丁
目
で

「
3
・
3
平
方
メ
ー
ト
ル

(
1
坪
)
千
万
円
を
越
え
た
で

し
ょ
う
。
銀
座
全
体
の
平
均
?
さ
あ
、
す
ぐ
に
は
算
出
で

き
ま
せ
ん
が
、
ま
あ
、
ひ
か
え
め
に
見
積
も
っ
て
も
5

0

0
万
円
以
下
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
」

(中
央
不

動
産
鑑
定
所

・
大
森
氏
)

か
り
に

5
0
0
万
円
と
し
て
、
単
純
計
算
で
、
ま
ず
土

地
の
買
収
費
が

5
0
0
万
円
×
お
万
4
0
0
0
坪

1
1兆

2
7
0
0
億
円
。

つ
ぎ
に
建
設
の
直
接
費
用
、
つ
ま
り
工
事
費
で
あ
る
。

ゴ
ル
フ
コ

l
ス
造
成
に
は
実
続
の
あ
る
M
建
設
の
浜
田
工

事
部
長
に
算
出
し
て
も
ら
お
う
。

「
土
量
は
、
こ
う
い
う
地
形
で
す
か
ら
、
た
し
か
に
た
い

し
て
動
き
ま
せ
ん
。
一

番
の
問
題
は
、
現
在
あ
る
ピ
ル
・

建
物
の
と
り
こ
わ
し
と
舗
装
や
基
礎
部
分
を
ど
う
す
る
か
。

ガ
ス
や
水
道
、
地
下
鉄
も
あ
り
ま
す
し
ね
。
つ
ま
り
、
た

だ
の
土
だ
け
の
野
原
に
も
ど
す
の
に
、
え
ら
い
費
用
が
か

か
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
あ
:
:
:
計
算
と
い
わ
れ
で
も

・
:
:
ま
、
や
は
り

H

兆
仰
の
単
位
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

か
く
し
て
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
建
設
費
等
す
べ
て
を
含
ん

で
、
総
額
2
兆
5
0
0
0
億
円
の
建
設
予
算
が
組
ま
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
国
の
国
家
予
算
に
匹
敵

す
る
額
で
あ
る
。

用
地
の
買
収
・
確
保
は
、
思
っ
た
よ
り
も
ス
ム
ー
ズ
に

初
夢
物
語

貧
'ト
一
一-
*-

三
一
一
一?
ま

-
且
宍

園

周
司

‘
F

旬

、匹

一
一-
Hぷ
-

・?
一
デ
ヤ
一

ト一

一
下
一

・，-
-町
一

島
、

J

t

'

A
h

，
，
 

運
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
、

一
部
に
は
「
銀
座
」
と
い
う
固
有

名
詞
に
対
す
る
郷
愁
的
価
値
観
へ
の
執
着
か
ら
、
容
易
に

首
を
タ
テ
に
振
ろ
う
と
し
な
い
人
々
も
い
た
が
、
地
権
者

の
大
部
分
は
、
新
都
心
に
代
替
地
を
提
供
し
て
も
ら
え
る

と
い
う
条
件
を
受
け
入
れ
て
、
す
ん
な
り
と
譲
渡
に
応
じ

た。
残
る
ひ
と
つ
の
問
題
は
、
東
京
都
の
開
発
許
可
で
あ
る
。

こ
と
に
、
美
濃
部
都
知
事
が
革
新
系
だ
け
に
容
易
に
は
ブ

ル
ジ
ョ
ア

・
ス
ポ
ー
ツ
の
代
表
と
み
な
さ
れ
る
ゴ
ル
フ
に

な
ど
、
配
慮
す
ま
い
と
思
わ
れ
た
。
だ
が
美
濃
部
知
事
は
、

い
く
つ
か
の
条
件
を
つ
け
る
こ
と
で
申
請
に
応
じ
、
認
可

に
応
じ
た
の
で
あ
る
。
条
件
と
い
う
の
は
、
地
震

・
火
災

等
の
災
害
時
に
は
、
都
民
の
生
命
と
生
活
の
保
護
の
た
め

に
、
無
条
件
で
ク
ラ
ブ
の
施
設
を
提
供
す
る
と
い
う
も
の

で
、
同
知
事
周
辺
筋
に
よ
れ
ば

「
い
ざ
と
い
う
と
き
の
避
難
場
所
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、

食
糧
難
の
と
き
に
は
、
掘
り
返
し
て
畑
に
す
る
こ
と
ま
で

含
ま
れ
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
『
ロ
イ
ヤ
ル

G
C
銀
座
』
建
設
の
基
本
的
条

件
は
満
た
さ
れ
た
。
あ
と
は
、
ど
ん
な
コ

l
ス
を
造
り
、

ど
ん
な
ク
ラ
.
フ
ラ
イ
フ
を
提
供
す
る
か
、
だ
け
と
な
っ
た
。

日本4<1.11
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行
政
区
分
上
、
「
銀
座
」
に
あ
た
る
地
域
は
、
一
丁
目

か
ら
八
丁
目
ま
で
で
、
約

8
4
万
平
方
メ
ー
ト
ル
。
坪
数

に
換
算
す
る
と
、
約
お
万
4
0
0
0
坪
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
数
字
だ
け
で
は
ピ
ン
と
こ
な
い
方
の
た
め
に
、
も
う

少
し
ご
説
明
す
る
と
・
・
・
:
・。

銀
座
四
丁
目
を
・
中
心
に
南
北
に
走
る
晴
海
通
り
の
北
は

首
都
高
速
8
号
線
ガ

l
ド

(
西
銀
座
デ
パ
ー
ト
、
数
寄
屋

橋
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
)
の
下
か
ら
、
南
は
昭
和
通

り
を
通
り
過
ぎ
て
歌
舞
伎
座
の

2
ブ

ロ
ッ
ク
先
、

銀
座
公

園
手
前
ま
で
の
約
7
0
0
メ
ー
ト
ル
。

同
じ
く
銀
座
四
丁
目
を
中
心
に
東
西
に
走
る
い
わ
ゆ
る

銀
座
通
り
(
正
確
に
は
中
央
通
り
)
東
は
テ
ア
ト
ル
東
京

前
の
銀
座
と
京
橋
の
境
界
線
か
ら
、
西
は
や
は
り
首
都
高

速
8
号
線
が
上
を
走
る
新
橋
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
約
1
2
0

0
メ
ー
ト
ル
。
こ
の
二
辺
を
「
十
」
の
字
に
結
ん
で
形
造

ら
れ
る
ほ
ぽ
長
方
形
の
地
域
が
、

『
ロ
イ
ヤ
ル
・
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ

・
銀
座
』
の
コ

l
ス
用
地
で
あ
る
。

お
万
坪
強
と
い
う
用
地
面
積
は
、
も
し
、
こ
れ
を
山
岳

・
丘
陵
地
に
造
成
す
る
と
し
た
ら
、
い
さ
さ
か
国
ホ

l
ル

分
と
し
て
は
不
足
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
開
発

規
制
に
よ
っ
て
、

m
w
l
日
パ
ー
セ
ン
ト
の
自
然
緑
地
保
存

-ーセJl!1ホテル

や
ホ

l
ル
聞
に
何
十
メ
ー
ト
ル
か
の
樹
林
帯
を
置
く
、
」
と

な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
〈
1
ホ
ー
ル

1
1万
坪
v

と
い
う
ひ
と
昔
前
ま
で
の
規
準
が
、
現
在
で
は
〈
1
ホ
ー

ル

1
2
万
坪
v

に
修
正
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

だ
が
、

『
ロ
イ
ヤ

ル
G
C
銀
座
』
の
場
合
は
、

ま

っ
た

く
事
情
が
違
う
。
す
で
に
ス
ラ
ム
化
し
、
緑
地
の
か
け
ら

す
ら
発
見
困
難
な
市
街
地
を
、
緑
の
芝
生
と
樹
木
と
水
と

で
生
き
返
ら
せ
よ
う
と
い
う
の
だ
か
ら
、

。規
制
。
の
範

ち
ゅ
う
外
で
あ
る
。
し
か
も
、

地
形
的
に
は
ほ
ぼ
百
パ
ー

セ
ン
ト
、
フ
ラ
ッ
ト
。
む
し
ろ
設
計
・
造
成
に
あ
た
っ
て

は
、
マ
ウ
ン
ド
を
盛
り
上
げ
た
り
、
ウ
ォ
ー
タ
ー

・
ハ
ザ

ー
ド
を
掘
り
下
げ
る
な
ど
、
ア
ン
ジ
ュ
レ

l
シ
ョ
ン
を
人

為
的
に
造
り
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
設
計
家
と
し
て
は
、

ま
さ
に
腕
の
ふ
る
い
と
こ
ろ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

事
実
、
設
計
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
に
選
ば
れ

た
ロ
パ

l
ト

・
M
・
グ
レ
ー
プ
ス
氏
(
全
米
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
設
計
家
協
会
副
会
長
)
も

「
山
岳
地
の
コ

l
ス
の
場
合
、
現
存
す
る
地
形
を
、
い
か

に
う
ま
く
利
用
す
る
か
と
い
う
点
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
、

そ
れ
は
そ
れ
で
、
ひ
と
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
が
、
も
ち
ろ

ん
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
は
、
地
形
的
な
制
約
の
な
い
平

地
に
、
い
か
に
よ
り
完
ぺ
き
な
国
ホ
ー
ル
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
か
の
方
が
、
は
る
か
に
大
き
い
し
、
設
計
家
を
エ
キ
サ

イ
ト
さ
せ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

地
形
的
な
制
約
が
ま
っ
た
く
な
い
、
い
い
か
え
れ
ば
粘

土
を
こ
ね
上
げ
る
よ
う
な
コ
l
ス
造
型
が
可
能
な
と
こ
ろ

か
ら
、
設
計
委
員
会
は
、
ひ
と
つ
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
た
。

弁
上
誠

一
氏
(
設
計
家
)
に
よ
れ
ば

「わ
れ
わ
れ
プ
ロ
の

設
計
家
で
は
な
く
、
広
く
世
界
中
の
ゴ
ル
フ
愛
好
家
た
ち

に
設
計
し
て
も
ら
お
う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
い
っ
て
も
、
設
計
を
公
募
し
よ
う
と
い
う
の
で
は
な

10 

宮敵浜

〈
、
世
界
中
の
名
コ
ー
ス
か
ら
名
ホ

l
ル
を
投
票
で
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
日
ホ
ー

ル
(
後
述
)
を
構
成
し
よ
う
と
い
う
、
い
わ
ば
ゴ
ル
フ
コ

ー
ス
(
ホ

l
ル
)
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
・
ゲ

l
ム
投
票
の
ア

イ
デ
ア
で
あ
る
。

「
投
票
で
刊
の
名
ホ

l
ル
が
決
ま
っ
た
ら
、
日
求
の
設
計
家

が
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
り
一
ホ

l
ル
ず
つ
担
当
し
て
、
距
離
や

ア
ン
ジ
斗
レ

l
シ
ョ
ン
、
パ
ン
カ
ー
や
池
の
位
置
や
形
は

も
ち
ろ
ん
、
樹
木
の

一
本
に
至
る
ま
で
、
そ
の
ホ

l
ル
の

完
全
な
コ
ピ
ー
を
再
現
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。
再
現

で
き
な
い
の
は
風
と
気
候
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

め
品
」

記
者
会
見
の
席
上
、
井
上
誠

一
氏
は
こ
う
語
っ
た
。

そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
、
設
計
上
目
を
引
く
の
は
、
最
終



ホ
ー
ル
を
二
つ
に
し
て
、

ゆ
ホ
ー
ル
の
構
成
に
し
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
の
銀
座
が
、
日
本
の
ゴ
ル
フ

ァ
ー
た
ち
の

，
U
番
ホ

l
ル
H

と
し
て
に
ぎ
わ

っ
た
こ
と

か
ら
出
て
き
た
郷
愁
的
ア
イ
デ
ア
だ
と
い
う
が
、
だ
れ
の

ア
イ
デ
ア
で
あ
る
か
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
。

一

説
に
よ
れ
ば
、
粋
人

・
田
辺
茂

一
氏
(
紀
伊
国
屋
書
底
社

長
)
の
じ
よ
う
だ
ん
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
と
い
う
が
、
さ

だ
か
で
は
な
い
。

か
く
て
行
な
わ
れ
た
国
際
名
ホ
ー
ル
人
気
投
票
に
は
、

抽
選
で

一
名
に
名
誉
会
員
の
資
格
が
与
、え
ら
れ
る
と
あ
っ

て
か
、
内
外
か
ら
約
八
百
万
過
の
応
募
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
四
ホ

l
ル
の
コ

l
ス
設
計
作
業
も
終
わ
り
、

い
よ
い
よ
工
事
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
一
九
七
×
年
も
押

し
迫
っ
た
十
二
月
の
こ
と
で
あ

っ
た。

個
人
の
入
会
金
は
な
ん
と
叩
億
円

一
方
、
設
計
・
工
事
と
平
行
し
て
、
メ
ン
バ
ー
の
人
選

も
進
め
ら
れ
て
い
た
。
あ
え
て
か
募
集
。
と
せ
ず
か
人
選
。

と
し
た
の
に
は
、
-
も
ち
ろ
ん
理
由
が
あ
る
。

マ
佃
人
正
会
員
入
会
金

l
m億
円
。
会
員
は
個
人
に
限

り
、
法
人
あ
る
い
は
団
体
と
し
て
の
入
会
は
一
切
認
め
な

い
。
(
た
だ
し
名
誉
会
員
を
除
く
)

マ
入
会
申
し
込
み
に
際
し
て
は
、
そ
の
国
を
代
表
す
る

ゴ
ル
フ
協
会
々
長
及
び
閣
僚
を
含
む
三
名
以
上
の
推
薦
を

必
要
と
す
る
。

マ
会
員
数
は

2
5
0
0
名
(
外
国
の
会
員
が
か
な
り
多

数
を
占
め
る
と
見
込
ま
れ
る
の
で
、
多
少
多
め
)
と
し
、

入
会
者
は
理
事
会
に
お
い
て
選
考

・
決
定
す
る
。

初
夢
物
語

:
:
と
い
っ
た
、
あ
る
意
味
で
は
現
実
離
れ
の
し
た

き
び
し
い
入
会
規
準
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
会
申
し
込
み

は
内
外
か
ら
殺
到
し
た
。
日

・
英
を
は
じ
め
と
す
る
各
国

の
皇
族
、
王
族
を
名
誉
会
員
と
し
て
迎
え
た
こ
と
か
ら
、

世
界
中
の
、
い
わ
ゆ
る
セ
レ
ブ
リ
テ
イ
(
賞
顕
紳
士
や
大

富
豪
)
た
ち
が
、
入
会
し
な
け
れ
ば
プ
ラ
イ
ド
を
失
す
る

と
い
わ
ん
ば
か
り
に
、
先
を
争
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

ひ
と
り
で
、
み
ず
か
ら
の
名
を
冠
し
た
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を

毎
年
主
催
し
て
い
る
老
ビ
ン
グ

・
ク
ロ
ス
ビ
ー
は、

「
ゴ
ル
フ
愛
好
家
と
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン

グ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
で
き
る
だ
け
で
も
し
あ
わ
せ

だ
。
金
額
は
問
題
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
、
い
ま

川
有
し
て
い
る
財
産
を
使
い
切
る
ほ
ど
生
き
る
に
は
、
も

う
年
を
と
り
す
ぎ
て
い
る
か
ら
ね
」

と
語
っ
た
と
、

A
P
屯
は
伝
え
て
い
る
。

銀座4T目交幾点

ク
一
ス
フ
ハ
ウ
ス
は
印
階
建
て
の
ホ-アル

浜
離
宮
跡
地
に
建
設
さ
れ
る
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
や
意
見
、
構
想
が
あ
っ
た
が

外
国
か
ら
の
オ
ノ
ラ
リ
ー
・
ゲ
ス
ト
(
賓
客
)
の
宿
泊
の

便
を
考
慮
し
て
、
こ
こ
に
は
、
迎
賓
館
の
機
能
と
設
備
を

完
備
し
た
超
一
流
の
ホ
テ
ル
を
中
心
と
し
た
ソ
サ
エ
テ
ィ

・
ゾ
!
ン
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
日

本
の
ホ
テ
ル
・
チ
ェ

ー
ン
で
は
、
ど
こ
に
や
ら
せ
て
も
業

界
内
部
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
が
さ
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と

い
う
配
慮
か
ら
、
こ
の
ホ
テ
ル
は
、
日
本
ホ
テ
ル
協
会
と

世
界
最
大
の
ホ
テ
ル

・
チ
ェ
ー
ン
で
あ
り
、
こ
れ
ま
た
世

界
最
高
の
ホ
テ
ル
と
い
わ
れ
る
ウ
ォ
ル
ド

l
フ
・
ア
ス
ト

リ
ア
(
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
)
を
そ
の
傘
下
に
ょ
う
す
る
ヒ
ル

ト
ン
・
グ
ル
ー
プ
と
の
共
同
経
営
と
い
う
形
に
落
ち
つ
い

た。
名
称
も
『
ザ

・
ロ
イ
ヤ
ル

・
ギ
ン
ザ
』
と
決
定
し
た
こ

の
ホ
テ
ル
は
、
ス
ケ
ー
ル
こ
そ
世
界
最
大
と
は
い
え
な
い

が
、
そ
の
内
容
と
格
に
お
い
て
は
、
ま
さ
に
砂
世
界
最
高
。

を
誇
る
も
の
で
あ

っ
た。

地
上
印
階
の
こ
の
ホ
テ
ル
は
、
ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス
式
の
ロ

イ
ヤ
ル

・
ス
イ

l
ト
を
主
と
し
た
ゲ
ス
ト

・
ル
ー
ム
を
中

心
に
、
世
界
の
珍
味
を
居
な
が
ら
に
し
て
賞
味
で
き
る
レ

ス
ト
ラ
ン
群
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
顔
色
な
か
ら
し
め
る

一
流

タ
レ
ン
ト
に
よ
る
シ
ョ
ー
が
観
ら
れ
る
劇
場
、
さ
ら
に
国

際
的
な
コ
ン
サ
ー
ト

・
ホ
ー
ル
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
ホ

ー
ル
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
地
下
の
ワ
イ
ン

・
セ
ラ

ー
に
、
世
界
中
の
銘
酒
が
た
く
わ
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
い

う
ま
で
も
な
い
。
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世
界
一の
名
ホ
ー
ル
を
コ
ピ
ー
し
て

建
設
開
始
か
ら
二
年
を
へ
て
、
『
ロ
イ
ヤ
ル

G

C
銀
座
』

は
、
よ
う
や
く
、
そ
の
全
ぽ
う
を
、
人
び
と
の
前
に
あ
ら

わ
そ
う
と
し
て
い
た
。
コ
ー
ス
は
す
で
に

一
年
前
に
完
成

し
、
芝
や
移
植
し
た
樹
木
の
育
成
も
、
順
調
に
進
ん
で
い

そ
ん
な
あ
る
日
、
世
界
的
な
ゴ
ル
フ

・
ラ
イ
タ
ー
と
し

て
知
ら
れ
る
英
国
の
ジ
ョ
ー
ジ

・
ホ
l
ト
ン
氏
が
こ
の
コ

ー
ス
を
訪
れ
、
つ
ぶ
さ
に
見
て
ま
わ
っ
た
レ
ポ
ー
ト
を
「
ザ

(
ロ
ン
ド
ン
)
・
タ
イ
ム
ズ
」
に
掲
載
し
た
。

「
ホ
ー
ル
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
、
設
計
と
施
工
の
努
力
に

よ

っ
て
、

こ
れ
以
上
は
望
め
ぬ
名
ホ
|
ル
の
コ
ピ
ー
で
あ

る
。
が
、

そ
の
集
合
と
し
て
の
こ
の
コ
ー
ス
は
、
や
は
り

ユ
ニ
ー
ク
で
、
す
ば
ら
し
い
完
成
度
と
戦
略
性
を
持
っ
て

い
る
。印

象
に
残
っ
た
い
く
つ
か
の
ホ

l
ル
を
紹
介
し
て
み
よ

、「，。
-
番

l
メ
リ
オ
ン

G
C
(米
)
の

1
番
ホ

l
ル
の
コ
ピ

ー
。
ヤ

l
デ

l
ジ
は

3
6
0
ヤ
ー
ド
と
程
い
が
、
右
ド
ッ

グ
レ

ッ
グ
の

フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
は
せ
ま
く
、
パ
ン
カ

l
群
に

包
囲
さ
れ
た
小
さ
な
グ
リ
ー
ン
を
考
え
る
と
、
テ
ィ
・
シ

ョ
ッ
ト
の
理
想
的
目
標
は
、
ま
さ
に
ピ
ン

・
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
。

2
打
で
ム
リ
を
し
た
く
な
る
が
冒
険
は
禁
物
で
あ

ろ、っ。2
番

1
日
本
の
名
古
屋
G
C
和
合
コ

l
ス
2
番
。
距
離

の
さ
ほ
ど
長
く
な
い
パ

l
・
5
だ
が
、
セ
カ
ン
ド

・
シ
ョ

ッ
ト
の
務
下
地
点
の
右
傾
斜
に
ボ
ー
ル
が
流
れ
る
と
、

3

打
目
が
ピ
ン
に
寄
せ
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て

2
打
は
フ

ェ
ア
ウ
ェ
イ
の
左
3
分
の

l
の
範
囲
U
落
と
さ
ね
ば
、
パ

l
デ
ィ
は
望
め
ぬ
。

7
番

1
日
本
の
鹿
沼
C
C
南

・
ア
ウ
ト
7
番。
内

L

。，U
A

U

ヤ
ー
ド
の
池
越
え
パ

1
3。
シ
ン
グ
ル
な
ら
ば
ダ
イ
レ
ク

ト
に
グ
リ
ー
ン
を
狙
う
手
も
あ
る
が
、
落
下
地
点
が
右
下

が
り
の
た
め
、
右
の
ガ
l
ド
・

パ
ン
カ
ー
に

つ
か
ま
る
公

算
大
。
無
難
な
攻
め
は
、
グ
リ
ー
ン
と
グ
リ
ー
ン
の
聞
を

狙
い
、
ス
プ
ー
ン
で
フ
ッ
ク
ポ
l
ル
を
打
?
」
と
だ
ろ
う
。

日
番

l
パ
イ
ン
パ
レ

l
G
C
(米
)

の
日
番
。

4
3
9

ヤ
ー
ド
の
距
離
は
、

2
打
に
ロ

ン
グ
・

ア
イ
ア
ン
を
要
求

す
る
が
、
グ
リ
ー
ン
手
前

ωヤ
l
ド
に
わ
た
っ
て
ひ
ろ
が

る
カ
ギ
型
の
砂
地
が
、
こ
ろ
が
し
て
の

2
オ
ン
を
さ
ま
た

げ
て
い
る
。
と
い
っ
て
、
デ
ッ
ド
に
グ
リ
ー
ン
に
落
と
せ

ば
、
よ
ほ
ど
ス
ピ
ン
が
き
い
て
い
な
い
限
り
、
奥
に
こ
ろ

12 
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が
り
落
ち
る
。

日
番

1
オ
l
ガ
ス
タ

・
ナ
シ
ョ
ナ
ル

G
C
(米
)
の
日

番
。
あ
ま
り
に
も
有
名
な
ウ
ォ
ー
タ
ー

・
ホ

l
ル
で
あ
る
。

5
0
5
ヤ
ー
ド
は
、
ロ
ン
グ

・
ヒ
ッ
タ
l
の
2
オ
ン
を
誘

う
が
、

1
イ
ン
チ
の
ミ
ス
が
ポ
ギ
l
に
つ
な
が
る
池
が
、

グ
リ
ー
ン
手
前
を
広
く
、

大
き
く
占
領
し
て
い
る
。

日
番

l
サ
イ
プ
レ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
G
L
(米
)
の
同
番
。

テ
ィ
・グ
ラ
ウ
ン
ド
と
グ
リ
ー
ン
の
聞
に
は
断
崖
と
海
(
こ

こ
で
は
池
)
し
か
な
い
と
い
う
恐
怖
の
パ
l
・
3
0
た
だ
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
本
家
と
く
ら
べ
て
、
こ
こ
で
は
、
風

が
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
こ
と
が
、
恐
怖
と
興
味
を
半
減
さ

せ
て
い
る
。

口
番

l
わ
が
英
国
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
セ
ン
ト
・
ア

ン
ド
リ

ュ
l
ス
G

C
オ
ー
ル
ド
・
コ

l
ス
の
口
番
。
H

ロ

ー
ド
(
道
路
)
。
の
名
を
持
つ
こ
の
ホ
ー
ル
は
、
テ
ィ

・

シ
ョ
ッ
ト
が
、
文
字
通
り
に

ロ
l
ド
に
そ
っ
て
打
た
れ
る
。

一
陣
の
風
、
ク
ラ
ブ
フ
ェ
ー
ス
の
1
ミ
リ
の
在
い
が
、

O

B
へ
の
片
道
切
符
と
な
る
。

四
番

l
ぺ
ブ

ル
ビ
ー
チ

G
L

(米
)
の
四
番
。
世
界
最

高
の
パ

l
・
5
ホ
l
ル
と
い
わ
れ
る
。
テ
ィ
か
ら
グ
リ
ー

ン
ま
で
、
ホ
ー
ル
に
そ
っ
て
続
く
海
(
池
)
を
包
む
よ
う

に
、
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
は
テ
ィ
・

シ
ョ
ッ
ト
と
セ
カ
ン
ド

・

シ
ョ
ッ
ト
の
落
下
点
で
二
度
左
ヘ
ド
ッ
グ
レ
ッ
グ
す
る
。

と
い
っ
て
、
水
を
さ
け
れ
ば
、
い
か
な
る

ロ
ン
グ

・
ヒ

ツ

タ
l
と
い
え
ど
も
、

3
オ
ン
が
楽
で
は
な
く
な
る
。

四
番

1
日
本
の
よ
み
う
り
C
C
M
番
。
長
い
谷
越
え
の

パ
l
・
3
で
あ
る
。
こ
の
ク
ラ
ブ
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

・
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
は
、

こ
の
ホ

l
ル
の
プ

レ
l
に
際
し

て
は
、

サ
ケ
ま
た
は
ス
コ

ッ
チ

・
ウ
イ
ス
キ
ー
を
飲
ま
ぬ

と
2
前
打
が
謀
せ
ら
れ
る
と
い
う
。
わ
た
し
な
ら
、

2
杯

を
所
望
し
て
、

2
ス
ト
ロ
ー
ク
を
マ
イ
ナ
ス
し
て
も
ら
い

た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
」
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去
年
の
日
月
頃
、
オ
レ
は
あ
る
種
の
興
奮
を
党
え
な
が

ら
、
さ
す
が
に
眠
れ
な
か
っ
た
。
寝
不
足
の
目
を
こ
す
り

な
が
ら
、
す
で
に
陽
が
高
く
な
っ
た
窓
辺
で
朝
刊
の
ペ
ー

ジ
を
繰
る
。

一
部
の
新
聞
で
伊
最
後
の
。
容
疑
者
と
騒
が
れ
、
身
の

潔
白
を
証
明
す
る
た
め
、
ハ
ワ
イ
旅
行
を
切
り
あ
げ
て
帰

国
し
た
青
年
の
記
事
が
今
日
も
出
て
い
た
。
気
の
毒
に
ー
ー

か
れ
は
シ
ロ
だ
。
叩
月
半
ば
頃
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
3
億

円
事
件
」
の
報
道
が
に
わ
か
に
活
発
に
な
っ
た
。

『時
効
ま

で
あ
と
×
×
日
』
||
ひ
と
昔
前
の
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

を
思
い
出
さ
せ
る
。
そ
ん
な
念
仏
を
と
な
え
た
と
こ
ろ
で

犯
人
が
自
首
す
る
わ
け
の
も
の
で
も
な
い
の
に
|
|
。

犯
人
?
そ
う
、
ま
あ
犯
人
に
は
違
い
な
い
が
、
殺
人
を

犯
し
た
わ
け
で
も
な
い
し
、
銀
行
だ
っ
て
損
は
し
て
い
な

い
ん
だ
。
保
険
を
か
け
て
い
た
か
ら
な
。
い
っ
た
い
、
あ

の
保
険
料
が
い
く
ら
だ
っ
た
か
知
っ
て
ま
す
か
?
た
っ
た

の
1
万
6
0
8
7
円。

損
を
し
た
と
い
う
な
ら
、
た

っ
た
そ
れ
だ
け
。
要
は

3

億
円
が
ど
こ
か
に
消
え
ち
ま
っ
た
、
と
い
う
だ
け
で
し
ょ

う
。
銀
行
が
受
け
取
っ
た
保
険
金
だ
っ
て
日
本
の
保
険
会

社
初
社
と
外
国
の
保
険
会
社
数
社
が
分
担
し
た
も
の
。
し

か
も
、
そ
の
三
分
の
こ
は
外
国
の
保
険
会
社
か
ら
支
払
わ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
は
、
貴
重
な
外
貨
獲
得
に

一
役
買
っ

た
と
い
う
こ
と
も
い
え
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

「

3
億
円
事
件
」
の
犯
人
は
オ

初
夢
物
語

強
盗
で
は
な
く

ν
強
奪
。
と
い
う
こ
と
ば
を
新
聞
が
使

っ
て
い
ま
す
ね
。
一
人
も
死
傷
さ
せ
て
い
な
い
の
で
す
か

ら
当
然
で
は
あ
る
け
れ
ど、

新
聞
と
い
う
の
は
、
苦
肉
の

策
と
い
う
か
、
い
ろ
い
ろ
考
え
る
も
の
で
す
ね
。
ほ
ん
と

う
は
、
詐
取
1
l
f
サ
ギ
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど
な
。
白
バ
イ

の
警
官
に
な
り
す
ま
し
て

H

見
事
に
。
文
字
通
り
マ
ン
マ

と
3
億
も
の
大
金
を
手
中
に
し
た
ん
だ
か
ら
、
痛
快
だ
っ

た。

東
芝
の
従
業
員
に
は
、
ち
ょ
っ
と
悪
か
っ
た
け
れ
ど
、

自
分
で
計
画
し
て
一
年
間
も
準
備
を
重
ね
て
、
そ
れ
が
成

功
し
た
ん
だ
か
ら
い
う
こ
と
は
な
い
。

オ
レ
は
、
新
聞
そ
の
他
で
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
ち
密

な
人
間
で
は
な
い
。

む
し
ろ
楽
観
的
な
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ド
ジ
で
ま
ぬ

け
な
人
間
だ
と
他
人
に
は
思
わ
れ
て
い
た
。

こ
ん
ど
の
事
件
を
あ
え
て
実
行
し
た
の
も
、

あ
る
意
味

あ
の
と
き
、
オ
レ
は
ま
っ
た
く
ツ
イ
て
い
た
|
|
|そ
う

い
わ
れ
て
名
の
る
も
お
こ
が
ま
し
い
が
、
犯
人
は
、
な
に

を
か
く
そ
う
オ
レ
:
:
:
。
オ
レ
が
あ
の

3
億
を
い
た
だ
い

ち
ま
っ
た
ん
だ
。
正
確
に
数
え
て
み
た
ら
、

2
9
4
、
3

0
7
、
5
0
0
円
さ
。
東
芝
府
中
工
場
4
2
5
3
人
の
袋

詰
め
の
|
|
銀
行
で
一
人
一
人
に
仕
訳
し
た
袋
詰
め
だ
っ

た
|
|
ボ
ー
ナ
ス
を
そ
っ
く
り
だ
っ
た
。

で
自
分
に
賭
け
て
み
た
か
っ
た
。
あ
れ
を
成
功
で
き
な
か

っ
た
ら
、
も
う
生
き
ら
れ
な
い
。
事
実
、
失
敗
し
た
ら
、

そ
の
場
で
自
殺
す
る
つ
も
り
で
青
酸
カ
リ
を
用
意
し
て
い

た
ん
だ
。

ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
の
ケ

l
ス
に
入
っ
た
あ
の
金
を
、
あ
る

併
に
か
く
し
て
家
に
帰
る
途
中
に
道
路
に
サ
ラ
ッ
と
撒
い

て
捨
て
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
|
|
。
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そ
れ
に
し
て
も
ツ
イ
て
た
な
あ
。

あ
の
目
、
白
バ
イ
の
警
官
を
装
っ
て
日
本
信
託
銀
行
の

現
金
輸
送
車
(
黒
の
セ
ド
リ
ッ
ク
だ
っ
た
)
を
奪
っ
た
の

が
、
忘
れ
も
し
な
い
り
年
ロ
月
刊
日
の
午
前
9
時
過
ぎ
(
そ

の
後
の
報
道
で

9
時
加
分
と
わ
か
っ
た
)
そ
の
数
分
後
に

は
緊
急
配
備
が
発
令
さ
れ
た
と
い
う
。

園
内
の
令
む
r
リ

岨，
タ

し
か
し
、
そ
の
こ
ろ
オ
レ
は
も
う
現
金
輸
送
車
に
は
釆

っ
て
い
な
か
っ
た
ん
だ
。
す
で
に
判
明
し
て
い
る
よ
う
に

現
場
か
ら

I
M
ほ
ど
の

「
国
分
寺
史
践
」
で
カ
ロ
ー
ラ
に

乗
り
か
え
て
い
た
か
ら
、
検
問
も
ウ
ソ
の
よ
う
に
ス
イ
ス

イ
と
通
り
抜
け
ら
れ
た
。

い
わ
ゆ
る
勿
目
繋
者
砂
に
は
ず
い
ぶ
ん
出
会
っ
た
け
れ

ど
、
ま
っ
た
く
怪
し
ま
れ
な
か
っ
た
。

衝
突
事
故
と
か
、
車
の
故
障
な
ん
か
が
な
か
っ
た
の
も

ツ
イ
て
い
た
。
も
っ
と
も
ツ
イ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
ま
ん

ま
と
成
功
し
た
ん
だ
が
ね
。

そ
れ
に
し
て
も
、
動
員
さ
れ
た
警
官
が

1
万

3
千
5
百

人
。
白
バ
イ
、
パ
ト
カ
ー
が
合
わ
せ
て

l
千

3
百
台
。
警

視
庁
あ
げ
て
の
緊
急
配
備
体
制
だ

っ
た
と
い
う
か
ら
、
ま

っ
た
く
こ
そ
ば
ゆ
い
話
よ
。

こ
そ
ば
ゆ
い
と
い
え
ば
、
延
べ
却
万
人
に
近
い
捜
査
員

と
叩
億
に
近
い
捜
査
費
を
使
つ
て
の
大
捜
査
だ
っ
た
と
聞

い
て
、
こ
れ
に
は
ま

っ
た
く
恐
縮
し
て
い
る
ん
で
す
が
:
・

:
い
や
、
こ
れ
も
税
金
で
す
か
ら
。

ま
あ

7
年
問
、
な
ん
と
か
沈
黙
を
守

っ
て
き
た
ん
で
す

か
ら

l
l
あ
の

3
憶
は
当
時
の
価
値
と
だ
い
ぶ
違
い
ま
す

が
、
埋
め
合
せ
に
必
ず
役
に
立
つ
使
い
方
を
し
ま
す
か
ら

許
し
て
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
が
あ
の

3
億
で
す
。

社
会
福
祉
に
ど
う
ぞ
・
:
な
ん
て
キ
ザ
な
こ
と
は
オ
レ
は
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
ん
か
に
・

き
っ
と
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
こ
と
に
役
立
て
ま
す
か
ら
|
|，。

オ
レ
自
身
は
、
金
な
ん
か
は
欲
し
く
な
い
。

3
億
円
な

ん
か
、
あ
え
て
危
険
を
犯
し
て
ま
で
欲
し
か

っ
た
ん
で
は

な
い
。
オ
レ
は
自
尊
心
を
傷
つ
け
ら
れ
る
の
が
許
せ
な
か

っ
た
。
動
機
と
い
え
ば
、

た
だ
そ
の
こ
と
だ
け
だ
っ
た
。

オ
レ
は
金
に
は
小
さ
い
と
き
か
ら
今
だ
か

つ
て
不
自
由
し

た
こ
と
は
な
い

l
L

「
保
険
」
を
学
へ
て
袋
一一
。
の
準
備
を

も
う
時
効
だ
か
ら
オ
レ
の
こ
と
を
話
そ
う
。

オ
レ
は
資
産
家
の

3
男
坊
だ
。
あ
る
有
名
校
を
幼
稚
園

か
ら
大
学
ま
で
ト
コ
ロ
天
式
に
卒
業
し
た
。
遊
ぶ
金
に
困

っ
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
よ
く
ケ
ン
カ
し
た
。
つ
ま

ら
ぬ
こ
と
で
|

|
原
因
は
い
つ
も
自
尊
心
を
傷
つ
け
ら
れ

た
と
き
だ

っ
た
。

十
年
も
つ
き
合

っ
た
友
だ
ち
で
も
、
半
年
も
同
棲
し
た

女
で
も
、
父
親
と
で
も
||
。

オ
レ
の
オ
ヤ
ジ
は
、
あ
る
ゴ
ル
フ
場
の
オ
ー
ナ
ー
だ
。

日
本
国
内
に
叩
数
カ
所
、
外
国
に
も

3
ヵ
所
の
ゴ
ル
フ
場

を
経
営
し
て
い
る
。
ゴ
ル
フ
業
界
で
は
、
か
な
り
名
の
知

れ
た
男
だ
(
も
ち
ろ
ん
鹿
沼
グ
ル
ー
プ
に
は
ま

っ
た
く
関

係
な
い
)
。
こ
ん
ど
の
事
件
の
き

っ
か
け
も
、
こ
の
オ
ヤ
ジ

14 

い
ま
思
え
ば

た
あ
い
の
な
い
口
争
い

と
の
い
さ
か
い
、

か
ら
だ
っ
た
。

オ
レ
は
、
現
在
ま
で
の
人
生
で
た
っ
た

一
つ
の
失
策
と

い
え
る
失
敗
を
や
っ
た
。
あ
る
私
立
の
有
名
大
学
を
卒
業

す
る
前

の
年
に
受
け
た
就
職
試
験
で
、
オ
ヤ
ジ
の
反
対
を

押
し
切
っ
て
、
あ
る
外
国
系
の
商
社
を
受
け
た
。
オ
イ
ル

・
ダ
ラ
ー
の
恩
恵
を
フ
ル
に
活
用
し
、
ポ
ロ
一儲
け
を
し
て

悪
名
を
馳
せ
た
会
社
だ

っ
た。

オ
ヤ
ジ
は
頑
と
し
て
反
対
し
た
。
あ
ん
な
盗
っ
人
の
よ

う
な
会
社
の
手
先
き
に
な
る
気
か
/
と
怒
っ
た
。
実
は
オ

ヤ
ジ

の
細
君
、
つ
ま
り
オ
レ
の
継
母
だ
が
。
彼
女
は
、
そ

の
会
社
の
極
東
総
支
配
人
の
秘
書
{
愛
人
だ
っ
た
と
い
う

話
を
あ
と
で
聞
い
た
)
を
し
て
い
た
。
彼
女
が
オ
レ
の
オ

ヤ
ジ
に
嫁
い
だ
あ
と
に
秘
書
に
な
っ
た
の
が
オ
レ
の
フ
ィ

ア
ン
セ
だ
っ
た
の
だ
。

あ
る
と
き
、

J
と
い
う
そ
の
?
不
ジ
ャ
ー
が
ヨ
ー
ロ

ッ

パ
統
合
支
社
長
と
し
て
転
勤
す
る
と
い
う
寸
前
に
、
オ
レ

の
フ
ィ
ア
ン
セ
K
子
が
手
ご
め
に
あ

っ
た
こ
と
を
知
っ
た

の
だ
。
そ
の
と
き
の
オ
レ
の
怒
り
を
想
像
で
き
る
だ
ろ
う

か
。
そ
の
後
の
調
査
で
、
あ
る
ヤ
ク
(
薬
)
を
使

つ
て
の

強
力
ン
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
と
き
オ
レ
は
誓

っ
た
ん
だ
。
必
ず
復
讐
し
て
や
る
と
ー
ー
ー
。

と
こ
ろ
が
、
オ
レ
は
そ
の
商
社
に
入
社
で
き
な
か
っ
た
。

入
社
試
験
で
決
定
的
な
ミ
ス
は
な
か

っ
た
は
ず
な
の
に
。

な
ぜ
か
?
ー
ー
ー
オ
レ
が
、
あ
い

つ
の
秘
書

(
つ
ま
り
オ
レ

の
フ
ィ
ア
ン
セ
)
と
で
き
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
会
社
で

は
だ
れ
も
知
ら
な
か

っ
た
。
オ
レ
の
入
社
が
決
定
し
た
あ

と
発
表
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
か
ら
、
彼
女
も
親
し
い
友
だ

ち
に
さ
え
秘
密
に
し
て
い
た
ん
だ
。

オ
ヤ
ジ
は
、
「
わ
し
の
い
う
こ
と
を
聞
か
な
い
か
ら
だ
。

わ
し
の
頗
に
ド
ロ
を
塗
り
や
が
っ
て
:
・
」
と
の

の
し
っ
た。

凡
た
ち
も

「
オ
ヤ
ジ
の
ゴ
ル
フ
場
で
キ
ャ
デ
イ
で
も
や
れ



よ
」
と
は
や
し
た
て
る
。
彼
女
は

「わ
た
し
が
悪
か
っ
た

ん
だ
わ
」
と
し
き
り
に
あ
や
ま
る
け
れ
ど
、
そ
ん
な
態
度

が
い
っ
そ
う
火
に
油
を
注
ぐ
結
果
に
な
っ
た
。

オ
レ
は
、
そ
の
後
の
テ
ス
ト
で
損
保
関
係
の

B
保
険
会

社
に
入
社
し
、

「保
険
」
と
い
う
も
の
を
学
ん
だ
。
銀
行

が
、
現
金
や
有
価
証
券
類
の
輸
送
に
伴
う
危
険
に
備
え
て

保
険
会
社
と
包
括
契
約
を
結
び
、
損
害
保
険
と
い
う
も
の

は
、
契
約
金
額
が
巨
額
に
な
る
例
も
あ
る
の
で
個
々
の
保

険
会
社
が
金
額
を
負
う
と
な
る
と
、
万
一
事
故
が
起
っ
た

場
合
に
破
産
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
そ
の
た
め

蒋
保
険
に
出
す
。
つ
ま
り
引
き
受
け
た
保
険
を
他
の
保
険

会
社
に
も
引
き
受
け
て
も
ら
い
責
任
を
分
散
す
る
。
こ
の

仕
組
み
は
、
ロ
ン
ド
ン
を
通
じ
て
世
界
中
に
流
す
こ
と
も

で
き
る
。

世
に
い
う

「
3
億
円
事
件
」
は、

こ
れ
を
知
っ
た
瞬
間

に
決
意
し
た
。

彼
女
へ
の
想
い
。
オ
ヤ
ジ
や
兄
た
ち
へ
の
見
せ
し
め
。

オ
イ
ル
・
ダ
ラ
ー
や
ユ
ダ
ヤ
資
本
で
日
本
を
上
得
意
に
し

て
い
る
外
資
系
商
社
へ
の
復
讐
|
|
あ
の
こ
ろ
の
オ
レ
の

頭
は
、
そ
ん
な
諸
々
の
思
い
が
重
な
っ
て
、
執
念
の
よ
う

な
、
あ
る
種
の
使
命
感
に
捕
わ
れ
て
着
々
と
準
備
を
す
す

め
た
の
だ
っ
た
。

M
M

年
の

4
月
ご
ろ
か
ら
、
大
事
の
前
の
伏
線
と
し
て
、

多
摩
農
協
そ
の
他
へ
現
金
を
要
求
す
る
脅
迫
状
を
送
り
つ

け
る
こ
と
。
オ
レ
の
仕
事
は
そ
れ
か
ら
始
ま
っ
た
。
小
金

井
市
近
辺
で

「
ク
ラ
ウ
ン
」
や
「
ブ
ル

l
パ
l
ド
」

な
ど

の
乗
用
車
を
盗
ん
だ
。
こ
れ
は
比
較
的
容
易
に
で
き
た
。

白
バ
イ
の
警
官
を
装
う
こ
と
は
、
計
画
の
当
初
に
考
え

初
夢
物
語

つ
い
た
。
が
、
ど
う
し
て
も
こ
れ
だ
け
は
盗
む
わ
け
に
い

か
な
か

っ
た
。
偽
装
す
る
し
か
な
い
。
こ
れ
に
最
大
の
神

経
を
使
っ
た
。

し
か
し
、
白
バ
イ
警
官
を
思
い
つ
い
た
の
は
、
わ
れ
な

が
ら
ヒ

ッ
ト
だ
と
思
っ
て
い
る
。
現
金
奪
取
が
容
易
な
こ

と
も
そ
う
だ
が
、
覆
商
の
代
り
に
な
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
お

か
げ
で
、
今
だ
に
オ
レ
の
顔
を
知
ら
れ
な
い
で
す
ん
だ
こ

と
だ
。
な
に
し
ろ
顔
の
三
分
の
こ
は
か
く
れ
て
し
ま
う
の

だ
か
ら
|

|
オ
レ
が
色
白
の
好
男
子
だ
と
報
道
さ
れ
て
片

腹
痛
い
思
い
だ
っ
た
。

本
当
の
ペ
フ
リ
ッ
ク
コ
l
ス
を
建
設

と
も
あ
れ
、
も
は
や
時
効
だ
。

時
効
は
去
年
の
ロ
月
刊
日
の
午
前
零
時
。
だ
が
、
こ
れ

ま
で
に
捕
ま
え
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
一

般

に
は
知
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
だ
が、

9
自
の
午
後
日
時
四

分
印
秒
ま
で
に
検
察
庁
に
送
り
起
訴
さ
れ
な
け
れ
ば
成
立

し
な
い
の
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
逮
捕
さ
れ
た
の
ち
、
検

察
庁
が
起
訴
に
持
ち
こ
む
ま
で
通
常
初
日
は
か
か
る
か
ら
、

逆
算
す
る
と
、
日
月
初
日
ご
ろ
ま
で
に
逮
捕
さ
れ
な
け
れ

ば
セ
l
フ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

い
か
が
か
な
明
智
ク
ン
。
も
は
や
時
間
切
れ
だ
。
時
効

は
成
立
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
よ
。

そ
こ
で
オ
レ
は
約
束
し
よ
う
。
こ
の

3
億
円
は
、
(
安
心

し
た
ま
え
、
今
だ
に
手
つ
か
ず
に
残
っ
て
い
る
)
世
の
た

め
、
人
の
た
め
に
使
お
う
。

ど
お
せ
思
惑
ど
お
り
に
獲
得
し
た

『外
貨
』
だ
。
惜
し

く
は
な
い
。
有
効
に
使
う
た
め
の
い
い
知
恵
が
あ
っ
た
ら

本
誌
編
集
部
ま
で
知
ら
せ
て
も
ら
い
た
い
。

あ
る
い
は
、
す
べ
て
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
に
開
放
す
る
ほ
ん

と
う
の
意
味
の
す
ば
ら
し
い
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ゴ
ル
フ
場
で

も
造
ろ
う
か
。

3
億
円
で
は
不
足
す
る
が
、
オ
レ
の
オ
ヤ

ジ
を
は
じ
め
財
界
に
頼
ん
で
も
意
義
の
あ
る
こ
と
で
は
な

い
か
。
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
オ
レ
は

い
く
ら
で
も
頭
を
下

げ
て
歩
、』
う。

近
い
将
来
、
そ
う
い
う
趣
旨
の
ゴ
ル
フ
場
が
名
の
り
あ

げ
た
ら
注
意
し
た
ま
え
。
ォ
レ
の
正
体
は
、
そ
の
と
き
ま

で
伏
せ
て
お
こ
う
。

Iラ
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こ
の
世
に
男
と
女
の
い
る
か
ぎ
り
、
か
戦
争
と
平
和
々

は
永
遠
に
繰
り
返
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
ー
ー
そ
の
昔
、
あ
る

高
名
な
学
者
が
予
言
し
た
と
か
。

地
球
に
人
類
が
楼
み
つ
い
て
こ
の
か
た
、
半
球
の
ど
こ

か
で
確
実
に
戦
火
は
燃
え
続
け
て
き
た
。
東
に
負
ケ
ソ
ウ

な
国
が
あ
れ
ば
武
器
を
送
っ
て
や
り
、
西
に
強
そ
う
な
国

が
あ
れ
ば
、
行
っ
て
叩
い
て
や
る
。
そ
ん
な
お
せ
っ
か
い

野
郎
だ
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
一
つ
の
戦
争
が
ま
た
別
の

戦
争
を
生
み
、
秒
、
永
遠
の
平
和
。
な
ど
訪
れ
る
は
ず
が
な

だ
が
、
こ
の
戦
争
と
い
う
も
の
は
、

小
は
子
ど
も
の
ケ

ン
カ
か
ら
、
今
は
や
り
の
女
の
闘
か
い
|

|
ウ
ー
マ
ン
・

リ
プ
。
大
は
固
と
国
の
戦
さ
ま
で
、
そ
の
争
い
の
根
源
は

男
と
女
に
あ
る
ん
だ
そ
う
で
、
地
球
上
に
男
女
の
ど
ち
ら

か

一
方
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
ら
、
ま
さ
に
。
永
遠
の
微

笑
。
が
続
く
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
だ
が
|
|
。
ど
こ
か
の

孤
島
に
、
三
人
の
男
女
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
当
然
の
こ

と
な
が
ら
争
い
が
始
ま
る
。
こ
れ
が
男
女
二
人
だ
っ
た
ら

。

圃

争
い
の
起
き
よ
う
は
ず
が
な
い
の
だ
が
、

三
人
と
な
る
と

面
倒
な
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
組
み
合
せ
だ
が

男
二
人
と
女
一
人
の
場
合
と
女
二
人
に
男
が
一
人
の
場
合

と
、
ど
ち
ら
が
激
し
く
、

在
お
し
く
、
お
ぞ
ま
し
い
も
の

か
。
賢
明
な
読
者
諸
兄
は
お
わ
か
り
だ
ろ
う
。
地
球
上
の

女
性
人
口
が
、
つ
ね
に
男
性
を
上
回
り
、
そ
し
て
長
命
で

あ
る
こ
と
の
謎
は
、
ま
た
別
の
機
会
に
探
っ
て
み
る
こ
と

に
い
し
ょ
、
っ
。

因
幡
の
国
に
起
甲)った
嫁
取
り
ゲ
ー
ム

さ
て
、
止
日
む
か
し
。
そ
の
ま
た
昔
の
大
む
か
し
。
神
話

の
主
役
、
大
国
主
命
(
お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と
)
が
天

孫
降
臨
の
大
和
を
あ
と
に
し
て
、
や

っ
て
き
た
の
が
山
陰

の
出
雲
地
方
。
お
な
じ
み

『
因
幡
(
い
な
ば
)
の
白
う
さ

ぎ
』
『
八
俣
の
大
蛇
(
お
ろ
ち
)
』
は
す
べ
て
こ
の
あ
た

り
が
舞
台
に
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
当
時
、
文
化
の
先
進
国

1
固
と
は
ま
だ
い
え
な

い
か
も
し
れ
な
い
ー
で
あ
っ
た
朝
鮮
半
島
に
近
く
、
鉱
産

物
が
豊
富
で
小
国
家
を
形
成
す
る
要
因
に
恵
ま
れ
て
お
り
、

大
和
と
は
別
の
都
と
し
て
栄
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
、
出
雲
地
方
か
ら
の
出
土
口
聞
を
見
る
と
、
朝
鮮

文
化
の
影
響
を
う
け
た
須
恵
器
の
類
が
多
く
、
他
の
地
方

に
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
多
い
弥
生
後
期
の
出
土
ロ
聞
は

ほ
と
ん
ど
出
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
独
自
の
小
国
家
が
早

く
か
ら
成
立
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
現
在
の
日
本
国
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
た
六
世

紀
前
後
ま
で
の
、
古
代
日
本
の
文
化
は
出
雲
を
中
心
と
し

バ
山
陰
地
方
で
も
っ
と
も
栄
え
て
い
た
。
因
幡
(
い
な
ば
}

16 

の
国
は
、
今
の
鳥
取
市
の
南
、
国
府
町
の
あ
る
あ
た
り
で

あ
る
。そ

の
こ
ろ
の
文
化
遺
産
の

一
つ
に
、
今
で
い
う
ゴ
ル
フ

が
あ
っ
た
ー
ー
ー
一
般
に
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
だ
が
。

も
ち
ろ
ん
、

そ
の
当
時
に

と
い
う
こ
と
ば

『ゴ

ル
フ
』

は
な
か
っ
た
し
、
現
在
の
ゴ
ル
フ
と
は
違
う
も
の
で
は
あ

っ
た
。
ボ
ー
ル
(
石
}
の
重
さ
は
4
同
も
あ
っ
た
し
、
一

ホ
l
ル
の
長
さ
は
短
い
も
の
で
も
、

-
M
の
か
な
た
に
あ

る
砂
廉
(
さ
れ
ん

l
ス
リ
パ
チ
状
の
急
斜
面
に
砂
が
吹
き

寄
せ
ら
れ
て
、
ス
ダ
レ
模
様
を
描
い
た
く
ぼ
み
)
に
運
び

込
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
今
の
よ
う
に

ボ
l
ル
を
打
つ
と
い
う
よ
り
は
、
大
き
い
石
を
太
い
棒
で

.が
す
と
い
う
も
の
だ
か
ら
、
楽
し
い
ゲ

l
ム
だ
っ
た
わ

圃



け
で
は
な
い
。
そ
れ
が
セ
ブ
ン

・
ホ
ー
ル
あ
っ
た
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
苦
行
に
均
し
い
ゲ

l
ム
?
に
若
者

た
ち
が
競
っ
て
参
加
し
た
か
。
そ
う
、
こ
の
大
会
が
開
催

さ
れ
る
と
き
は
、
当
事
者
の
選
手
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
。

立
合
い
の
長
老
た
ち
ま
で
が
興
奮
に
全
身
汗
と
な
っ
て
熱

在
し
た
と
い
う
。

そ
れ
は
、
一
人
の
女
性
を
争
っ
て
文
字
通
り
死
闘
す
る

勇
敢
な
若
者
の
登
龍
円
だ
っ
た
。
い
わ
ば
エ
リ
ー
ト

・
コ

ー
ス
を
約
束
さ
れ
る
国
家
検
定
試
験
と
で
も
い
え
よ
う
か
。

く
り
返
し
て
い
う
が
、
こ
れ
は
独
自
の
文
化
を
も

っ
た
こ

の
地
方
だ
け
の
も
の
で
、

他
の
地
方
で
も
行
な
わ
れ
て
い

た
の
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
。

な
に
し
ろ
、
姻
馳
(
し
ち
)
山
麓
か
ら
鳥
取
西
端
の
気

多
(
け
た
)
岬
ま
で
刊
同
。
い
ち
ば
ん
の
長
い
ホ
ー
ル
は

実
に

3
・
5
h
も
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
容
易
な
こ
と
で

は
な
い
。

一
ホ
l
ル
ご
と
の
競
技
だ
か
ら
砂
廉
で
ホ

l
ル

ア
ウ
ト
す
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
休
め
る
が
途
中
で
休
め
ば
追

い
越
さ
れ
て
し
ま
う
。
一
線
に
並
ん
だ
選
手
(
少
な
い
と

き
は

2
人
、
多
い
と
き
は
叩
人
に
も
な
っ
た
)
た
ち
は
必

死
だ
っ
た
。
弱
肉
強
食
の
嫁
取
り
ゲ
ー
ム
だ
か
ら
、
こ
れ

に
勝
た
な
け
れ
ば
目
指
す
相
手
と
は
結
婚
で
き
な
い
わ
け

で
、
ま
し
て
や
最
終
ホ

l
ル
ま
で
完
走
で
き
な
か
っ
た
若

者
は
一
生
独
身
を
強
い
ら
れ
た
と
い
う
か
ら
、
ま
さ
に
モ

l
レ
ツ
だ
っ
た
。

3
番
ホ
ー
ル
、

5
番
ホ

l
ル
と
進
む
う
ち
に
落
伍
者
が

ふ
え
る
。
中
に
は
、
最
後
の

一
ホ
l
ル
の
真
ん
中
ま
で
き

て
昏
倒
。
最
終
ホ

l
ル
に
石
が
転
が
り
込
む
の
と
同
時
に

気
絶
。
一
番
ビ
リ
だ
と
思
っ
て
あ
き
ら
め
て
ホ

l
ル
ア
ウ

初
夢
物
語

卜
し
た
ら
、
他
の
選
手
が
み
ん
な
落
伍
し
て
い
て
、

ぬ
栄
光
に
涙
す
る
著
者
も
い
た
1
1
。

思
わ

砂
丘
の
底
に
古
代
日
本
の
栄
華
・
が
眠
る

こ
れ
ほ
ど
の
難
行
苦
行
を
し
な
け
れ
ば
目
的
を
遂
行
で

き
な
か
っ
た
男
た
ち
。
げ
に
恐
ろ
し
き
は
女
で
あ
る
。
そ

し
て
現
代
の
若
者
た
ち
の
、
な
ん
と
お
手
軽
な
こ
と
よ
。

か
く
て
、
古
代
よ
り
現
代
ま
で
、
こ
と
争
い
の
源
を
辿
る

と
、
ク
レ
オ
パ

ト
ラ
や
千
姫
の
例
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、

そ
こ
に
は
必
ず

『女
、
ま
た
は
お
ん
な
』
が
介
在
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

Cミり

こ
の
競
技
は
「
ボ
ー
ル
を
打
つ
」
の
と
「
ボ

を
運
ぶ
」
と
の
差
は
あ
る
が
、

二
疋
の
ホ
l

そ
れ
ぞ
れ
が
セ
パ
レ
ー
ト
さ
れ
て
い
て
、
ス

タ
ー
ト

・
テ
ィ
か
ら
ホ
ー
ル
(
砂
廉
)
ま
で
、
山
あ
り
谷

あ
り
、

小
川
あ
り
。
吹
き
だ
ま
り
の
砂
は
自
然
の
パ
ン
カ

ー
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
こ
れ
が
現
在
の
ゴ
ル
フ

の
前
身
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
だ
ろ
う
。

と
い
う
こ
と
は
、
現
在
の
通
説
に
な
っ
て
い
る
ゴ
ル
フ

の
セ
ン
ト

・
ア
ン
ド
リ
ュ

l
ス
発
祥
説
は
ウ
ソ
で
あ
っ
た

と
訂
正
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
羊
聞
い
が
、

と
こ
ろ
で

|
ル
(
石
)

ル
が
あ
り
、

棒
で
小
石
を
打
っ
て

近
ん
で
い
た
の
を
ゲ

l
ム
化
し
た
の
が
ゴ
ル
フ
だ
と
い
わ

れ
て
き
た
。
ま
た
、
あ
る
人
は
古
代
オ
ラ
ン
ダ
の
氷
上
ホ

ッ
ケ
ー
で
あ
る
『
コ
ル
ベ
ン
』
と
い
う
競
技
が
転
化
し
て

ゴ
ル
フ
に
な
っ
た
と
い
う
説
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
そ

の
い
ず
れ
も
が
誤
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

ゴ
ル
フ
の
発
祥
地
は
日
本
の
鳥
取
で
あ
る
。
し
か
も
近

代
日
本
の
国
家
形
成
が
行
わ
れ
る
以
前
の
六
世
紀
ご
ろ
、

季
節
風
の
吹
き
荒
れ
る
山
陰
の
浜
辺
で
、
勇
壮
か
つ
悲
恰

な
競
技
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
大
和
朝
廷
に
統

一
さ
れ
て
こ
の
地
方
は
衰
微

し
て
ゆ
く
が
、
こ
の
競
技
だ
け
は
形
を
変
え
、

『
蹴
ま
り
』

と
し
て
、
奈
良
か
ら
平
安
時
代
の
公
郷
に
も
て
は
や
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

や
が
て
、
鎖
国
が
解
か
れ
て
明
治
維
新
と
な
り
、
い
わ

ゆ
る
西
洋
文
明
の
導
入
が
始
ま
る
が
、
こ
の
中
に
『
ゴ
ル

フ
』
が
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
人
グ
ル

l
ム
氏
に
よ
っ
て
、

神
戸
六
甲
山
に
よ
み
が
え
っ
た
近
代
の
ゴ
ル
フ
は
、
た
し

か
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
発
達
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、

そ
の
原
型
は
古
代
日
本
人
の
英
知
と
血
と
汗
と
で
創
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
記
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て

一

人
の
女
を
要
る
の
に
、
北
自
の
人
が
い
か
に
辛
苦
を
傾
け
た

か
券
、さ

ま
ざ
ま
な
模
様
を
描
き
出
し
て
は
消
し
、
ま
た
新
し

い
起
伏
に
さ
ざ
波
の
風
紋
を
つ
け
る
大
自
然
の
砂
の
キ
ャ

ン
パ
ス
。

鳥
取
砂
丘
。
こ
の
地
こ
そ
、
ゴ
ル
フ
発
祥
の
謎
を
、
今

に
、
砂
で
か
く
し
た
姿
な
の
で
あ
る
。
東
西
印
刷
、
幅
2

M
に
わ
た
る
砂
丘
に
覆
わ
れ
た
浜
辺
の
、
セ

ン
ト
・
ア
ン

ド
リ
ュ

l
ス
に
な
ん
と
よ
く
似
て
い
る
こ
と
か
。

風
の
ま
に
ま
に
揺
れ
る
風
紋
の
美
し
さ
に
見
と
れ
て
い

る
と
、
こ
の
砂
丘
の
底
に
古
代
日
本
の
栄
華
が
か
く
さ
れ

て
い
よ
う
な
ど
と
、
だ
れ
が
想
像
で
き
よ
う
が
。
(
完
)
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易
学
考

た
つ
年
は
グ
情
説
rの
年

松
柏
天

巨
人
寧
が
最
下
住
に
転
落
す
る
と
は
誰
し
も
考
え
て
も

み
な
か
っ
た
昭
和

ω年
の
暑
い
夏
の
目
、
広
島
の
新
聞
社

ホ
l
ル
で
「
も
し
、
来
年
長
嶋
が
監
督
に
な
っ
た
ら
巨
人

軍
は
凋
落
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
こ
そ
カ
l
プ
優
勝
の

可
能
性
が
あ
る
」
と
満
場
の
カ
|
プ
フ
ァ
ン
に
告
げ
る
と

あ
の
赤
へ
ル
軍
団
が
優
勝
し
た
時
の
大
歓
声
に
は
遠
く
及

ば
な
い
小
さ
な
幼
子
と
鼻
の
先
に
抜
け
る
笑
い
芦
が
か
え

っ
て
き
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
出
来
の
悪
い
子
が
優
等
賞
候
補
に
上
げ
ら
れ
た

時
の
親
の
篠
雑
な
テ
レ
笑
い
に
似
て
い
た
。

誰
も
予
測
で
き
な
か
っ
た
カ
|
プ
優
勝
事
件
(
?
)
も

去
年
と
な
り
新
し
い
年
を
迎
え
た
が
、
誰
が
ヒ
ー

ロ
ー
と

な
り
、
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
か
占
っ
て
み
た
い
が
、
そ
の

前
に
長
崎
と
カ
l
プ
の
続
き
を
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
で
こ
そ
カ
l
プ
優
勝
は
確
か
な
事
実
と
な
り
、
巨
人

最
下
位
も
歴
史
に
刻
ま
れ
た
。
だ
が
特
年
の
時
点
で
カ
l

プ
フ
ァ
ン
さ
え
優
勝
さ
せ
た
い
と
言
う
希
望
は
あ
っ
て
も

あ
く
ま
で
も
夢
で
あ
っ
た
し
、
巨
人
フ
ァ
ン
に
し
て
み
れ

ば
栄
光
の
巨
人
を
担
っ
た
大
ス
タ
l
長
崎
を
永
遠
に
止
め

て
置
き
た
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
大
選
手
か
ら
大
監
督
へ

と
フ
ァ
ン
は
夢
み
て
い
た
の
で
あ
る
。
長
嶋
が
人
生
で
最

も
衰
微
す
る
と
き
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
ず
に
・
・
・
・
・
・
。

カ
!
プ
フ
ァ
ン
は
そ
の
逆
で
あ

っ
た
。
い
つ
も
下
位
を

低
迷
す
る
カ
l
プ
、
そ
れ
が
来
年
は
優
勝
す
る
と
言
わ
れ

て
信
じ
ら
れ
よ
う
は
ず
も
な
か
っ
た
。
ル
ー
ツ
が
監
督
に

な
る
こ
と
も
、
絶
頂
の
強
速
に
の
し
上
げ
ら
れ
る
は
ず
の

古
葉
が
指
揮
を
と
る
こ
と
に
な
る
運
命
も
知
ら
ず
に
:
:
:
。

カ
l
プ
優
勝
の
可
能
性
を
告
げ
た
私
で
さ
え
も
カ
l
プ

監
督
に
つ
い
て
は
全
く
予
測
し
て
い
な
か
っ
た
。
長
嶋
を

巨
人
の
監
督
に
す
る
ら
し
い
と
言
う
未
確
認
の
情
報
に
依

っ
て
、
そ
れ
に
つ
れ
て
起
こ
る
反
応
を
予
測
し
た
に
す
ぎ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
昭
和
印
年
が
〈
小
さ
な
も
の
〉
が
脚
光
を
浴
び

る
乙
卯
(
き
の
と
・
う
さ
ぎ
)
年
な
の
で
、
カ
l
プ
優
勝
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が
あ
り
得
る
か
も
知
れ
な
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
〈
大
〉

は
衰
え
〈
小
〉
が
活
気
を
帯
び
る
年
な
ら
カ
l
プ
こ
そ

ω

年
の
ヒ
ー
ロ
ー
で
は
な
い
か
と
。

人
間
は

一
人
個
人
が
運
命
を
担

っ
て
い
る
。
だ
が
そ
の

運
勢
は
も

っ
と
大
き
な
時
の
流
れ
に
乗
ら
な
い
と
開
花
し

な
い
と
き
T
ー
の
は
個
人
と
集
団
、
人
間
と
宇
宙
が
決
し
て

別
も
の
で
は
な
い
証
拠
で
あ
る
。

だ
か
ら

一
国
の
宰
相
も
そ
の
時
代
が
生
み
出
す
・
も
の
で

あ
り
、
時
の
推
移
に
よ

っ
て
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
宰
相
が

誕
生
す
る
。

で
は
、
今
年
は
ど
う
か
。

一
日
に
言
え
ば
昭
和
日
年
は
丙
辰
〈
ひ
の
え
・
た
つ
〉

年
。
太
陽
に
サ
ン
サ
ン
と
照
ら
さ
れ
る
大
地
か
ら
龍
が
雲

を
呼
ん
で
天
に
昇
る
年
で
あ
る
。

昭
和
拍
年
〈
緊
強
〉
印
年
〈
小
さ
な
芽
v

そ
し
て
今
年

は
〈
激
動
v

の
年
で
あ
る
。

ま
ず
太
陽
の
恵
み
は
大
き
い
。
し
た
が
っ
て
稲
作
は
豊

作
と
み
る
が
大
火
の
意
が
あ

っ
て
大
地
の
燃
え
上
る
姿
が

想
像
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
戦
火
、
山
火
事
、
地
震
な
ど

が
頭
を
か
す
め
る
。

大
地
に
は
深
く
資
源
が
眠
り
、
果
し
て
誰
が
こ
れ
を
掘

り
起
こ
す
か
、
土
地
に
つ
い
て
の
新
し
い
構
想
も
生
ま
れ

そ
う
だ
。

去
年
は
〈
小
〉
が
も
て
は
や
さ
れ
た
が
今
年
は
〈
情
熱
〉

が
脚
光
を
浴
ぴ
る
だ
ろ
う
。
理
想
を
か
か
げ
る
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
を
実
行
す
る
行
動
力
が
要
求
さ
れ
、
そ
れ
を
成

さ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
成
し
得
る
者
が
勝
利
を
得
る
。

政
界
で
は
三
木
首
相
は
去
年
に
ふ
さ
わ
し
い
総
理
だ
っ

た
が
、
今
年
は
地
下
に
も
ぐ
る
年
と
な
っ
た
。
人
気
の
下

落
が
予
測
で
き
る
。

一
般
に
日
本
の
首
相
は
連
機
に
逆
ら

っ
て
出
て
く
る
よ

フ
に
思
え
る
。
吉
田
首
相
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
衰
退
期



年号 各月の指数

日本 西歴 1 1 2 3 14 51 6 7 1 8 9 1 10 111 12 

P'f ~fi30 1897 55 1 26 541 25 551 26 561 27 581 28 591 29 

311 1898 的 31 59 30 60 31 1 1 32 3 1 33 4 1 34 

321 1899 5 1 36 41 35 51 36 61 37 81 38 91 39 

331 1900 10 1 41 91 40 101 41 111 42 13 1 43 14 1 44 

341 1901 15 1 46 141 45 151 46 161 47 181 48 191 49 

351 1902 20 1 51 191 50 201 51 211 52 231 53 241 54 

361 1903 25 1 56 241 55 251 56 261 57 281 58 291 59 

371 1904 30 1 1 301 1 31 1 2 321 3 341 4 351 5 

381 1905 36 1 7 351 6 361 7 371 8 391 9 401 10 

391 1906 41 1 12 401 11 411 12 421 13 441 14 451 15 

401 1907 46 1 17 451 16 461 17 471 18 491 19 501 20 

411 1908 51 1 22 51 1 22 52 1 23 531 24 551 25 561 26 

421 1909 57 1 28 561 27 571 28 581 29 601 30 1 1 31 

431 1910 2 1 33 11 32 21 33 31 34 51 35 61 36 

4411911 71 38 61 37 71 38 81 39 101 40 111 41 

大.iF1 1912 121 43 121 43 131 H l‘45 161 46 171 47 

21 1913 181 49 171 48 181 49 191 50 211 51 221 52 

31 1914 231 54 221 53 231 54 241 55 261 56 271 57 

41 1915 281 59 271 58 281 59 291 60 31 11 32 2 

51 1916 331 4 331 4 341 5 351 6 371 7 381 8 

61 1917 391 10 381 9 391 10 401 11 421 12 431 13 

71 1918 44 1 15 431 14 441 15 451 16 471 17 481 18 

81 1919 491 20 481 19 491 20 501 21 521 22 531 23 

91 1920 54 1 25 541 25 551 26 561 27 581 28 591 29 

101 1921 60 131 591 30 601 31 11 32 31 33 41 34 

111 1922 51 36 41 35 51 36 61 37 81 38 91 39 

121 1923 101 41 91 40 101 41 111 42 131 43 141 44 

131 1924 151 46 151 46 161 47 171 48 191 49 201 50 

141 1925 21 1 52 201 51 21 1 52 221 53 241 54 251 55 

II{{栴J1 1926 261 57 251 56 261 57 271 58 291 59 301 60 

21 1927 31 1 2 301 1 311 2 321 3 341 4 351 5 

31 1928 361 7 361 7 371 8 381 9 401 10 411 11 

41 1929 42 1 13 41 1 12 421 13 431 14 451 15 461 16 

51 1930 47 1 18 461 17 471 18 481 19 501 20 511 21 

61 1931 521 23 51 1 22 521 23 531 24 551 25 561 26 

71 1932 57 1 28 571 28 581 29 591 30 11 31 21 32 

81 1933 31 3・21 33 31 34 41 35 61 36 71 37 

91 1934 81 39 71 38 81 39 91 40 111 41 121 42 

101 1935 131 44 121 43 131 44 141 45 161 46 171 47 

111 1936 181 49 181 49 191 50 201 51 221 52 231 53 

121 1937 24 1 55 231 54 241 55 251 56 271 57 281 58 

131 1938 29 1 60 281 59 291 60 301 1 321 2 331 3 

141 1939 34 1 5 331 4 341 5 351 6 371 7 381 8 

151 1940 39 1 10 391 10 401 11 41 1 12 431 13 441 14 

161 1941 45 1 16 44 1 15 451 16 461 17 481 18 491 19 

171 1942 501 21 491 20 501 21 51 1 22 531 23 541 24 

181 1943 55 1 26 541 25 551 26 561 27 581 28 591 29 

191 1944 601 31 601 31 1 1 32 21 33 41 34 51 35 

201 1945 6 1 37 51 36 61 37 71 38 91 39 101 40 

211 1946 11 1 42 101 41 11 1 42 121 43 141 44 151 45 

221 1947 16 1 47 151 46 161 47 17 1 48 191 49 201 50 

231 1948 21 1 52 21 1 52 221 53 231 54 251 55 261 56 

241 1949 27 1 58 261 57 271 58 281 59 301 60 311 1 

251 1950 32 1 3 31 1 2 321 3 331 4 351 5 361 6 

261 1951 37 1 8 361 7 371 8 381 9 401 10 411 11 

271 1952 42 1 13 421 13 431 14 441 15 461 16 471 17 

281 1953 48 1 19 47 1 18 481 19 491 30 511 21 521 22 

291 1954 53 1 24 521 23 531 24 54 1 25 561 26 571 27 

301 1955 58 1 29 57 1 28 581 29 59 1 30 11 31 21 32 

311 1956 3 1 34 31 34 4 1 35 5 1 36 71 37 81 38 

321 1957 9 1 40 81 39 91 40 101 41 121 42 131 43 

331 1958 14 1 45 131 44 141 45 15 146 171 47 181 48 

341 1959 19 1 50 181 49 191 50 201 51 221 52 231 53 

351 1960 24 1 55 241 55 251 56 261 57 281 58 391 59 

361 1961 30 1 1 291 60 301 1 31 1 2 331 3 341 4 

371 1962 35 1 6 34 1 5 351 6 361 7 381 8 391 9 

381 1963 40 1 11 391 10 401 11 41 1 12 431 13 441 14 

3911964 45 1 16 451 16 46 1 17 47 1 18 491 19 501 20 

401 1965 51 1 22 501 21 51 1 22 521 25 541 24 551 25 

411 1966 56 1 27 551 26 561 27 57 1 28 591 29 601 30 

4211967 1 1 32 60 1 31 1 1 32 2 1 33 41 34 51 35 

431 1968 6 1 37 61 37 71 38 8 1 39 101 40 111 41 

441 1969 12 1 43 11 1 42 121 43 13 1 44 151 45 161 46 

4511970 17 1 48 161 47 17 1 48 18 1 49 201 50 211 51 

461 1971 22 1 53 21 1 52 22 1 53 23 1 54 251 55 261 56 

4711972 27 1 58 27 1 58 28 1 59 29 1 60 311 1 321 2 

4811973 33 1 4 321 3 33 1 4 34 1 5 361 6 371 7 

4911974 38 1 9 37 1 8 38 1 9 39 1 10 411 11 421 12 

5011975 43 1 14 42 1 13 43 1 14 44 1 15 461 16' 471 17 

に
起
き
て
活
動
期
に
眠
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
。

ぬ

去、

大
政
治
家
と
呼
ば
れ
る
内
外
の
政
治
家
は
時
を
読
む

の
が
う
ま
か
っ
た
。

さ
て
、
経
済
界
は
熱
気
を
帯
ぴ
て
く
る
だ
ろ
う
。
大
火

に
焼
か
れ
て
蒸
発
す
る
失
業
者
と
、
大
地
を
掘
り
起
こ
し

て
立
つ
者
凡
交
錯
す
る
と
き
。
ニ
セ
者
が
失
墜
し
て
本
格

派
が
台
頭
す
る
。
景
気
の
い
い
成
令
は
大
地
を
掘
り
起
こ

し
て
大
判
小
判
の
音
に
酔
う
か
。

一
般
庶
民
の
生
活
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い

の
が
今
や

常
識
で
あ
る
。
だ
が
明
る
い
希
望
は
燃
え
て
く
る
だ
ろ
、
九

学
問

・
芸
術
・

芸
能
な
ど
は
古
来
か
ら
偏
業
と
し
て
扱

わ
れ
、
本
体
に
対
す
る
影
だ
と
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
陽

光
サ
ン
サ
ン
た
る
太
陽
の
年
に
は
幾
分
低
迷
す
る
か
も
知

れ
な
い
。
だ
が
、
過
去
、
影
に
あ
っ
て
研
鎖
を
積
ん
だ
者

は
大
き
な
脚
光
を
浴
ぴ
る
こ
と
に
な
る
。

ス
ポ
ー
ツ
は
全
盛
と
な
る
。
大
地
の
上
で
太
陽
を
浴
ぴ

る
ス
ポ
ー
ツ
は
燃
え
、
屋
内
に
こ
も
る
ス
ポ
ー
ツ
は
や
や

低
調
。

表数守旨

-H 

さ
て
、
こ
こ
で
読
者
諸
賢
を
占
う
た
め
に
各
界
の
知
名

人
を
叩
名
選
ん
で
代
表
と
し
よ
う。

あ
な
た
は
ど
の
グ
ル

ー
プ
に
属
す
る
か
、
ま
ず
始
め
に
指
数
表
か
ら
あ
な
た
の

生
れ
年
を
横
に
た
ど
り
、
生
れ
月
の
数
字
に
自
分
の
生
日

を
た
し
、

ω以
下
な
ら
そ
の
ま
ま
、
印
を
越
え
た
ら
印
を

引
い
た
数
の
1
の
位
の
数
字
だ
け
を
記
憶
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
た
と
え
ば
昭
和
5
年
5
月
5
日
な
ら
幻
+
5
H
臼
。

臼
の
l
の
位
は

〈
2
v
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
2
組
が
あ

な
た
の
運
勢
と
な
る
。

-A組
(
代
表

・
カ
|
プ
古
葉
監
督
)

今
年
は
去
年
の
絶
項
を
過
ぎ
て
余
韻
を
楽
し
む
年
で
あ

る
。
人
に
会
い
、
食
べ
て
飲
ん
で
楽
し
い
年
だ
が
執
着
心

が
乏
し
く
な
っ
て
少
々
職
業
に
い
や
気
が
さ
す
年
と
な
る
。

中
日
の
与
那
嶺
、

巨
人
の
杉
下
コ
ー
チ
も
同
じ
リ
ズ
ム
。

ゴ
ル
フ
界
で
は
片
山
康
、
謝
敏
男
、
佐
藤
精

一
な
ど
。

生

活
に
張
り
を
失
い
や
す
い
の
で
英
気
を
養
う
必
要
あ
り
。

将
棋
の
中
原
誠
、
政
界
で
は
中
曽
根
康
弘
と
成
周
知
己
、

そ
し
て
石
原
慎
太
郎
。

9
“
組
(
代
表

・
阪
急

・
上
回
監
督
)

去
年
は
建
設
の
年
、
こ
れ
か
ら
6
年
間
は
活
動
期
で
大

い
に
働
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
だ
が
今
年
は
神
経
過
敏
に

な
っ
て
、
け
が
、
損
室
尺
不
和
、
失
敗
を
犯
し
や
す
い
。

運
勢
は
強
い
の
だ
が
、
決
し
て
走
つ
て
は
な
ら
な
い
。

一
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歩
ず
つ
着
実
に
が
モ
ッ
ト
ー
。
他
に
太
洋
の
秋
山
監
督
、

ゴ
ル
・フ
の
樋
口
久
子
、
関
水
利
晃
。
将
棋
で
は
大
山
康
晴
。

q
d
組
(
代
表

・
南
海
・
野
村
監
制
口
)

真
冬
の
太
陽
で
あ
る
。
昭
和
必
年
か
ら
向
上
期
に
入
っ

て
い
る
が
、
去
年
は
降
っ
た
り
晴
れ
た
り
の
繰
り
返
し
。

だ
が
今
年
は
成
功

・
独
立
の
年
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
南

海
の
日
本
一
の
可
能
性
あ
り
。
十
二
球
団
随

一
の
強
速
は

野
村
だ
か
ら
。
た
だ
し
去
年
の
古
葉
に
従
う
山
本
浩
こ
の

よ
う
な
強
迎
な
援
護
を
必
要
と
す
る
。
太
平
洋
の
江
藤
と

政
界
の
太
平
正
芳
も
同
じ
。

あ
な
た
も
頑
強
っ
て
f
・
〈
モ
ア
・
ベ
ス
ト
よ
v
と
な
る
。

aT組
(
代
表
・
ロ

ッ
テ
金
田
監
督
)

来
年
か
ら
昇
速
だ
が
、
今
年
は
低
迷
。
仕
事
に
い
や
気

が
さ
す
の
は
l
組
と
同
じ
だ
が
、
少
々
ヤ
ケ
ッ
パ
チ
に
な

る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
危
険
。
ジ
ッ
ク
リ
と
肢
を
落
ち
ホ
引

け
て

一
年
待
と
う
。
競
馬
で
大
{
八
を
あ
て
て
ハ
ッ
ス
ル
し

た
ら
キ
ャ
バ
レ
ー
で

一
夜
の
う
ち
に
使
い
果
し
た
と
言
う

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
ゲ
i
リ
l
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
河

野
光
隆
、
そ
れ
に
毛
沢
東
と
芙
濃
部
さ
ん
。

F
U
組
(
代
表
・
ヤ
ク
ル
ト
荒
川
監
督
)

運
勢
は
強
力
だ
が
、
水
続
性
に
乏
し
い
。
カ

ツ
と
燃
え

て
サ

ッ
と
下
が
る
。
だ
か
ら
述
勝
の
あ
と
、
辿
敗
を
繰
り

返
す
わ
ね
そ
れ
あ
り
。

一
事
に
熱
中
す
る
兆
し
な
の
で
、
正

妻
以
外
の
偏
妻
に
熱
を
上
げ
る
人
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

も
し
あ
な
た
が
童
貞
な
ら
本
当
に
好
き
な
女
性
に
こ
が
れ

つ
つ
も
果
せ
ず
、
代
用
品
に
犯
さ
れ
る
破
目
と
な
る
か
も

知
れ
な
い
。

人
事
以
外
の
学
問
・
芸
術
に
熱
中
す
る
の
が
賢
明
。
パ

ー
マ
!
、
ジ
ヨ

ニ
|
:
、
こフ
|
、
内
田
繁
な
ど
が

5
組
。

民
V
組
(
代
表
・
巨
人
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
選
手
)

仕
事
が
イ
ヤ
に
な
る
組
が
今
年
は
多
い
が
、
こ
の
6
組

は
名
告
を
受
け
、
ボ
タ
モ
チ
式
の
喜
び
が
あ
る
だ
ろ
う
。

思
い
が
け
な
い
幸
運
に
ツ
イ
て
世
界
は
私
の
た
め
に
回
っ

て
い
る
か
も
知
れ
な
い
と
思
う
。

だ
が
、
祝
酒
に
酔
う
の
は
米
年
以
降
の
活
動
期
に
そ
な

え
て
地
味
に
や
ろ
う
、
去
年
の
阪
急
に
見
習
っ
て
。
江
田

三
郎
と
同
じ
組
。
村
上
隆
。

ヴ

4
総
(
代
表
・
阪
急

・
山
口
投
手
)

大
地
の
彼
方
か
ら
姿
を
見
せ
よ
う
と
す
る
太
陽
で
あ
る
。

去
年
は
新
し
い
芽
を
宿
し
た
。
今
年
は
そ
れ
を
育
て
る
年

で
あ
る
。
以
後
6
年
間
の
活
動
期
の
た
め
に
や
た
ら
動
き

た
く
な
る
。
移
動
し
た
く
な
る
。
な
か
に
は
車
を
ブ
ッ
飛

ば
し
て
あ
の
世
に
移
動
す
る
人
も
出
る
か
も
知
れ
ぬ
。
く

れ
ぐ
れ
も
ス
ピ
ー
ド
に
ご
注
意
。
転
勤
命
令
も
住
居
の
移

転
の
誘
い
も
あ
る
。
ゴ
ル
フ
で
は
加
藤
辰
芳
、
問
問
美
智

子
、
ビ
リ
|
・
キ
ャ
ス
パ
ー
な
ど
。
降
元
首
相
も
ム
口
頭
の

気
配
。
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Q
U
組
(
代
表

・
三
木
首
相
)

田
中
角
栄
も
閉
じ
組
。
去
年
か
ら
夜
に
入
っ
て
一
年
目
。

あ
と
四
年
は
地
力
を
つ
け
る
年
で
あ
る
。
不
動
産
の
年
と

な
る
の
で
家
を
建
て
た
り
、
墓
を
つ
く
っ
た
り
、
ど
こ
か

に
落
ち
着
き
た
く
な
る
。

昇
級
、
昇
進
も
あ
っ
て
評
価
さ
れ
る
が
、
憂
い
が
こ
も

り
、
あ
せ
り
が
生
れ
て
く
る
。
故
郷
に
帰
る
の
暗
示
あ
り
。

島
田
幸
作
、
橘
回
規
、
石
井
富
士
夫
な
ど
。
こ
れ
か
ら
う

ん
と
地
力
を
つ
け
よ
う
。

Q
d
組
(
代
表
・
長
嶋
監
行
)

8
組
と
閉
じ
不
動
産
組
。
む
し
ろ
こ
の
組
の
方
が
他
人

の
金
が
動
か
し
ゃ
す
い
の
で
土
地
・

家
宅
な
ど
入
手
が
楽
。

精
神
的
な
活
動
は
激
し
い
が
、
表
而
に
感
情
の
起
伏
を
出

さ
ぬ
が
い
い
。
へ
た
に
子
を
出
す
と
墓
穴
を
掘
る
こ
と
に

な
リ
か
ね
な
い
。
日
年
ま
で
は
表
面
に
立
た
ず
地
下
工
作

を
続
行
さ
れ
た
い
。
杉
原
料
線
、
石
井
克
な
ど
。

O
V
組
(
代
表
・
一
悩
団
副
総
理
)

去
年
は
次
位
に
い
て
安
泰
の
年
。
だ
が
今
年
は
〈
和
の

中
心
v

と
な
る
運
命
。

0
組
の
人
物
を
中
心
と
し
て
世
界

が
回
転
す
る
。
財
物
が
安
定
し
て
ゆ
る
や
か
に
向
上
の
年

で
あ
る
。

自
然
に
興
味
を
示
し
始
的
家
畜
な
ど
飼
い
た
く
な
る
。

福
田
に
と
っ
て
は
陣
笠
が
ふ
え
る
と
見
る
が
、
あ
な
た
は

何
を
飼
う
?
山
本
浩
二
、
ジ
ャ
ン
ボ
尾
崎
町、

巨
人
寧
の

玉
、
ジ
ヤ
ツ
ク

・ニ

ク
ラ
ウ
ス
と
並
ぶ
。

さ
て
、
今
年
も
大
い
に
が
ん
ば
ろ
う
。
た
つ
は
芸
を
呼

ん
で
天
に
昇
る
。
架
空
の
動
物
で
あ
る
龍
が
宇
宙
の
彼
方

か
ら
や
っ
て
米
る
U
H
O
と
な
っ
て
あ
な
た
の
前
で
コ
ン

ニ
チ
ワ
と
吾一
守
ヲ
か
も
知
れ
な
い
。





ス
ポ
ー
ツ
と
心
臓
死

ス
ポ
ー
ツ
と
体
育
と
は
同
一
の
も
の
で

は
な
い
、
と
前
に
も
書
き
ま
し
た
。
ス
ポ

ー
ツ
は
遊
び
な
の
で
す
。
遊
び
と
い
う
と

日
本
で
は
す
ぐ
に
何
か
不
真
面
目
な
も
の

の
よ
う
に
思
い
が
ち
な
の
で
す
が
、
遊
び

の
で
き
る
の
は
人
間
だ
け
、
文
化
を
も

っ

た
者
だ
け
で
す
。
遊
び
そ
の
も
の
が
目
的

で
あ
っ
て
、
何
も
体
育
の
た
め
の
も
の
で

は
な
い
の
で
す
。

し
か
し
同
じ
ス
ポ
ー
ツ
を
や
る
な
ら
、

体
育
の
目
的
に
も
か
な
っ
た
、
健
康
を
増

進
し
、
体
力
、
気
力
を
若
が
え
ら
せ
、
ス

タ
ミ
ナ
が
モ
リ
モ
リ
つ
い
て
く
る
よ
う
に

や
る
こ
と
が
望
ま
し
い
わ
け
で
す
。

近
頃
は
そ
の
点
が
ど
う
も
お
か
し
な
具

合
に
な
っ
て
い
て
、
た
と
え
ば
老
人
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
は
自
分
達
だ
け
で
楽
し
め
ば

22 

ド
ク
タ
ー
木
崎
の
養
生
訓

新
・
遊
び
の
す
す
め
(
6〉

ス
ポ
ー
ツ
は
か
遊
び
4

だ

園
嘉

い
い
も
の
を
、
多
額
の
費
用
と
時
間
を
か

け
て
全
国
大
会
や
、
海
外
遠
征
な
ど
を
や

り
、
先
だ
っ
て
の
老
人
の
日
に
も
全
国
老

人
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
、

一
人
が
急
性
心
臓

死
を
す
る
よ
う
な
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

老
人
で
な
く
て
も
ス
ポ
ー
ツ
中
に
急
性

心
臓
死
を
す
る
例
が
毎
年
多
く
あ
る
た
め

ス
ポ
ー
ツ
は
心
臓
に
悪
影
響
が
あ
る
の
か

と
疑
問
を
も
っ
人
が
多
い
の
で
す
。

こ
れ
に
は
、
一
つ
は
急
死
し
た
場
合
、

心
臓
が
必
然
の
結
果
と
し
て
博
動
を
停
止

す
る
こ
と
か
ら
、
急
死
の
別
名
と
し
て
急

性
心
臓
死
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
を

念
頭
に
お
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

私
の
友
人
の
中
年
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
た
ち

が
一
番
恐
ろ
し
が
っ
て
い
る
の
は
、
プ
レ

l
中
に
心
臓
が
や
ら
れ
て
ポ
ッ
ク
リ
死
ぬ

こ
と
ら
し
い
の
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
に
な

っ
て
は
大
変
、
ス
ポ
ー
ツ
で
心
臓
が
イ
カ

れ
る
の
で
・

，い
か
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

そ
れ
も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。
過
去
に

お
い
て
は
、
過
激
な
運
動
は
心
臓
に
悪
影

響
を
与
え
る
と
い
う
考
え
方
が
支
配
的
で

し
た
。
そ
し
て
現
在
の
日
本
で
も
、
心
臓

死
が
死
亡
原
因
の
第
三
位
で
、
年
間
八
万

人
以
上
と
、
急
増
の
傾
向
が
み
ら
れ
、
や

が
て
欧
米
の
よ
う
に
死
亡
原
因
の
第

一
位

に
な
る
日
も
近
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
心
臓
死
の
大
部
分
を
占
め
る
の
は

変
性
性
心
臓
血
管
病
で
、
そ
の
中
で
も
と

く
に
冠
状
動
脈
性
心
臓
病
と
い
う
も
の
で

す。ス
ポ
ー
ツ
心
臓
と
は

な
ぜ
ス
ポ
ー
ツ
は
こ
う
し
た
も
の
を
起

し
や
す
い
か
と
い
う
と
、
実
際
は
若
い
時

か
ら
心
臓
に
強
い
負
担
の
か
か
る
ス
ポ
ー

ツ
を
続
け
て
き
た
人
の
心
喝

.
ス
ポ

l

木
崎

ツ
心
臓
と
い

っ
て
肥
大
(
力
強
く
大
き
く

な
る
)
し
て
い
ま
す
が
、
冠
状
動
脈
が
そ

れ
に
伴
っ
て
発
達
し
て
い
る
の
で
す
。
べ

つ
に
心
筋
に
病
的
変
化
が
お
こ
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
量
を
減
ら
し

て
い
く
と
、
心
臓
は
ま
た
常
人
の
大
き
さ

に
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
心
臓
を
も
っ
人
は
樽

動
数
が
少
な
い
の
が
特
徴
で
す
。
と
い
う

の
も
、
一
回
に
樽
出
す
る
血
液
量
が
多
い

た
め
で
す
(
普
通
の
人
で
は
一
回
の
樽
出

量
が
六

O
i
七
O
円

一
分
間
の
縛
出
量

l
分
時
容
量
が
四

i
六
E
)
。

そ
の
よ
う
に
、
心
臓
が
大
き
く
、
脈
樽

が
少
な
く
、
血
圧
な
ど
も
比
較
的
低
く
、

聴
診
器
で
雑
音
な
ど
が
き
か
れ
る
こ
と
も

あ
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
に
あ
ま
り
詳
し
く

な
い
臨
床
医
な
ど
に
よ
く
病
的
な
心
臓
だ

と
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
く
ら
い
で

す。



つ
ま
り
ス
ポ
ー
ツ
心
臓
は
、
日
常
は
余

裕
が
大
き
く
、
激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
時
で
も

経
済
的
な
働
き
方
で
充
分
に
必
要
に
応
じ

る
だ
け
の
力
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
鍛
練
し
て
あ

る
場
合
に
は
、
末
梢
の
細
胞
へ
送
る
酸
素

の
量
、
す
な
わ
ち
血
液
量
が
少
な
く
て
も

そ
れ
を
う
ま
く
経
済
的
に
使
用
で
き
る
の

で
、
身
体
が
低
酸
素
血
に
慣
れ
、
ス
タ
ミ

ナ
が
続
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ

ー
ツ
で
多
年
鍛
え
た
人
が
、
徹
夜
で
マ
ー

ジ
ャ
ン
を
や
っ
て
も
、
連
夜
因
究
で
ツ
ル

シ
上
げ
ら
れ
で
も
、
割
合
に
平
気
な
の
は

そ
の
た
め
な
の
で
す
。

つ
ま
り
心
臓
の
カ
に
余
力
が
あ
っ
て
、

身
体
を
動
か
し
て
い
る
時
が
ふ
つ
う
の
状

態
で
、
何
も
し
な
い
で
じ
っ
と
し
て
い
る

時
は
何
分
の

一
か
の
力
を
だ
し
て
お
れ
ば

充
分
な
よ
う
に
調
整
さ
れ
て
い
る
と
い
う

格
好
な
の
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
心
臓
に
対
し
て
、
心
臓
病
の

た
め
や
、
中
年
後
急
に
運
動
を
は
じ
め
た

た
め
心
臓
が
大
き
く
な
っ
た
の
は
、
肥
大

で
な
く
拡
張
と
い
い
、
い
わ
ば
伸
び
て
大

き
く
な
っ
た
も
の
で
、
心
臓
を
養
う
た
め

の
冠
状
動
脈
の
発
達
が
伴

っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
充
分
な
血
液
を
送
り
出
す
力
が
な

い
も
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
心
臓
と
は
根
本
的

に
違
う
の
で
す
。

学
問
的
に
追
究
さ
れ
た
結
果
か
ら
は
、

今
ま
で
の
一
般
的
な
観
念
と
は
違
っ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
鍛
錬
を
続
け
て
き
た
人
に
は
心

r: 

臓
病
に
よ
る
死
亡
は
殆
ど
な
く
、
ス
ポ
ー

ツ
マ
ン
は
短
命
と
い
う
伝
説
も
ま
っ
た
く

ウ
ソ
で
、
平
均
寿
命
も
長
い
と
い
う
傾
向

が
は
っ
き
り
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

怠
け
者
の
心
臓

以
上
述
べ
ま
し
た
こ
と
は
、
だ
か
ら
と

い
っ
て
運
動
す
る
さ
い
に
心
臓
の
こ
と
を

考
え
な
く
て
も
い
い
、
と
い

っ
て
い
る
の

で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
の
で
す
。
や
は
り
、

身
体
の
そ
の
時
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
応

じ
た
運
動
を
す
る
こ
と
と
、
準
備
運
動
や

終
末
運
動
を
適
度
に
加
え
る
こ
と
は
ス
ポ

ー
ツ
マ

ン
の
常
識
な
の
で
す
。

現
在
先
進
国
の
間
に
は
面
白
い
表
現
の

病
名
が
あ
り
ま
す
。
運
動
不
足
の
人
の
心

臓
の
こ
と
を
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
等
で

は
か
怠
け
者
の
心
臓
。
と

い
い
、
ド
イ
ツ

で
は
ポ
ロ
机
心
臓
砂
と
い
う
の
で
す
。

こ
う
し
た
心
臓
は
、
心
臓
機
能
を
調
節

す
る
自
律
神
経
系
の
う
ち
の
、
交
感
神
経

緊
張
の
傾
向
が
強
く
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
、

ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
(
こ
の
二
つ
を
総
称

し
て
カ
テ
コ
ラ
ミ
ン
と
い
い
ま
す
)
と
い

う
交
感
神
経
刺
激
ホ
ル
モ
ン
に
対
す
る
抵

抗
力
が
弱
い
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
ス
ポ

ー
ツ
心
臓
は
カ
テ
コ
ラ
ミ
ン
に
対
す
る
抵

抗
が
強
い
た
め
、
変
性
性
心
臓
血
管
病
に

羅
り
に
く
い
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
う
な
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
の
心
臓
血
管
系
に

対
す
る
効
果
は
、
究
極
的
に
は
カ
テ
コ
ラ

ミ
ン
作
用
に
対
抗
的
な
働
き
を
強
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

充
分
な
基
礎
的
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
し
て
い
な
い
、
に
わ
か
づ
く
り
の
ラ

ン
ナ
ー
や
、
日
臨
ゴ
ル
フ
ァ
ー
達
は
。
怠

け
者
心
臓
。
の
持
主
で
す
か
ら
、

心
臓
の

働
き
も
弱
く
、
カ
テ
コ
ラ
ミ
ン
に
対
す
る

対
抗
力
も
不
充
分
で
、
す
で
に
変
性
性
心

臓
病
の
持
主
が
多
い
た
め
、
ち
ょ
っ
と
し

た
動
作
に
よ

っ
て
も
血
圧
や
樽
動
数
の
急

上
昇
を
き
た
し
、
そ
の
上
い
い
修
好
を
し

た
が
る
た
め
も
あ

っ
て
精
神
的
ス
ト
レ
ス

も
加
重
し
易
く
、
急
性
心
臓
死
に
至
る
こ

と
が
よ
く
あ
る
の
で
す
。

そ
の
前
兆
が
動
修
、
息
切
れ
、
め
ま
い
、

む
か
つ
き
な
ど
で
す
。
用
心
を
し
て
血
圧

を
測
定
し
、
心
電
図
も
し
ら
べ
て
か
ら
や

っ
て
い
る
の
だ
、
と
い
っ
て
も
、
か
怠
け

者
心
臓
。
は
突
知
と
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
失
う
こ
と
が
あ
る
の
で
安
心
で
き
ま
せ

ん。
ま
た
、
コ
ン

ペ
直
前
の
い
わ
ば
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
的
検
査
で
パ
ス
し
て
も
、
そ
の

網
の
目
は
あ
ら
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を

知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
し
て
、
い
わ
ゆ
る
体
力
テ
ス
ト
で
、

三
十
歳
代
の
身
体
だ
と
い
わ
れ
て
得
意
に

な
っ
て
い
る
人
が
よ
く
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
主
と
し
て
筋
力
の
テ
ス
ト
で
、
車
の

検
査
で
か
タ
イ
ヤ
は
新
品
同
様
e

と
い
わ

れ
た
よ
う
な
も
の
。
肝
心
の
エ
ン
ジ
ン
に

当
る
心
臓
が
オ
ン
ポ
ロ
で
は
、
エ
ン
ス
ト

を
起
し
て
し
ま

っ
て
も
不
思
議
は
な
い
で

1
)
-
e
よ
J

。
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ビ
ー
ト
・
ジ
子
不
レ
l
シ
ョ
ン
と
呼
ば

れ
る
世
代
が
欧
米
世
界
に
一
つ
の
文
化
を

っ
く
り
あ
げ
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
。
彼

ら
に
紹
介
さ
れ
て
以
来
、

Z
E
N
は
東
洋

の
不
可
思
議
な
精
神
と
し
て
世
界
的
な
注

目
を
集
め
て
い
る
。

方

日
本
で
は

禅
、
特
に
そ
の
修
業
法
と
し
て
の
坐
禅
は

悟
り
、
解
脱
と
い
っ
た
宗
教
的
な
関
心
の

ほ
か
に
、
健
康
法
と
し
て
も
興
味
を
も
た

れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
宗
教
で
も
あ
り

健
康
法
で
も
あ
る
坐
禅
と
は

い
っ
た
い

ど
ん
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
?

警
策
の
音
が
響
く

坐
禅
堂

静
謡
が
支
配
す
る
空
間
の
中
で
、
突
然
、

警
策
の
乾
い
た
短
い
音
が
響
き
わ
た
る
。

ー
ー
ー
南
青
山
六
丁
目
の
交
差
点
に
あ
る
永

平
寺
別
院
長
谷
寺
。
こ
こ
で
は
、
毎
週
月

曜
日
午
後
七
時
か
ら
、
一
般
の
人
の
た
め

の
参
禅
会
が
聞
か
れ
て
い
る
。

天
井
の
高
い
坐
禅
堂
。
警
策
を
持
っ
て

冷
え
き
っ
た
床
の
上
を
裸
足
で
歩
く
修
業

僧
の
足
立
目
だ
け
が
聞
こ
え
る
。
隣
り
の
人

の
呼
吸
音
、
唾
を
飲
み
こ
む
音
さ
え
わ
か

る
ほ
ど
の
静
け
さ
だ
。

一
般
の
参
禅
者
は
約
四
十
名
。
単
と
呼

ば
れ
る
壇
の
上
に
座
っ
て
面
壁
し
て
い
る
。

そ
の
中
に
ま
じ
っ
て
、
坐
禅
を
組
ん
で
み



た。
ま
ず
、
大
き
な
ま
ん
じ
ゅ
う
の
よ
う
な

ぞ

e
hめ
帥

川

勺

h
H

・a

，e
"
"
'偽
伽

u
w
-
a

坐
蒲
を
尻
に
敷
き
、
結
帥
扶
坐
か
半
蜘
扶

坐
を
組
む
。
目
は
半
眼
に
し
て
、
一
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
前
方
の
空
間
に
視
線
を
落
と
す
、

と
い
っ
て
も
、
自
の
前
に
は
白
壁
が
あ
る

か
ら
、
壁
の
背
後
に
視
線
を
や
る
よ
う
に

心
が
け
る
。

そ
の
う
ち
に
、
白
壁
に
さ
ま
ざ
ま
な
模

様
が
見
え
て
き
た
。
い
わ
ゆ
る
「
禅
病
」

と
か
「
魔
境
」
と
言
わ
れ
る
も
の
だ
。
心

の
中
の
妄
想
が
形
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
く

る
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
現
象
が
い
っ
さ
い

消
え
て
し
ま
う
無
の
境
地
を
目
ざ
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

足
が
し
び
れ
す
ぎ
て
無
感
覚
に
な
っ
て

く
る
と
、
睡
魔
が
襲
っ
て
く
る
。
体
が
揺

れ
る
。
つ
い
時
計
を
の
ぞ
き
た
く
な
る
。

そ
ん
な
と
き
に
、
警
策
の
音
が
ピ
シ
リ
と

響
い
て
、
ハ
ッ
と
我
に
か
え
る
。

こ
の
寺
で
は
、

一
般
の
参
禅
者
を
警
策

で
打
つ
こ
と
は
し
な
い
。
聞
こ
え
て
く
る

の
は
、
い
っ
し
ょ
に
参
じ
て
い
る
修
業
僧

を
打
つ
音
で
あ
る
。
だ
が
、
音
だ
け
で
十

分
の
効
果
を
発
揮
し
て
い
た
。

坐
禅
の
時
聞
は
約
四
十
分
。
次
に
、

。
歩

-
fゐ

υん

く
坐
禅
。
と
言
わ
れ
る
経
行
に
移
る
。

一

息
半
歩
。

一
呼
吸
ご
と
に
ゆ
っ
く
り
と
半

歩
ず
つ
前
進
す
る
。
こ
れ
は
曹
洞
宗
だ
け

の
こ
と
で
、
臨
済
宗
で
は
耳
に
風
が
あ
た

る
く
ら
い
の
速
歩
で
歩
く
。

-rん
“
vん

坐
禅
と
経
行
を
2
度
く
り
返
し
た
の
ち

法
話
を
聞
き
、
そ
れ
で
こ
こ
の
参
禅
会
は

終
了
す
る
。

精
神
の
安
定
が

長
寿
の
秘
訣

坐
禅
の
効
用
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
、

自
律
神
経
の
訓
練
、
精
神
の
安
定
に
役
立

つ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
実
際
に
坐

禅
を
統
け
て
い
る
人
は
、
効
用
を
求
め
る

も
の
で
は
な
い
と
い
う
。

そ
の
た
め
か
、
長
谷
寺
の
参
禅
会
を
指

い

の

ヲ

導
し
て
い
る
清
水
維
那
師
も
、
効
用
に
つ

い
て
は
明
言
し
な
い
。
た
だ
、
こ
ん
な
風

に
語

っ
て
く
れ
た
。

「サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で
、

一
週
間
安
心

し
て
働
く
た
め
に
、
月
臨
に
参
禅
す
る
と

い
う
人
が
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
ノ
イ
ロ

ー
ゼ
を
治
し
に
来
る
人
も
け
つ
こ
う
い
ま

す
ね
。
も
っ
と
も
、
坐
禅
は
本
人
し
だ
い

で
す
か
ら
、
治
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
い
っ

そ
う
悪
く
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
」

だ
が
、

坐
禅
が
、
体
に
よ
い
影
響
を
お

よ
ぽ
す
こ
と
は
、
多
く
の
体
験
者
が
証
明

し
て
い
る
。
睡
眠
時
間
を
減
ら
し
て
も
坐

禅
を
組
め
ば
、
そ
の
方
が
疲
労
回
復
に
な

る
と
い
う
人
も
い
る
。

そ
れ
に
は
科
学
的
な
裏
づ
け
も
あ
る
。

東
大
の
笠
松
教
授
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
坐

禅
中
は
、
脳
波
が
ゆ
る
や
か
に
な
る
と
と

も
に
、
呼
吸
数
が
減
少
す
る
と
い
う
。
高

僧
に
も
な
る
と
、
普
通
人
な
ら

一
分
間
に

十
数
回
の
呼
吸
数
が
、
ほ
ん
の
数
回
に
減

っ
て
し
ま
う
。
新
陳
代
謝
も
睡
眠
時
よ
り



①
t
u通
の
あ
ぐ
ら
の
状
態
か
ら
右
の
足
を
左
の
腿
の

つ
け
般
に
近
い
と
こ
ろ
へ
の
せ
る

③

両

手
で
法
界
定
印
{
図
5
)
を
組
み
、
両
府
の
カ

を
紘
き
、
目
を
半
眼
に
し
て
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
前

方
の
空
間
に
視
線
を
落
と
す
・
ゆ
っ
た
り
と
‘
ど

っ
し
リ
と
坐
る

も
低
く
な
る
。
そ
れ
で
い
て
、
脈
樽
だ
け

は
増
加
し
て
、
い
つ
で
も
行
動
を
起
こ
せ

る
状
態
に
あ
る
。

精
神
が
安
定
し
て
い
る
た
め
か
、
長
谷

寺
の
修
業
僧
は
年
齢
よ
り
も
若
く
見
え
る
。

た
ん

t
‘，

坐
禅
堂
の
監
管
役
で
あ
る
単
頭
さ
ん
も
、

五
十
歳
に
近
い
と
い
う
が
、
と
て
も
そ
ん

な
年
齢
に
は
見
え
な
い
。

三
年
間
、
参
禅
会
に
通
い
り
て
い
る

26 

②
次
に
友
の
足
を
右
の
腿
に
の
せ
る
。
こ
れ
が
結
闘

欽
坐
の
形
・
左
足
だ
け
の
も
の
半
仰
鉄
坐
と
い
う

④

図

3
の
側
而
図
。
阿
部
に
カ
を
入
れ
ず
.
ゆ
っ
た

り
と
滞
と
し
た
状
態
.
胸
を
川
取
っ
た
り
.
反
ら
し

た
り
し
て
は
い
け
な
い

⑤
上
が
法
界
定
印
。
下
の
主
ヲ
に
山
地
り
合
せ
て
も
よ
い



松
島
常
松
さ
ん
(
六
十
六
)
も
、

若
々
し
く
見
え
る
。

「姿
勢
を
正
し
く
し
て
、
精
神
的
な
も
の

を
健
康
に
す
る
ん
だ
か
ら
、
体
に
悪
い
わ

け
が
な
い
で
す
よ
。
私
の
い
な
か
に
は
、

九
十
九
歳
ま
で
生
き
た
お
坊
さ
ん
が
い
ま

し
た
が
、
そ
の
方
も
ず
っ
と
坐
禅
を
し
て

い
ま
し
た
」

十
歳
は

仏
道
の

魅
力
に
つ
ら
れ
て

だ
が
、
坐
禅
は
あ
く
ま
で
も
宗
教
で
あ

っ
て
、
単
な
る
健
康
法
で
は
な
い
。
禅
の

目
標
は
。
本
来
の
自
己
。
に
立
ち
戻
る
こ

と
に
あ
る
。

だ
か
ら
、
坐
禅
を
始
め
る
人
の
ほ
と
ん

ど
は
、
宗
教
的
な
動
機
か
ら
入
っ
て
い
る
。

松
島
さ
ん
の
場
合
は
、
仏
道
が
す
ば
ら

し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
坐
禅
を
始

め
た
。

「
ガ
ラ
ス
品
の
卸
し
を
し
て
い
ま
す
が
、

取
り
引
き
先
が
危
く
な
っ
た
り
し
て
、
商

売
の
面
で
ず
い
ぶ
ん
苦
し
み
ま
し
た
か
ら

ね
。
禅
と
関
連
づ
け
て
考
え
て
は
い
け
な

い
の
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、

商
売
も
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
す
。
何
か
相

乗
効
果
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
」

ま
た
、
看
護
婦
の
勉
強
を
し
て
い
る
小

川
恵
美
子
さ
ん
(
二
十
一
)
の
場
合
は
、

「
人
生
は
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
も
の
だ
」

と
悩
ん
で
い
る
と
き
に
禅
と
め
ぐ
り
あ
っ

た

「ち
ょ
う

h

み
事
を
抱
え
て
い
る
と
き

に
、
た
ま
た
ま
長
谷
寺
の
前
を
通
っ
て
参

禅
会
の
案
内
に
気
が
つ
い
た
ん
で
す
。
病

気
と
い
え
ば
、
近
眼
と
虫
歯
ぐ
ら
い
で
す

か
ら
、
健
康
の
た
め
に
始
め
た
ん
じ
ゃ
あ

り
ま
せ
ん」

小
川
さ
ん
は
、
自
分
の
部
屋
で
も
、
正

坐
し
て
般
若
心
経
や
観
音
経
を
読
む
生
活

を
送
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
や
は
り
精
神

面
に
も
影
響
し
て
い
る
。

「
以
前
は
、
看
護
学
を

一
生
懸
命
勉
強
し

て
、
キ
レ
る
と
い
わ
れ
る
看
護
婦
に
な
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
い
ま
で
は
、
平

凡
な
看
護
婦
を
目
ざ
す
つ
も
り
ロ
キ
リ
キ

リ
か
ら
ホ
ン
ワ
カ
と
い
う
感
じ
に
ね
」

ど
う
や
ら
、
小
川
さ
ん

A

山
一
ロ
も
、
坐

禅
が
広
い
意
味
で
の
健
康
に
役
立
っ
て
い

る
と
吾
一

四
百
年
の
坐
禅
堂
に

教
示
さ
れ

坐
禅
は
た
だ
坐
る
だ
け
。
だ
れ
に
で
も

す
ぐ
で
き
そ
う
に
思
え
る
。

結
帥
欽
坐
に
し
て
も
、
右
脚
を
左
の
腿

に
載
せ
、
そ
の
上
に
左
脚
を
載
せ
る
と
い

う
簡
単
な
も
の
。
半
脚
扶
坐
な
ら
、

左
脚

を
右
の
腿
に
載
せ
る
だ
け
で
い
い
。
手
は

世
界
定
問
を
結
ぶ
。
つ
ま
り
、
右
の
掌
の

上
に
左
手
を
載
せ
て
、
親
指
ど
う
し
を
つ

け
る
だ
け
。

松
島
さ
ん
も
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
た
だ
坐
れ
ば
い
い
ん
で
す
。
坐
っ

た
姿

は
お
釈
迦
様
と
同
じ
な
ん
だ
か
ら
、
何
も

考
え
る
必
要
は
な
い
。
初
め
て
の
人
で
も

で
き
て
し
ま
う
。
初
め
て
で
も
、
私
が
恥
・

し
く
な
る
ほ
ど
、
じ
よ
う
ず
な
人
も
い
ま

す
よ
」

だ
が
、

こ
れ
は
永
年
や

っ
て
い
る
松
島

さ
ん
に
し
て
言
え
る
言
葉
。
初
心
者
に
は

や
は
り
正
し
い
師
が
必
要
だ
。

正
し
い
師
に
つ
か
な
い
と
、
修
業
の
浅

い
人
聞
は
「
魔
境
」
を
悟
り
と
誤
解
し
て

し
ま
う
。
特
に
、
西
洋
の
考
え
方
に
な
じ

ん
だ
現
代
人
は
、
「
自
己
」

「
無
」
「
空
」

な
ど
を
実
体
の
あ
る
も
の
と
し
て
追
求
し

が
ち
。そ

う
な
る
と
、
そ
れ
は
禅
で
は
な
く
、

た
だ
坐
っ

て
哲
学
的
に
沈
思
黙
考
し
て
い

る
の
に
等
し
い
。
禅
で
は
、
こ
の
よ
う
な

態
度
を
誤
り
と
す
る
。

初
心
者
に
必
要
な
の
は
師
だ
け
で
は
な

い
。
正
し
い
環
境
も
ま
た
必
須
な
の
で
あ

る
。
先
ほ
ど
の
清
水
維
那
師
は
、
胸
に
し

み
る
よ
う
な
言
葉
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
る
。

「
こ
こ
の
坐
禅
堂
は
四
百
年
の
歴
史
が
し

み
こ
ん
だ
木
材
を
使
っ
て
い
ま
す
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
の
坐
禅
堂
な
ど
は
い
た
だ
け

ま
せ
ん
ね
。
坐
禅
中
は
、
八
十
パ
ー
セ
ン

ト
ま
で
は
坐
禅
堂
が
教
え
て
く
れ
る
ん
で

す
よ
。
人
聞
の
教
え
る
こ
と
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
か
ら
:
:
:
」
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日
本
語
が
と
て
も
う
ま
い
。
こ
ち
ら
が
し
が
い
ま
す
が
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

ど
ろ
も
ど
ろ
す
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
漢
字
キ
モ
ノ
も
若
い
人
は
ほ
と
ん
ど
着
ま
せ

も
読
み
、
金
目
く
。
ど
う

ん
ね
。
日
本
人
の
キ
モ
ノ
姿
は
と
て
も
き

マ
ス
タ
ー
し
得
た
の
だ
ろ
う
か
。

、
み
ん
な
着
た
ら
よ
い
の
に

緑
に
固
ま
れ
た
事
務
所
お
よ
び
住
ま
い
は
、

白
い
洋
館
で
、
中
は
赤
と
青
で
統

一
さ
れ
:
:
:
。
最
近
は
洋
服
も
似
合
う
よ
う
に
な

て
い
る
。
日
本
に
あ
っ
て
、
日
本
人
で
あ
っ
た
み
た
い
で
す
け
ど
、
や
は
り
日
本
人

る
ご
主
人
と
、
純
ウ
エ
ス
タ
ン
・
ス
タ
イ
は
キ
モ
ノ
姿
が
一
番
ス
テ
キ
。

ル
の
生
活
を
守
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
冬
、
京
都
に
あ
る
主
人
の
実
家
へ
行
く

よ
Jご

主
人
の
こ
と
を
。
ハ
ン
サ
ム
。
と
彼
女

は
言
う
。
な
る
ほ
ど
、
ス
ラ
ッ
と
し
た
長

身
に
趣
味
の
よ
い
ス

l
ツ
を
着
こ
な
し
た

フ
ァ
イ
ト
あ
ふ
れ
る
若
き
経
営
者
で
あ
る
。

美
し
い
日
本
女
性
が
あ
ま
た
い
る
中
で
、

国
際
的
ハ
ン
デ
ィ
を
越
え
て
ま
で
、
水
野

氏
が
彼
女
を
選
ん
だ
所
以
は
何
だ
ろ
う
。

日
本
に
来
て
す
ぐ
日
本
語
を
習
い
ま
し

た
が
、
ス
ペ
イ
ン
語
と
発
音
が
似
て
い
る

の
で
、
そ
ん
な
に
難
し
い
と
は
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
も
敬
語
は
難
し
く
て
、
今

だ
に
使
え
ま
せ
ん
。
外
人
だ
か
ら
使
わ
な

く
て
も
い
い
ん
だ
と
、
自
分
に
言
い
聞
か

せ
て
ま
す
。

敬
語
は
日
本
語
に
し
か
な
い
け
ど
、
あ

っ
た
ほ
、
つ
が
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。
敬
語

の
心
が
日
本
人
の
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
に
な

っ
て
い
る
か
ら
。
日
本
人
で
も
、
若
い
人

で
す
ご
い
乱
暴
な
言
葉
を
使
っ
て
い
る
人

で
し
た
が
、
今
で
は
み
ん
な
普
通
に
な
り

ま
し
た
。
で
も
水
洗
式
じ
ゃ
な
い
ト
イ
レ

だ
け
は
ダ
メ
で
す
。
水
洗
の
日
本
式
ト
イ

レ
は
、
体
が
便
器
に
当
た
ら
な
い
の
で
、

清
潔
で
す
ね
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
座
ら
な

い
で
腰
を
浮
か
し
て
す
る
方
法
を
子
供
の

こ
ろ
お
そ
わ
り
ま
す
。
難
し
い
で
す
ヨ
。

で
も
公
衆
ト
イ
レ
で
病
気
が
感
染
す
る
と

会:~G5 t 
尖な ミー

匂'る
わ

と
、
あ
っ
た
か
く
て
ラ
ク
な
の
で
、
私
も

キ
モ
ノ
を
着
ま
す
。
で
も
家
の
中
で
し
か

着
ま
せ
ん
。
金
髪
の
私
に
は
似
合
わ
な
い

から・・・・・・。

の
は
力
ツ
コ
つ
け
?

日
本
に

」
ろ
は
驚
く
こ
と
ば
か
り

い
け
な
い
か
ら
、
練
習
さ
せ
ま
す
。

日
本
で
は
、
ト
イ
レ
と
パ
ス
が
別
に
な

っ
て
い
て
清
潔
だ
し
、
お
風
呂
は
一周
ま
で

っ
か
つ
て
あ
っ
た
ま
る
か
ら
い
い
で
す
ね
。

銭
湯
も
好
き
で
す
、
い
ろ
ん
な
人
が
見
ら

れ
て
楽
し
い
か
ら
。

和
室
は
家
具
や
装
飾
品
が
少
な
く
て
簡

素
で
美
し
い
し
、
タ
タ
ミ
什
怖
で
好
き
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だ
け
ど
、
そ
れ
だ
け
掃
除
が
大
変
だ
か
ら

普
段
の
住
ま
い
は
ウ

エ
ス

タ
ン

・
ス
タ
イ

ル
に
し
て
ま
す
。
だ
け
ど
葉
山
に
あ
る
家

は
全
部
タ
タ
ミ
に
お
ふ
と
ん
で
す
。

日
本
人
は
お
金
持
ち
に
な
る
と
、
客
間

に
す
ば
ら
し
い
ソ
フ
ァ
を
入
れ
て
立
派
に

し
て
、
普
段
家
族
の
人
は
使
わ
な
い
ん
で

す
ね
。
だ
か
ら
洋
式
を
取
り
入
れ
る
の
は

か
っ
こ
う
つ
け
で
い
る
だ
け
の
よ
う
に
見

え
ま
す
。

日
本
の
奥
さ
ん
は
、
結
婚
し
て
子
供
が

生
ま
れ
る
と
、
お
化
粧
も
お
し
ゃ
れ
も
し

な
く
な
り
ま
す
ね
。
ダ
ン
ナ
サ
マ
が
ど
う

し
て
浮
気
を
す
る
か
、
知
ら
な
い
か
ら
で

し
ょ
う
か
。
私
の
母
は
五
十
を
越
し
た
A
ー

で
も
、
毎
日
夕
方
帰
宅
す
る
父
の
た
め
に

六
時
に
な
る
と
お
風
呂
に
入
り
、
お
化
粧

を
し
て
着
が
え
を
し
、
香
水
を
つ
け
て
い

ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
奥
さ
ん
は
、
忙
し
く

て
も
み
ん
な
そ
う
し
て
ま
す
か
ら
、
ダ
ン

ナ
サ
マ
は
浮
気
を
し
ま
せ
ん
。
浮
気
を
す

る
の
は
お
化
粧
と
服
装
が
悪
い
か
ら
で
し

ト
ゐ
、
「
F

。
ダ
ン
ナ
サ
マ
も
、
結
婚
し
て
し
ま
っ
た

ら
、
奥
さ
ん
に
サ
ン
キ
ュ
ー
と
か
プ
リ

l

ズ
と
か
言
、
つ
の
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
よ
く
な
い
こ
と
で
す
。
奥
さ
ん
の



き
れ
い
な
と
こ
ろ
や
良
さ
を
、
わ
か
っ
て

あ
げ
な
け
れ
ば
。

ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
ダ
ン
ナ
サ
マ
は
、
奥

さ
ん
が
仕
事
を
持
つ
と
喜
び
ま
す
。
生
活

観
が
変
わ

っ
て
、
お
互
い
に
い
い
話
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。
キ
ャ
ベ
ツ

が
百
三
十
円
だ

っ
た
な
ん
て
話
は
、
ダ
ン

ナ
サ
マ
も
聞
き
た
く
な
い
は
ず
で
す
も
の
。

日
本
の
奥
さ
ん
は
、
子
供
を
預
け
る
こ
と

に
慣
れ
て
な
い
か
ら
、
子
供
が
で
き
る
と

仕
事
を
持
つ
こ
と
を
考
え
な
い
よ
う
で
す

ネ
。
子
供
と
一
日
中
付
き
合
う
の
は
つ
ま

ら
な
い
の
で
、
私
は
近
所
の
外
人
の
奥
さ

ん
た
ち
と
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
、
同
国
わ

る
が
わ
る
子
供
を
見
て
、
そ
の
聞
に
仕
事

を
持
っ
た
り
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ぜ
い
た
く
じ
ゃ
あ
り

ま
せ
ん
。
お
金
が
な
く
て
も
で
き
る
こ
と

で
す
。

肥
満
児
を
育
て
る
ヨ
マ
の
し
つ
け
I
l

-

-

ベ
ビ
ー
を
育
て
る
時
も
、

一
緒
に
寝
た

り
抱
い
て
ば
か
り
い
ま
せ
ん
。
う
ち
の
ベ

ビ
ー
は
生
ま
れ
た
日
か
ら

一
緒
に
寝
ま
せ

ん
、
で
し
た
。
だ
か
ら
生
後
十
ヵ
月
ご
ろ
か

ら
、
な
ん
で
も
自
分
で
や
り
た
が
り
ま
し

た
。
お
む
つ
は
、
び
し
ょ
び
し
ょ
に
な
っ

て
も
三
時
間
お
き
に
し
か
取
り
替
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
か
わ
り
、
よ
く
消
毒
し

ま
し
た
か
、

か
ぶ
れ
た
り
し
ま
せ
ん
。

そ
し
て
少
し
で
も
自
分
の
体
を
大
切
に
し

ま
し
た
。

甘
い
も
の
も
や
た
ら
に
与
え
ま
せ
ん
か

ら
、
う
ち
の
ベ
ビ
ー
は
甘
い
も
の
が
好
き

じ
ゃ
な
い
。
日
本
の
お
母
さ
ん
は
す
ぐ
甘

い
物
を
与
え
る
か
ら
、
最
近
日
本
に
は
肥

満
児
と
虫
歯
の
子
が
多
い
ん
で
す
ね
。

一
流
大
学
に
入
れ
よ
う
と
ト

y
が
、
そ

ん
な
母
親
の
気
持
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

一
流
大
学
に
入

っ
た
と
こ
ろ
で
、
近
所
の

人
に
は
い
い
か

つ
こ
う
が
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
け
ど
、
銀
座
を
歩
い
て
た
ら
他
人

に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
二
十
歳
に
な

っ
て

食
べ
て
行
け
な
く
て
も
、
あ
な
た
の
責
任

で
す
よ
と
言

っ
て
育
て
れ
ば
、
勉
強
す
る

子
供
は
本
当
は
五
人
欲
し
い
け
ど
、

本
は
子
供
を
育
て
る
の
に
お
金
が
か
か
り

す
ぎ
る
の
で
、
つ
く
れ
ま
せ
ん
ね
。
イ
ギ

リ
ス
で
は
、
十
八
歳
に
な
る
ま
で
国
が
面

倒
を
見
て
く
れ
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
お
金

が
か
か
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
お
母
さ
ん
は
、
子
供
も

一
人
の

人
間
な
の
に
、
機
械
の
よ
う
に
育
て
て
、

し
た
い
で
す
。
ジ
ッ
と
何
も
し
な
い
で
い

る
よ
り
も
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
て
み
た

い
の
で
す
。
主
人
も
私
が
い
ろ
ん
な
こ
と

を
や
る
の
を
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。
私
の
主

人
は
日
本
人
だ
け
ど
、
亭
主
関
白
じ
ゃ
な

く
て
、
す
ご
く
や
さ
し
い
。
料
理
は
私
の

ほ
う
が
上
手
だ
け
ど
、
裁
縫
は
主
人
の
ほ

三
十
歳
ま
で
に
子
供
を
産
ん
で
育
て
て
う
が
上
手
で
好
き
で
す
。
日
本
の
男
性
と

そ
れ
か
ら
は
自
由
に
な
り
た
い
で
す
ネ
。

結
婚
し
た
友
だ
ち
か
ら
、
悩
み
を
聞
く
こ

そ
れ
ま
で
に
も

っ
と
い
ろ
ん
な
こ
と
を
勉
と
が
あ
る
け
ど
、
私
は
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り

強
し
て
、
日
本
の
こ
と
を
書
い
た
本
を
出
ま
せ
ん
。
と
っ
て
も
幸
せ
で
す
。

(
談
)

Z
《
色
《
『
区
山
〉

Oυω
一色

日

は
ず
で
す
ヨ
。

は
ツ
マ
ラ
ナ
イ

l
l

イ
ギ
リ
ス
人
の
水
野
シ
ャ

l
ロ
ッ
ト
夫
人

は
、
父
親
が
外
交
官
の
た
め
、
十
七
歳
で

来
日
し
た
。
慶
応
大
学
で
二
年
問
、
日
本

紙
を
読
み
、
書
き
、
訴
す
こ
と
を
学
ん
だ
。

四
年
前
、
水
野
保
氏
と
結
館
、
現
在
二
十

三
歳
で
あ
る
。
結
館
後
半
年
聞
は
、
C
B

S
ソ
ニ

l
レ
コ
ー
ド
に
勤
務
し
て
い
た
が

そ
の
後
ご
主
人
と
共
に
水
野
デ
ザ
イ
ン

ハ

ウ
ス
を
経
営
。
以
来
、
日
本
人
だ
け
の
社

員
に
閥
ま
れ
な
が
ら
、
時
に
は
事
務
員
と

し
て
、
経
営
者
の
補
左
と
し
て
、
ま
た
ス

タ
イ
リ
ス
ト
と
し
て
、
多
忙
と
多
様
を
極

め
て
き
た
。
ま
た

一
歳
四
ヵ
月
の
女
の
子

の
母
で
も
あ
り
、
五
月
に
は
第
二
子
ち
誕

生
の
予
定
で
あ
る
。
英
語
、
日
本
語
の
ほ

か
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
フ
ラ
ン
ス
務
と
四
方

岡
山
品
川
を
マ
ス
タ
ー
し
た
ほ
ど
聡
明
で
、
し

か
も
笑
顔
に
愛
く
る
し
き
が
残
り
、
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
に
富
ん
だ
夫
人
の
自
に
は
、
鮮

や
か
に
、
く
っ
た
く
が
な
く
、
日
本
人
が

揃
き
附
さ
れ
て
い
そ
う
で
あ
る
。
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いで 化でまま斗すま機さら ののり、をら。時変はした十問ずら
まは液きすす C 。すにれ明作熱、 最 浸 な ピ に 芽 数 な 大 セ ぐ 、 れ
す加を上。。きこ 。か て 年 業 風 最 初透い|使を日が安ンら良る
。 工こが こいに のこけいのはで後はさよ ト用乾でらはチい質か
こさしりれつ入モれてま春、仕のあせうをす燥出芽七ぐひのを
されてまをたれルを 根す ごー 上 三 まなに熔るさての時らた大た
れてカ す 三 ん 七トモを。ろ年げ、りが 、焼のせき出聞いし麦ど
た子ス。回 二十をル 取乾まのま四高らウしがるまるおのてをつ
糖供 を 繰十度 粉トり燥でうす時くこイてピのすのき高お水て
化た取 り度ぐ砕~除しがち。聞なとス熱 l でがをぐさきにみ
液ちり 返ぐら機 〉 き た ー で は いをキ風トす、待らのまつる
は に 除 すらいに円、麦番も 八温運 lが(。こちい層すけ L二 分
タ人き こいのか と1芽芽良秋 十度ぷ独じ i尼乾のまにに。てと布
ン気ま とに温けとだはいの 度かの得か炭燥時す上しそおに等
クのす に温水てい け 、 時 終 ぐ らでのに}さに。下てれきしは
(あがよ度を粉 強が並かまま前
普る、 つを加 砕 I I い 入べらすし回
は飲こ て下えし I I酵 れま水。たで

E空3 言lV均Ii津 主主& 、5zI f ~て 2 品。実
ス す再る化 E 本 ι ，::::;-n I占I ・nn1股 るーり水 た

h ロが るびや 槽 I~汁ノ.J~ノL ，民主JI収 よ定、は の
を } 栄 の七かマ E ン鹿告... ...i.一手 r 哩~ Iし うの コ

ド器 :室長 Jli雷四ロ恭介 .._OJ4 I事 長選 FI よ
し つ の つぐ枠ュ 1 ・司 叶t==I-r/Iノ、 司Pヨ[，， 1が 製とリ度 回
てに 高 とらし・ I! .~ ~ム' zzz l生 の i毘 | の は

もい もいなタ 1 I T ~ I - ~I:ヨI 1ま シ度 ト
た生も 良のがン 1襲 l_l む "'-1れ ャのの度
がまの い温らc:I 企 ~き--:- Iま べ部床に

2ド れ 肝liJ耳目ょう 1 Iて冬空 2T
い
か
に
し

は
ス
テ
ン
レ
ス
製
や
大
型
の
タ
イ
ル
槽
で
密
閉
で
き
る
タ
ン
ク
が
使
わ
れ
て
い
る
)
に
移

し
て
二
十
度
ぐ
ら
い
に
温
度
を
下
げ
、
酵
母
を
入
れ
て
三
日
か
四
日
で
ホ
ッ
プ
の
入
つ
て

な
い
ビ
ー
ル
の
よ
う
な
発
酵
液
が
生
ま
れ
ま
す
。

今
度
は
発
酵
液
を
蒸
溜
器
(
ポ
ッ
ト
・
ス
チ
ー
ル

1
句
。
叶
・

ω叶
ロ
ト
)
に
移
し
て
蒸
溜
し

ま
す
が
、

一
度
目
は
二
十
五
度
i
三
十
度
ぐ
ら
い
の
ア
ル

コ
ー
ル
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
も
う

一
度
繰
り
返
さ
れ
、
七
十
度
ぐ
ら
い
の
ア
ル

コ
ー
ル
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
初

回
で
の
蒸
溜
は
不
純
成
分
が
多
く
品
質
が
荒
い
の
で
、

こ
れ
を
再
蒸
溜
し
て
不
純
成
分
を

除
き
ウ
イ
ス
キ
ー
の
源
と
す
る
の
で
す
。
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再
蒸
溜
し
た
も
の
が
ら
「
ス
ト
レ
ー
ト

・

モ
ル
卜
・
ウ
イ
ス
キ
ー
、
ま
た
は
ピ
ュ
ア
・

モ
ル
ト
・
ウ
イ
ス
キ
ー
」
と
い
わ
れ
る
高
級

ウ
イ
ス
キ
ー
が
誕
生
す
る
の
で
す
。
ほ
か
に

グ
レ
ー
ン
(
の
勾
〉
H
Z
)
・
ウ
イ
ス
キ
ー
が
あ
り

ま
す
。
グ
レ
ー
ン
の
場
合
、
モ
ル
ト
の
ほ
か
に

ラ
イ
麦
、
発
芽
さ
せ
な
い
大
麦
、
小
変
な
ど

の
殺
物
を
加
え
、
モ
ル
ト
と
同
じ
よ
う
に
し

糖
化
液
を
作
り
ま
す
。
糖
化
液
の
あ
と
蒸
溜

す
る
の
は
モ
ル
ト
と
異
り
、
多
く
の
場
合
、

パ
テ
ン
ト

・
ス
チ
ー
ル
(
句
〉
叶
開
Z
叶・

ω叶
H
-

rr)
を
使
い
ま
す
。

パ
テ
ン
ト
・
ス
チ
ー
ル
は
連
続
式
蒸
溜
方

法
で
大
量
に
、
し
か
も
述
続
的
に
蒸
溜
で
き
る
の
が
特
徴
で
一
回
で
こ
と
足
り
る
の
で
す

が
、
香
り
が
軽
く
モ
ル
ト

・
ウ
イ
ス
キ
ー
の
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

私
た
ち
が
酒
場
で
飲
む
ウ
イ
ス
キ
ー
は
こ
の
モ
ル
ト
と
グ
レ
ー
ン
を
混
合
し
た
も
の
で

一
般
的
に
は
ブ
レ
ン
ド

・
ウ
イ
ス
キ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
す
。
こ
の
ブ
レ
ン

ド

・
ウ
イ
ス
キ
ー
は

一
八
五
三
年
に
ヱ
ジ
ン
パ
ラ
に
あ
る
会
社
に
よ
っ
て
初
め
て
売
り
出

さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

優
秀
な
ブ
レ
ン
ド

・
ウ
イ
ス
キ
ー
は、

の
腕

一
つ
に
か
か
っ
て
い
F

‘
で
す
。

i 

i
克日己
L;2A

五

H ス
キ

主
九

りる世

七
年

" 
カ
タ
テ

'" コ
;， 
タ

勝
者

J
優
レ

モ
ル
ト
と
グ
レ
ー
ン
を
混
合
す
る
ブ
レ
ン
ダ
l
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カミ
風
に
舞
う

織
烈
乏

武
者
絵
の
凧

・
伝

け

継

ぐ

凧
作
り
橋
本
偵
造
さ
ん
(
七
十
一
歳
)

ぺ
d

h

d

「
阪
を
食
う
た
め
に
ゃ
あ
仕
事
し
な
き
ゃ

あ
な
ら
ね
え
、
仕
事
す
る
か
ら
に
ゃ
あ
売

れ
る
も
の
を
作
ら
な
き
ゃ
あ
立
昧
が
ね
え
。

売
れ
る
も
の
は
や
っ
ぱ
り
い
い
品
な
ん
だ
。

わ
っ
し
ゃ
、
い
つ
ま
で
も
売
れ
る
も
ん
が

作
り
た
く
っ
て
ね
」

七
十

一
歳
に
な
っ
た
橋
本
仙
造
さ
ん
は

大
柄
な
か
ら
だ
を
し
な
や
か
に
か
が
め
、

制
い
線
を
幾
市
…に
も
眼
鏡
な
し
で
引
く
。

十
凹
歳
の
と
き
か
ら
武
者
絵
凧

一
筋
に
午

き
て
半
附
紀
を
過
ご
し
た
橋
本
さ
ん
は
、

い
ま
も
江
戸
の
伝
統
そ
の
ま
ま
の
手
法
で

武
者
絵
凧
作
り
に
桁
を
山
す
。



Iliの日は品、のtBがわるいとも寸 .一枚の殺を仕J'.げるのに一泊1111もかかる

「
む
か
し
ゃ
あ
、
こ
の
辺
は
い
ろ
ん
な
職

人
が

M
を
並
べ
て
い
た
か
ら
仕
事
が
や
り

や
す
か

っ
た
。
凧
の
紙
が
な
い
と
き
な
ん

ど
は
健
悦
同
へ
行
き
ゃ
あ
よ
か

っ
た
し
、

骨
の
竹
は
カ
ゴ
院
に
行
け
ば
間
に
合
っ
た
。

ぞ
れ
が
今
じ
ゃ
あ
時
代
の
流
れ
に
押
さ
れ

ち
ゃ

っ
て
ち
り
ぢ
り
ば
ら
ば
ら
。
結
近
は

此
一一制
な
こ
と
に
ま
ご
つ
い
て
し
ま
う
。
こ

の
凧
だ

っ
て
い
つ
ま
で
続
く
や
ら
:
:
:
。

今
ん
と
こ
は
、
ぃ
日
米
快
な
武
者
絵
凧
が

H
本

人
の
心
に
泌
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ら
し
く

切
れ
の
な
い
仕
事
が
山
て
い
る
が
」

橋
本
さ
ん
が
制
御
立
と
す
る
絵
は
牛
若
九

に
弁
慶
、
白
米
也
、
川
中
ね
の
A
H
戦
、
義

経
八
般
銚
ぴ
と
荒
絵
が
多
い
。

「わ

っ
し
の
凧
が
額
に
入
っ
た
り
、
床
の

間
の
飾
り
も
の
に
な
る
の
が
し
ゃ
く
で
ね
。

こ
っ
ち
は
ち
ゃ
ん
と
上
が
る
よ
う
に
作
っ

て
い
る
の
に
:
:
:
凧
は
常
に
上
が
っ
て
こ

そ
生
き
る
ん
だ
よ
」

先
日
、
計
い
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
が、

恵
比
寿
さ
ま
の
絵
を
持
っ
て
柄
本
さ
ん
の

門
を
叩
い
た
。
そ
の
恵
比
お
さ
ま
の
顔
が

な
ん
と
も
難
し
い
郎
っ
き
だ

っ
た
。
き

っ

と
難
し
い
顔
を
し
な
が
ら
描
い
た
か
ら
こ

ん
な
絵
に
な
っ
た
ん
だ
と
苦
笑
す
る
。
そ

う
い
え
ば
義
経
を
柿
く
と
き
の
締
本
さ
ん

は
ど
こ
と
な
く
き
び
き
び
し
、
ま
た
川
中

島
の
合
戦
の
と
き
の
筆
は
こ
び
と
息
づ
か

い
は
荒
々
し
く
、
顔
つ
き
も
険
し
く
な
る
。

そ
れ
は
、
伝
統
を
受
け
継
ぐ
も
の
の
心
意

気
か
。
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曲 名車物語(最畑

最も魅力的な

。モータースポー‘λ
1975サザンクロス・ラリー現地取材レポート

深夜たというのにサーヒス地点には大勢の子供たちかお しかける

¥
週
淘

吋

一

円
品
川
市
川
道
小
し
た
中1

一旦一
Nm
一-JV

一nl
一
時
.
か
ら
ス
ヒ
l
ド
と
い
う

/島

町
内

一
ス
ポ
ー
テ
ィ
き
が
要
求
さ

a-
一
れ
、
技
術
的
な
競
い
も
あ

っ
て
か
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
レ

l
ス
が
開
催

さ
れ
る
よ
う
に
な
リ
、
以
米
・
カ
ー
キ
チ
ど

も
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
競
技
が
開

発
さ
れ
て
い

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
上
役
は
サ

ー
キ
γ

ト
レ
ー
ス
だ
が
、
ほ
か
に
ヒ
ル

・

ク
ラ
イ
ム
、
ジ
ム
カ
l
ナ
、
タ
イ
ム

・
ト

ラ
イ
ア
ル
、
ド
ラ

ッ
ク

・
レ
ー
ス
。
そ
れ

と
近
年
、
』
と
に
脚
光
を
あ
ぴ
て
き
た
ラ
リ

ー
な
ど
で
あ
る
。

34 

‘
 
... ，

-

話内

¥遭
遇
町
、

一

ラ
リ
ー
と
い
う
競
技
は

一旦

-
一一
曲

2
一
そ
の
ト
刀
法
に
い
く
泊
り
か

/鋲
脳
岡
田

一
あ
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

a
-

一
ョ
ナ
ル
・
ク
ラ
ス
の
も
の

は
、
ほ
と
ん
ど
が
市
の
耐
久
性
と
ド
ラ
イ

バ
ー
の
・
品
皮
な
テ
ク
ニ

ッ
ク
を
要
求
す
る

ス
ヒ

l
ド
:
フ
リ
ー
だ
。
ア
フ
リ
カ
の
サ

フ
ァ
リ
、
イ
ギ
リ
ス
の

R
A
C
、
モ
ナ
コ

の
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の

サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
・
ラ
リ
ー
な
ど
が
伏
ぷ
的

な
も
の
で
、

H
M
近
で
は
、
絞

っ
て
附削介
の

れ
品
川
市
メ
ー
カ
ー
が
参
加
し
、
サ
ー
キ
ヴ

ト
レ
ー
ス
以
上
に
市
川
枕
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
し
た
が

っ
て
、
次
々
に
そ
の

た
め
の
名
市
が
午
ま
れ
‘
な
か
で
も
ア
ル

ヒ
|
ヌ

・
ル
ノ
1

・
ラ
ン
チ
ャ
・
ス
ト
ラ

ト
ス
、
フ
ォ
ー
ド

・
エ
ス
コ

l
ト
、
そ
れ

に
同

-M
の一
一.義
ラ
ン
サ

l
、
日
必
バ
イ
オ

レ
ッ
ト
、
ト
ヨ
タ
・
レ
ビ
ン
な
ど
が
後
れ

wm介
外
地
で
日
刊
慨
し
て
い
る
。

技
が
同
で
の
ラ
リ
l
絞
技
は
.
州叫

い
ド
父



一辿
下
山
川
に
も
か
か
わ
ら
ず
年
々
時
ん
に
な

り
、
宇
佐
が
、
正
似
す
る
も
の
ま
で
合
め
る

と、

作
地
で
年
間

.C
二
川
、
絞
技
人
H

'u.
，

C
i
t
.C
H
に
及
ぶ
。
こ
れ
ら
は
道

路
、
道
交
法
の
附
係
も
あ
り
、
ほ
と
ん
ど

が
什
昨
{
一
定
以
聞
を
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
の

公
ぷ
す
る
-
十
均
指
ぷ
迷
い
院
を
参
考
に

.ι倣

に
本
る
)
を
h
体
に
し
た
も
の
で
、
な
か

に
は
例
外
だ
が
、
ポ
イ
ン
ト
に
行
く
と
ナ

ゾ
解
き
が
あ
っ
て
、
解
答
し
な
い
と
ス
タ

ー
ト
で
き
な
い
な
ど
と
い

っ
た
来
し
い
も

の
ま
で
あ
る
。

h

圃.，
-

uuh

¥
鴻
温
掴
町

一

こ
こ
に
ご
紹
介
す
る
サ

宣一五一
一一仁川

3
一
ザ
ン
ク
ロ
ス

・
イ
ン
タ
ー

/鋲
艦

円
脚

一
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ラ
リ
ー
は

ー

一
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド

ニ
ー
を
小
心
に
川
口
問
、
---
-九
C
Cキ
ロ

の
ラ
フ

・
ロ
ー
ド
を
必
り
ま
く
る
咋
川
町
な

競
技
で
、
今
年
で
.

L
川
口
を
迎
え
た
。

こ
こ
数
年
、
市
場
の
附
係
か
ら
か
日
点、

一三
義
の
競
い
の
州
場
に
な

っ
た
制慨
も
あ
る
が

同
際
競
技
に
ふ
さ
わ
し
く
、

ヱ
ス
コ

l
ト
、

ア
ル
フ
ァ
ロ
メ
オ
、
ホ
ル
シ
ェ
な
ど
も
参

加
し
、
附
一
昨
の
ト

ヴ
フ
ラ
リ
ー
ス
タ
ー
た

ち
が
し
の
ぎ
を
け
ず
る
激
戦
が
川
町
附
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
い
ま
の
と
こ
ろ
... 益
勢

が
川
倒
的
に
強
〈
、

A
-
コ
l
ワ
ン
(
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
)
が
来
る
ラ
ン
サ
ー
は

同
際
競
技
で
は
災
例
の
問
述
新
と
い
う
徐

業
を
成
し
と
げ
た
。

.
般
の
ラ
リ
l
に
付
す
る
関
心
も
尚
く

ほ
と
ん
ど
が
泌
伎
の
脱
技
な
の
に
指
定
さ

れ
た
観
戦
ポ
イ
ン
ト
に
は
大
変
な
人
が
集

ま
り
、
だ
れ
か
れ
の
別
な
く
防
え
な
歓
戸

3ラ



-

....表事長式i主義や力、 シト ニーの名士たちか

[ 夫人同伴て勝者をたたえる

τ
A
 

気

の

陽
一

は

ナ

ち

イ
た

ウ
一

か

ハ

右

d
q
 

-フ
U

且

R
E

目

フ

に
ツ
声

ト

の

の

'リ
ン

界

づ

ワ

世

ト

一

h
F

に，

コ

を
あ
げ
て
い
る
。
つ
ま
勺

一
般
に
ラ
リ
ー

が
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
ん
託
行
し
て
い
る
の
だ
。

き
て
、
こ
の
ラ
リ
ー
の
も
う
ひ
と
つ
の

特
徴
は
、
日
本
か
ら
の
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
チ

ー
ム

の
出
場
が
年
々
柄
、
ぇ
、
今
年
は
な
ん

と
.
問
台
。
サ
ー
ビ
ス
、
報
道
の
要
日
を

合
め
て
お
よ
そ

.
C
C人
く
ら
い
の

n本

人
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
だ
。

日
本
で
ま

と
も
な
ラ
リ
ー
の
開
催
が
不
可
能
な
現
状

の
反
映
で
も
あ
る
が
、

御一界
の
ト
ッ
プ
ド

ラ
イ
バ
ー
を
采
せ
て
必
勝
を
期
す
ワ
ー
ク

ス
帥
に
挑
戦
す
る
彼
等
の
作
伝
は
此
取
だ
。

長
い
ダ
|
ト

コ
l
ス
を
一

0
0キ
ロ
近

い
ス
ピ
ー
ド
で
飛
ば
す
慣
れ
、
市
輔
ト
ラ

ブ
ル
を
ど
こ
ま
で
サ
ー
ビ
ス
隊
が
フ
ォ
ロ

ー
で
き
る
か
と
い

っ
た
、
ワ
ー
ク
ス
と
の

大
き
な
差
が
課
題
と
し
て
伐
さ
れ
て
い
る

が
、
と
も
か
く
八

C
台
が
ス
タ
ー
ト
し
て

ゴ
ー
ル
す
る
の
は
こ
分
の

一
純
度
と
い
っ

た
激
闘
の
な
か
で
、
今
年
は
八
台
が
完
必

し
、
し
か
も
七
、
九
、
一心
伏
に
入
賞
し
た
こ

と
は
今
後
へ
の
大
き
な
梨
し
み
で
あ
る
。

h
-E'

-

wヌ

〉

-a閏
1

-
ラ
リ
!
と
い
う
競
技
は

s
h
二…4
一も
ち
ろ
ん
ノ
ー
マ
ル
な
市

/鋲
働
問
ド

一
で
走
る
わ
け
で
は
な
い
。

a-

一
し
か
し
ノ
ー
マ
ル
市
を
チ

ェ
ー
ン
ア
ッ
プ
す
る
だ
け
が
原
則
な
の
で
、

そ
の
立
昧
で
は
サ
ー
キ
ッ

ト
レ
i
ス
よ
り

身
近
だ
し
、
同
内
の

一
般
イ
ベ
ン
ト
な
ら

あ
な
た
ご
自
身
が
参
加
す
る
こ
と
も
吋
能

!
i
c
u取
ら
魅
力
的
な
「
モ
ー
タ
ー
ス
ポ

ー
ツ
」
と
し
て
ま
す
ま
す
発
展
す
る
だ
ろ

う
が
、
そ
の
端
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た

ら
幸
い
だ
。
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ー

毎
日
の
レ
ッ
ス
ン
で
只
今
紛
ム
口

中
村
泰
一
さ
ん

VIVIと私③

ハ
本
木
共
同
ピ
ル
側
専
務
取
締
役

砂
止
ま
っ
て
い
る
ポ
ー
ル
を
打
っ
て
ど

こ
が
お
も
し
ろ
い
ん
だ
ろ
う
。
と
い
う

軽
い
気
持
で
ゴ
ル
フ
を
始
め
た
の
が
四

年
前
。
し
か
し
当
初
思
っ
た
プ
ル
フ
へ

の
み
〈
ぴ
り
は
、
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
跡

形
も
な
く
消
え
て
い
っ
た
。

「毎
回
プ
レ
!
代
よ
り
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

代
の
方
が
向
く
つ
い
て
ね
え
。

仲
間
が

こ
れ
じ
ゃ
あ
可
愛
い
そ
う
だ
と
ブ

l
ビ

l
貨
の
下
に
却
住
抗
と
い
う
の
を
作
っ

て
く
れ
た
ほ
ど
で
す
」

v
I
V
I
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン
の
オ
ー

プ
ン
と
同
時
に
入
会
し
た
中
村
袋

一
さ

ん
は
、
以
米
、
懇
切
一l
年
な
レ

ッ
ス
ン

を
毎
日
の
よ
う
に
受
け
た
。
そ
の
叩
斐

あ
っ
て
腕
は
メ
キ
メ
キ
上
達
し
、
い
ま

で
は
刊
台
の
ス

コ
ア
で
コ
ン
ス
タ
ン
ト

に
回
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
と
い
う
。

...___、-_

エリア会員募集中

VIVI 

個人会員・…・… …….....……・・20万円

(1名記名式〉……20万円
法人会員

(1名無記名式〉・…..30万門

家族会員一・・…...・H ・・ ........…..10万円
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批
吐
を
は
じ
め
と
し
て
、
は

っ
き
民
、
イ

ク
ラ
な
y
ぺ

北
の
海
の
辛
を
た

っ
ふ
り
と

使

っ
た
お
維
肢
で
す
。

V
材
料

(
4
人
分
}

も
ち

8
倒
.

uむ

湘

g
、
は

っ
き
日
2
側
、
イ
ク
ラ
少
々
、

しへ
桜
山
間
耳
、
に
ん
じ
ん
印

g
、
・
干
し
し
い

た
け

2
側
、
ね
ぎ
l
本
、
昆
布
だ
し
汁
5

カ

ッ
フ
、
塩
小
さ
じ
l
杯
半
、
持
油
少
々
、

み
り
ん
大
さ
じ
l
杯
、
化
山下
刑
耐
味
料

V
作
り
方

針
は
ひ
と

H
-K
に
そ
ぎ
切

り
し
、

M

抑
制
併
を
か
け
、
水
れ
を
切
っ
て
.

塩
、
み
り
ん
を
ふ
り
か
け
ま
す
。
は
っ
き

貝
は
水
で
よ
く
洗
い
、
わ
た
を
と
り
、
熱

湯
を
か
け
て
ひ
と
日
・大
に
切
リ
ま
す
3
'K

M
M
、
に
ん
じ
ん
は
せ
ん
切
り
に
し
て
ゆ
で

て
お
き
、
し
い
た
け
は
水
に
も
ど
し
て
い

ち
ょ
う
に
切
り
、
ね
ぎ
は
れ
め
切
り
に
し

ま
す
。
鍬
に
だ
し
汁
を
入
れ
て
熱
し
、
刊
州

味
料
を
入
れ
て
味
を
と
と
の
え
た
の
ち
、

お
ろ
し
ぎ
わ
に
ね
ぎ
と
、
焼
い
て
熱
湯
に

つ
け
て
お
い
た
も
ち
を
加
え
て
器
に
盛
り

鮭
、
イ
ク
ラ
を
上
に
の
せ
ま
す
。

凍
豆
腐
雑
煮

軒
先
に
つ
る
し
て
お
い
た
凍
-U
附
怖
を
依

っ
て
つ
く
る
市
森
風
の
お
雑
后
で
す
。

V
材

料

{
4

人

分

}

も

ち

H
側
、
明

肉
削

g
、山崎
H
U

腕
2
枚
、
か
ま
ぼ
こ
l
枚、

大
似
捌

g
、
に
ん
じ
ん

m
g、
せ
り
、
だ

し
汁
5
カ
ッ
フ
.
州
内
油

V
作
り
方

凍
玖
腐
は
も
ど
し
て
タ
ン

ザ
ク
に
切
り
、
大
桜
、
に
ん
じ
ん
も
と
も

に
タ
ン
ザ
ク
、
鵠
肉
は
ひ
と
日
-K
に
切
り
、

か
ま
ぼ
こ
は
い
ち
ょ
う
に
切
リ
ま
す
。
か

つ
お
節
の
だ
し
汁
に
、
日
討
を
入
れ
て
煮
、

精
泊
で
昧
を
つ
け
、
か
ま
ぼ
こ
を
人
れ
ま

す
。
も
ち
を
焼
い
て
、

nパ
を
来
て
お
い
た

鍋
の
な
か
に
人
れ
.
せ
り
を
は
な
し
、
も
ち

が
や
わ
ら
か
く
な
っ
た
ら
器
に
盛
り
ま
す
。

山
菜
か
た

っ
ふ
り
人

っ
た
、
勺
同
な
ら

で
は
の
、
秋
川
風
の
お
維
符
…で
す
。

V
材
料

(
4
人

分

)

も

ち

日

側

、

苅

肉
m
M
g
、
ぜ
ん
ま
い
印
官
、
塩
川
以
け
キ
ノ

コ
大
さ
じ

2
杯
、
わ
ら
ぴ
印

g
、
ふ
き
叩

g
、
時
慌
た
け
の
こ
2
本
、
せ
リ
u
q末
、
に

ん
じ
ん
初
日
、
だ
し
汁
4
カ
Y

フ
、
出
小

さ
じ
l
u
件
、
精
油
大
さ
じ
l
杯

V
作
り
方

ぜ
ん
ま
い
、
わ
ら
ぴ
は
3

セ
ン
チ
m
H
HK

さ
に
切
り
、
ふ
き
、
た
け
の

こ
は
斜
め
に
古
川
く
切
り
ま
す
。
単
出
け
キ

ノ
コ
は
塩
ぬ
き
を
し
、
に
ん
じ
ん
は
相
』
小

切
り
、
鶴
肉
は
小
さ
く
切

勺
庁
、
い
ね
き
ま
す
。

鍋
に
た
し
什
、
塩
、
叫
何
日
仰
を
入
れ
.
す
ま

し
汁
ぐ
ら
い
の
薄
味
に
し
て
、

H

快
を
入
れ

て
完
ま
す
。
も
ち
は
焼
い
て
き

っ
と
熱
湯

に
泌
し
て
か
ら
、
慌
に
盛
り
、
え
の
見
を

入
れ
て
長
た
汁
を
そ
そ
い
で
、
2
i
3
セ

ン
チ
に
切

っ
た
せ
り
を
は
む
し
ま
す
。

き
じ
肉
雑
煮

山
同
な
ら
で
は
の
、
き
じ
の
肉
を
使

っ

た
、
山
行
子
駄
の
お
狩
匹
以
で
す
。

V
材
料

(4
人
分
}

も
ち

8
倒
.
き

じ
肉
ま
た
は
州
駒
内
川

g.
凍
aU
腐
l
仙円

か
ま
ぼ
こ

ω
g、
イ

ク
ラ
少
々
、
大
恨
山
m

k
に
ん
じ
ん
初

E
、

ご
ぽ
、
7
初
耳
、
せ
り

1
束
、
塩
小
さ
じ
1

界
平
、
帽
河
川
浦
大
き
し

ー
が

V
作
り
方

ト
人
出

に
ん
じ
ん
、
ご
ぼ
う

は
せ
ん
切
り
に
し
、

凍

U
腐
は
タ
ン
ザ
ク
、

か
ま
ぼ
，』
は
い
ち
ょ

う
切
リ
、
き
じ
肉
ま

た
は
鵡
肉
は
、
ひ
と

日
大
に
切
っ
て
鍋
に

水
4
カ
ッ
フ
を
入
れ

て
い
っ
し
ょ
に
煮
て

必
き
ま
す
。
塩
と
醤
油
で
昧
を
と
と
の
え
、

殺
て
お
い
た
具
を
入
れ
て
、
焼
い
た
も
ち

と
せ
り
を
加
え
、
器
に
盛
り
、
イ
ク
ラ
を

の
せ
ま
す
。

焼
き
ハ
ゼ
雑
煮

焼
き
ハ
ゼ
の
ほ
か
に
、
か
さ
や
か
ま
ぼ

こ
を
た

っ
ふ
り
使
っ
た
山
城
風
お
雑
長
で

+'。V
材
料

(
4
人
分
}

も
ち
8
側
、
か

き
1
カ
y
フ
、
焼
き
ハ
ゼ
4
足
、

日
の山
山

か
ま
ぼ
こ
、
カ
ス
テ
ラ
か
ま
ぼ
こ
作
4
切

れ
、
ト
八
総
剛
山

g
、
に
ん
じ
ん
、
ご
ぼ
う
作

初
日
、

4
・U
肉
2
枚
、
せ
り
uh
・米、

さ
じ
l
杯
半
、
迎
円油
大
さ
じ
2
杯、

測し八
さ
じ
l
料、

化
学
調
味
料

V
作
り
方

ハ
ゼ
は
水
に
つ
け
て
も
ど

し
、
鍋
に
水

5
カ
ッ
フ
を
入
れ
て
火
に
か

け‘

ω
1却
分
弱
火
で
見
、
円
本
柄
、
符

油
で
味
を
つ
け
ま
す
。
野
菜
は
せ
ん
切
リ

に
し
て
さ

っ
と
ゆ
で
、
凍
-U
械
は
も
ど
し

て
せ
ん
切
り
に
し
、
せ
り
は
3
セ
ン
チ
の

た
さ
、
か
ま
ぼ
こ
は
タ
ン
ザ
ク
に
切
っ
て

お
き
ま
す
。

ハ
ゼ
を
禿
た
汁
は
、
ひ
と
致

伐
ち
し
た
ら
昧
を
た
し
か
め
て
、
材
料
を

入
れ
て
温
め
‘
せ
り
と
イ
ク
ラ
を
加
え
て

協
に
盛
り
ま
す
。

40 
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野
菜
維
凹

大
限
、
に
ん
じ
ん
、
ご
ぼ
う
な
ど
、
野

菜
を
た
っ
ふ
り
使
っ
た
悩
ぬ
風
の
お
純
計
…

で
す
。

V
材
料

{
4
人

分

}

も

ち

8
倒
、
大

恨

mE.
に
ん
じ
ん
附
宮
、
ご
ぼ
う
削
臣
、

し
い
た
け
3
牧
、
閉
山
内

m

k
な
る
と
%
“

本
、
ね
ぎ
ν々
L

字
、
だ
し
汁
4
カ
ッ
プ
、
塩

小
さ
じ
l
杯
、
咽
内
油
大
さ
じ
1
杯
、
砂
机聞

大
さ
じ
ー
が

V
作
り
方

鵡
山
内
は
ひ
と

n
-Kに
切
り
、

大
根
、
に
ん
じ
ん
、
ご
ぼ
う
は
さ
さ
が
き

し
、
し
い
た
け
は
細
切
り
‘
調
味
し
た
だ

し
汁
で
お
山
て
昧
を
つ
け
ま
す
。
な
る
と
の

給
切
り
と
ね
さ
の
斜
め
焼
切
り
を
入
れ
、

も
ち
を
焼
い
て
入
れ
ま
す
e

一

口
皿
土
土
必
牝
弘
臼
…

一

一

HLd品川
'
l本
ゴ
J
J

一

仏
恒
鮭
の
必
と
九
苛
を
使
、守
、
野
也
あ
ふ
れ

る
経
後
風
の
お
雑
ぉ
…て
す
。

V
材
料

(
4
人

分

)

も

ち

8
例
.
塩

鮭
の
頑
と
身
mm
臣
、
明
肉

m
l削
E
、
大

根
制
区
、
に
ん
じ
ん

m
z、
ご
ぼ
う

m
g、

こ
ん
に
ゃ
く

m
z、
か
ま
ぼ
こ
印

E
、
み

つ
は
汚
点
.
ね
ぎ
l
本
、
イ
ク
ラ

m
g、

抽
引
き
干
し
と
昆
布
で

と
っ
た
だ
し
汁
5
カ

ッ
プ
、
判
油
、
み
り

ん
小
さ
じ

.
杯
、
塩
、

化
中
調
味
料

V
作
り
方

大
般

に
ん
じ
ん
、
ご
ぼ
う
、

こ
ん
に
ゃ
く
を
タ
ン

ザ
ク
に
切
っ
て
、
き

っ
と
ゆ
で
て
ざ
る
に

あ
げ
、
ね
ぎ
、
み
つ

は
は
3
セ
ン
チ
の
長

さ
に
切
り
ま
す
。
刷引

き
下
し
と
民
街
で
と

っ
た
だ
し
汁
に
、
鴨
川

油
と
み
り
ん
で
味
つ

け
し
ま
す
。
単
鈴
は

1
セ
ン
チ
角
に
切
り

塩
出
し
し
ま
す
。
鍋

に
だ
し
汁
と
鮭
、
ひ

と
け
切
り
に
し
た
鵡

111合みそ槍煮

肉
を
入
れ
て
お
…
て
、
野
菜
矧
を
加
え
ま
す
。

慌
に
ゆ
で
た
も
ち
を
盛
り
、
ね
ぎ
、
海
切

り
に
し
た
か
ま
ぼ
こ
、
み

つ
ば
を
の
せ
、

中
央
に
イ
ク
ラ
を
お
き
、
汁
を
た
っ
、
小
り

か
け
ま
す
。

〔
巾

r崎一

干
し
ず
い
き
が
人

っ
た
赤
み
そ
仕
吹
て

の
勉
中
山H
間山
凶
引
の
お
雑
買
で
す
。

-v材料
(
4
人
分
)
も
や
り
8
例
、
子

し
ず
い
き
刻
宮
、
日
比
布
巷
か
ま
ぼ
こ

4
切

れ
、
ね
ぎ
の
小
川
切
リ
少
々
、
か
つ
お
節

と
昆
布
の
だ
し
汁
3
カ
ッ
プ
、
赤
み
そ
羽

町
Z
O

V
作
り
方

だ
し
汁
を
み
謄
喝
さ
せ
、
ふ

み
そ
を
と
き
入
れ
て
、
幾
分
濃
い
め
の
み

そ
汁
を
つ
く
り
ま
す
。
み
そ
汁
の
巾
に
も

ち
を
入
れ
て
、
き

っ
と
設
、
も
ど
し
た
子

し
ず
い
き
を
入
れ
て
丘
ま
す
。
慌
に
お
…
た

も
ち
と
ず
い
き
を
盛
り
、

L
L
に
ね
ぎ
、
民

介仰
を
か
ま
ぼ
、
』
の
為
切
り
を
の
せ
ま
す
。

永
み
そ
仕
江
て
で
は
な
く
、
す
ま
し
汁
に

し
て
も
、
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

田
舎
み
そ
雑
煮

mA哨

H

み
そ
を
使
、ヮ
、
ふ
る
さ
と
の
待
り

い
つ
は
い
の
、
あ

っ
き
リ
お
維
長
で
す
。

V
材
料

(

4

・

人

分

)

も

ち

4
側
、
削

り
が
つ
お
適
立
、
間
合
み
そ
大
さ
じ
7
杯
、

だ
し
口
比
命
却
セ
ン
チ

V
作
り
方

も
ち
を
娩
き
、
洗
っ
て
焦

げ
め
を
洛
と
し
て
、

H

比
街
だ
し
を
長
江
て

た
中
で
煮
ま
す
。

m品
川
み
そ
大
さ
じ
7
杯

を
溶
き
入
れ
て
ひ
と
丹
江
ち
さ
せ
、
路
に

盛
り
わ
け
て
、
削
リ
が
つ
お
を
た

っ
ぷ
り

と
ふ
り
か
け
ま
す
。

〔
い
い
配
中
間

加
相
川
町
岬
の
除
ハ維
な
な
ご
リ
を
伐
し
た
‘

m
川
・
け
止
の
待
り
い

つ
は
い
の
お
維
殺
で
す
e

v
材
料

{
4
人

分

}

も

ち

8
側
、
け

え
ぴ
8
足
、
結
ぴ
昆
布
4
鋼
、
黒
EHTい八さ

じ
2
材
、
せ
り
少
々
、
だ
し
汁
3
カ
ッ
フ、

塩
小
さ
じ
l
係
、
精
油
少
々
、
化
学
調
味

占'''
V
作
り
方

市
山
川
仏
は
む
し
の
く
っ
た
も

の
や
ゴ
ミ
を
き
れ
い
に
取
り
、

4

晩
水
に

つ
け
て
か
ら
、
ぬ
の
破
れ
ぬ
よ
う
に
広
ま

す
。
廿
え
ぴ
は
、
ひ
げ
を
切
り
そ
ろ
え
、

塩
ゆ
で
に
し
て
、
色
を
英
し
く
出
し
ま
す
。

せ
り
は
、

3
セ
ン
チ
の
長
さ
に
切
り
ま
す
e

も
ち
は
焼
か
ず
に
さ
つ
と
湯
通
し
し
ま
す
。

だ
し
汁
に
、
-
弘
、
将
油
で
昧
を
つ
け
、
す

ま
し
汁
を
つ
く
り
ま
す
。
器
に
も
ち
を
入

れ
、
そ
の
ト
ド
に
甘
え
ぴ
.
凶
引
…
句
、
せ
り
、

結
ぴ
H
比
布
を
列
せ
、
怖
か
に
す
ま
し
汁
を

そ
そ
ぎ
ま
す
。
宮
駅
す
ま
し
汁
が
に
ご
ら
な

い
よ
う
に
試
を
つ
け
ま
し
ょ
う
・
み
そ
仕

立
て
に
し
、
焼
い
た
も
ち
を
入
れ
る
の
も

-
法
で
す
。実

だ
く
さ
ん
雑
煮

い
ろ
り
に
大
き
な
鍋
を
か
け
、
そ
れ
ぞ

れ
自
分
の
器
に
と

っ
て
食
べ
る
と
い
う
長

野
風
の
実
だ
く
さ
ん
の
雑
買
を
ア
レ
ン
ジ

し
た
お
雑
魚
で
す
。
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V
材
料

(
4
人

分

}

も

ち
8
側
、
ト八

恨

5
セ
ン
チ
、
じ
ゃ
が
い
も
3
側
、
に
ん

じ
ん
4
セ
ン
チ
.
閣
も
も
肉
l
枚
、
小
松

菜
2
株
、
だ
し
汁
4
カ
γ
プ

.
U州
み
そ

削
耳
、
肺
門
油
小
さ
じ
l
u仲

V
作
り
方

大
抑
制
は
皮
を
む
き
、
日
セ

ン
チ
く
ら
い
の
厚
き
の
い
ち
ょ
う
切
り
に

し
ま
す
。
じ
ゃ
が
い
も
は
皮
を
む
き
、
乱

切
り
に
し
て
水
に

つ
け
、
あ
く
抜
き
を
し

ま
す
。
に
ん
じ
ん
は
皮
を
む
き
、
斜
め
細

切
り
に
し
ま
す
。
鵡
肉
は
、
ひ
と
け
た
の

ぶ
つ
切
り
一
小
伝
来
は
洗

っ
て品
川
…
泌
で
ゆ

で、

水
に

つ
け
て
か
ら
水
け
を
切
り
、
1

セ
ン
チ
の
長
さ
に
切
り
そ
ろ
え
ま
す
。
鍋

に
だ
し
を
入
れ
、
ト人知
山
、
に
ん
じ
ん
、

じ

ゃ
か

い
も、

鵡
肉
を
入
れ
て
や
わ
ら
か
く

約
一ま
す
，
み
そ
を
匹以
汁
少
々
で
漉
い
て、

鍋
に
加
え、

酬
内
油
、
焼
い
た
ら
ち
も
加
え

て
ひ
と
長
立
ち
さ
せ
ま
す
。
器
に
盛
リ
‘

円
み
を
山山す
よ
う
に
ゆ
で
た
小
松
菜
を
あ

し
ら

い
ま
す。

さり配
一

あ
っ
さ
り
と
し
た
味
、
航
会
人
川町み

の

ド取
点
Mm
お
姥
殺
で
す
s

-v材
料

{
4
人
分

)

も

ち

4
側
、
ひ

な
鶴

L
も
肉
l
ん
枚
、
3
ミ
リ
川げ
さ
の
か
ま

ぼ
ニ
8
枚
・

F
し
し
い
た
け
4
枚
、

つ

集
2
占
午
、
税
き
の
け
H
枚
、
だ
し
村
5
カ

Y

フ
、
出
小
さ
じ

1
U杯
、
柄
小
さ
L
2
U作
、

終
油
小
さ
じ

2
H

一一
V
作
り
方

期
肉
は
包
l
で
切
り
聞
い

一一

て
8
伐
の
地
切
り

に
し
、
柄
小
さ
じ
1
杯

一一
を
振

っ
て
お
き
ま
す
。
干
し
し
い
た
け
は

あ
っ

¢ 降 、
中小に

つ
け
て
も
ど
し
、
紬
を
除
い
て
笠
に

十
文
字
に
切
リ
め
を
入
れ
て
お
き
ま
す
。

a

・一
つ
集
ほ
溢
少
々
の
然
渇
で
色
よ
く
ゆ
で

水
に

つ
け
た
の
ち
水
け
を
経
く
と
り
‘
3

本
ず
つ
、
ひ
と
結
び
に
し
て
お
き
ま
す

だ
し
汁
を
鍬
に
入
れ
、
ひ
と
於
…~H.ち
さ
せ

出
.
柄
、時
前山仰
を
加
え
て
昧
を
と
と
の
え
、

地
肉
、
し
い
た
け
を
入
れ
て
お
…ま
す
。
浮

い
て
く
る
ア
ク
は
、
て
い
ね
い
に
と

っ
て

お
き
ま
し
ょ
う。

も
ち
は
、
ふ

っ
く
ら
と

明
い
て
品
目
…沿
に
泌
し
、
誌
に
人
れ
て
前
肉
、

し
い
た
け
、
か
ま
ぼ
よ
、
結
び

-一
つ
葉
を

盛
リ
介
せ
ま
す
《
品目…ぃ
・け
を
器
に
そ
そ
ぎ

入
れ
、
焼
き
の
り
を
浮
か
せ
て
で
き
あ
が

実t.!<さん揃Jβ.

す
べ，
き
り
岨
帽
朽
…

す
っ
き

1

市

先
の

，
あ
っ
さ
り
鐙

R
e
よ
リ
、

L
っ

と
あ

っ
さ
り
し
て
い
て
、
な
に
よ
り
も
す

っ
き
り
と
し
た
昧
を
お
好
み
の
む
に
円
以
越

の
お
却
系
て
す
。

V
材
料

(
2
人

分

)

も

や

り
1
側
、

つ
栄
l
求
、
慢
の
り
1
2
枚
、
だ
し
汁
5
カ

ッ
フ
、
州内
山
州
少
々

V
作
り
方

だ
し
汁
は
、
か
つ
い
心
節
と

H
比
め
で
と
り
、
塩
小
さ
じ
-u
A
H
仲
と叫
両
日
山
少

々
で
昧
を
と
と
の
え
ま
す
.
・
・つ
集
は
き

っ
と
ゆ
で
て
、

3
セ
ン
チ
科
在
の
長
さ
に

切
っ
て
お
き
ま
す
。
む
ち
は
境
い
た
の
ち
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洗
っ
て
焦
げ
め
を
治
と
し
‘
器
に
入
れ
ま

す
。
熱
い
だ
し
汁
を
そ
そ
ぎ
、

つ
集
そ

ち
ら
し
、
路
の
ふ
た
に
も
み

の
り
を
た
っ

ふ
り
と
の
せ
て
で
き
あ
が
り
。

※
食
べ
る

と
き
に
の
り
を
ふ
り
、
の
り
が
巡
ら
な
U

う
ち
に
食
べ
る
の
が
お
い
し
い
食
べ
五
で
す
。

円
高
菜
品
目

U
H

川
品
市
は

U
H

M

れ
に
一池
じ
る
、
と
い
う
わ
け

で
.

帆
同
時
代
以
米
、
進
駐
の
気
持
比
に
市

ん
だ
れ
ト
内
同
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
て
い
る

お
総
点

6

こ
と
し
こ
そ
は

と

立

坑

込

ん
で
い
ら
し
ゃ
る
方
に
仏
迫

u

V
材
料

A12

Lhuι
L一



な
餌
も
も
肉
l
枚
、
ち
く
わ
2
本
、
品
川
切

り
大
級
2
ミ
リ
隠
さ
8
枚
、
山
菜
l
妹
、

だ
し
汁
4
カ
ッ
プ
、
塩
小
さ
じ

I
H半、

柄
小
さ
じ
2
杯
、
持
油
小
さ
じ
同
杯

V
作
リ
方

鵡
肉
は
包
-
ー
を
入
れ
て
切

り
開
き
、

8
つ
に
切

っ
て
酒
小
き
じ
1
杯

を
ふ
り
か
け
て
、
.
ト
味
を
つ
け
て
お
き
ま

す
。
大
桜
は
、
米
少
々
を
加
え
た
渇
で
ゆ

で
ま
す
。
出
来
は
塩
少
々
を
加
え
た
品
川
…渇

で
色
よ
く
ゆ
で
、
い

っ
た
ん
水
に
さ
ら
し

て
水
け
を
切
り
、

4
セ
ン
チ
の
長
さ
に
切

り
そ
ろ
え
ま
す
。
ち
く
わ
は
、

l
本
を
8

切
れ
の
斜
め
切
り
。
鍋
に
だ
し
汁
を
入
れ

て
、
塩
小
さ
じ
l
杯
半
、
柄
小
さ
じ

2
杯

を
加
、え
て
昧
を
と
と
の
え
、

z…~叱
っ
た
ら

鶴
肉
を
入
れ
て
、
ア
ク
を
て
い
ね
い
に
す

く
い
と

っ
て
お
き
ま
す
。
次
に
L
八
恨
を
入

れ
、
ひ
と
煮
立
ち
さ
せ
、
火
を
止
め
ま
す
。

器
に
焼
い
た
も
ち
を
入
れ
、
地
肉
2
切
れ
、

大
綴
2
切
れ
、
ち
く
わ
凶
切
れ
を
形
よ
く

盛
り
A
H
せ
ま
す
e

汁
を
も
う
度
弘
前
…立
て

て
、
持
油
小
き
じ
l
々
村
を
加
え
、
品
開…い
け

を
器
に
は
っ
て
、

h
H

川
菜
を
そ
え
ま
す

3

昆
布
雑
煮

海
辺
の
人
た
ち
が
む
か
し
か
ら
好
ん
で

つ
く
っ
た
と
い
わ
れ
る
足
前
悩
作
風
の
お

おヨp

，::; l:AI爪

.
内
・
爪
ん
品
、

M
R
一

雑
殺
で
す
。

V
材
料

{
4
人

分

}

丸

も

t
J
8
綱、

か
ぶ
4
側、

uk叩
川
セ
ン
チ
角
l
枚
、
川

合
み
そ
附

E
、
け
ず
り
節
と
い
比
仰
の
だ
し

汁
4
カ

ッ
プ

V
作
り
方

伴
子
鍋
に
H
比
命
を
敷
き
、

さ
ら
に
そ
の
上
に

5
ミ
リ
M
ゆ
き
の
半
月
切

り
に
し
た
か
ぶ
を
敷
い
て
、
そ
の
し
し
に
九

も
ち
を
市
ね
な
ら
べ
、
も
ち
が
隠
れ
る
く

ら
い
ま
で
比
命
だ
し
汁
を
そ
そ
ぎ
入
れ
、

み
そ
汁
よ
り
や
や
濃
く
な
る
だ
け
の
祉
の

附
合
み
そ
を
か
た
ま
り
の
ま
ま
中
央
に
の

せ
、
火
に
か
け
ま
す
。
山
中
火
で
究
て
、

U
社

〈
者
一
』
止

っ
た
ら
弱
火
に
し
、
ゆ
岬
隊
問
十
る
せ

山
川
に
心
不
し
ゃ
く
し
で

l
L
F
に
混
ぜ
合
せ
、

ふ
た
を
し
て
、
さ
ら
に
中
火
で
2
1
3
分
。

そ
の
あ
と
、
ご
く
弱
火
に
し
て
、

5
分
ほ

ど
で
火
を
と
め
、
余
熱
で
蒸
ら
し
ま
す
。

器
に
も
ち
を
入
れ
て
、
か
ぶ
を
の
せ
、
み

そ
汁
を
そ
そ
ぎ
、
け
ず
り
節
を
た

っ
ぷ
リ

の
せ
て
で
き
あ
が
リ
。

E
Zそ
仕

U
U
1

れ
み
そ
の
芳
待
が
ふ
く
い
く
と
し
て
、

郎
の
雅
き
を
し
の
ば
せ
る
点
都
風
の
お
彬

主
で
す
。

-v材
料

(
4
人
分
)
九
も
ち
品
川
町

刷引き・
H

正
問

l
枚‘

5
ミ
リ
川
ゆ
き
の
花
形
に

ん
じ
ん
4
枚、

T
い
も
4
側
、
さ
や
え
ん

ど
う
8
枚
、
だ
し
汁
5
U川-
カ
ッ
フ
.
内
ふ

み
そ
聞
耳
、
出
少
々
、
桝
少
々
、
叫
尚
一
山
少
々

V
作
り
方

納

町

き

リ
.臓
は
l
枚
b
-8
枚

の
や

~
J
J
に
切
り
、

Mm渇
に
く
ぐ
ら
せ
ま

す
。
に
ん
じ
ん
は
、
だ
し
汁
弘
カ

ッ
ブ
に

出
少
々
を
加
え
て
.
そ
の
な
か
で
や
わ
ら

か
く
ゆ
で
て
お
き
ま
す
。
中
い
も
は
皮
を

む
き
、
た

っ
ぷ
リ
の
場
で
ゆ
で
ぬ
め
り
を

と

っ
て
、
だ
し
汁
ち
カ

ッ
プ
に
塩
、
柄
、

深
川
淵
少
々
を
加
え
て
す
ま
し
汁
て
い
ど
の

川
町
に
と
と
の
え
、
こ
れ
で
煮
て
必
き
ま
す

Q

さ
や
え
ん
ど
う
は
.
す
じ
を
と
り
、
塩
少

々
を
加
え
た
熱
湯
で
色
よ
く
ゆ
で
、
水
け

を
切
り
ま
す
。
も
ち
は
熱
湯
に
過
し
て
、

や
わ
ら
か
く
し
ま
す
。
鍋
に
だ
し
汁
4
力

ッ
ブ
を
入
れ
、
だ
し
汁
で
溶
い
た
丙
点
み

そ
を
加
え
て
‘
ひ
と
煮
立
ち
し
た
ら
-
-
q

腐
と
、
あ
ら
か
じ
め
や
わ
ら
か
め
に
し
て

お
い
た
も
ち
を
入
れ
ま
す
。
器
に
も
や
句
、
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史
い
も
、
-U
腐
、
に
ん
じ
ん
な
ど
を
形
よ

く
盛
り
合
せ
、
熱
い
み
そ
汁
を
そ
そ
ぎ
入

れ
て
、
さ
や
え
ん
ど
う
を
あ
し
ら
え
ば
で

き
あ
が
り
。

あ
ず
き
雑
煮

ち
ょ

っ
ひ
り
甘
味
の
あ
る
、
全
同
で
も

界
、
色
の
九
取
風
の
お
雑
穀
で
す
。一一.
筒
日

の
お
，
，
す
さ
ま
の
お
や
つ
に
も
長
過
で
す
a

v
材
料

{
4
人
分
}

九
も
ち
8
個、

あ
ず
き
ν々
カ
鯵
プ
、
砂
時
、
出

V
作
リ
方

や
わ
ら
か
く
ゆ
で
あ
げ
た

あ
ず
き
に
、
砂
糖
少
々
と
塩
少
々
で
あ
っ

さ
り
味
を
つ
け
、
ゆ
で
た
も
ち
を
入
れ
て

小
さ
め
の
器
に
盛
り
ま
す
。
車問
砂
給
は
で

き
る
だ
け
ひ
か
え
め
に
使
う
の
が

コ
ツ
。

入
れ
す
ぎ
る
と

e
お
し
る
こ
柑
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
か
ら
ご
用
心
。

を
ふ
り
か
け
、
蛇

μか
ら
水
を
山
山
し
な
が

ら
振
り
洗
い
し
て
、
よ
ご
れ
と
ゴ
ミ
を
と

り
の
ぞ
き
ま
す
。
大
根
は
、
皮
を
む
き
、

5
ミ
リ
M

ゆ
き
の
半
月
切
り
に
し
て
、
米
少

々
を
加
え
た
場
で
ゆ
で
て
お
き
ま
す
。
に

ん
じ
ん
は
皮
を
む
い
て
ね
セ

ン
チ

ηさ
の

給
切
り
に
し
、
ゆ
で
て
お
き
ま
す
。
れ
来

は
、
塩
少
々
を
加
え
た
、
た

っ
ぷ
リ
の
品
目
…

渇
で
ゆ
で
ま
す
。
ゆ
で
た
白
菜
の
水
け
を

切
り
、
巻
き
す
の
上
に
上
下
を
交
互
に
し

て
広
げ
て
、
の
リ
巷
き
と
同
じ
方
法
で
子

前
か
ら
し

っ
か
り
と
を
き
、
あ
と
は
巷
き

す
ご
と
立
て
て
お
き
、
水
を
切
り
ま
す
。

巻
き
す
か
ら
'日
来
を
は
ず
し
て
、

8
つ
に

切
り
わ
け
ま
す
。
鍋
に
だ
し
汁
を
人
れ
ひ

か
き
雑
煮

広
島
の
海
ぞ
い
の
地
万
で
つ
く
ら
れ
る

か
き
が
た
っ
ぷ
り
の
お
雑
煮
で
す
。

V
材
料

(
4
人

分

)

も

ち

4
側
、
か

き
却
側
、

L
人
般
加
セ
ン
チ
、

hn
菜
4
枚
、

に
ん
じ
ん
2
セ
ン
チ
、
だ
し
汁
4
カ
ッ
プ

極
小
さ
じ
l
杯
、
柄
小
さ
じ
1
杯
‘
苦
油

小
さ
じ
2
杯

V
作
り
方

か
き
は
ざ
る
に
入
れ
て
塩

と
設
立
ち
し
た
ら
、
か
き
を
入
れ
て

ア
ク

を
す
く
い
と
り
、
塩
、
柄
、

将
油
で
昧
を

と
と
の
え
ま
す
。
そ
こ
に
、
さ
ら
に
大
銀
、

に
ん
じ
ん
を
加
え
、
き

っ
と
ひ
と
殺
し
ま

す
。
器
に
焼
い
た
も
ち
を
入
れ
て
、
か
き
、

大
級
.
に
ん
じ
ん
.

h
N
来
を
形
よ
く
盛
り

合
せ
、
.
熱
く
し
た
汁
を
そ
そ
ぎ
ま
す
。
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か
き
と
ぶ
り
の
雑
煮

か
き
の
昧
と
ぷ
り
の
幽
ざ
わ
り
が
な
ん

ん
と
も
い
え
な
い
お
雑
長
で
す
。

V
材
料

で
.
人
分
)
か
き
8
倒
、
ぷ

り
2
切
れ
、
あ
な
ご
-un足
、
大
級
5
セ

ン

チ
、
あ
ぶ
ら
菜
適
{
札
、
昆
布
だ
し
汁
5
カ

ッ
プ
、
出
小
さ
し
l
杯
、
将
油
少
々
、
も

ち
4
削

m

v
作
り
方

か
き
は
一
向
れ
を
と

っ
て、

ゆ
で
ま
す
。
ぷ
り
は
、
強
め
に
温
を
ふ

っ

て
し
ば
ら
く
お
き
、
食
べ
や
す
い
大
き
き

に
切

っ
て
、
水
洗
い
を
し
て
か
ら
塩
ゆ
で

に
し
ま
す
。
あ
な
ご
は
、
素
焼
き
に
し
て

手
頃
な
大
き
さ
に
切
り
ま
す
。
だ
し
汁
を

京
立
て
て
、
塩
小
さ
じ
I
杯
、
組
問油
少
々

で
昧
を
と
と
の
え
、
あ
な
ご
、
ぷ
り
、
か

き
、
大
恨
、
あ
ぶ
ら
来
を
入
れ
て
ひ
と
殺

す
・ち
さ
せ
ま
す
。
焼
き
も
ち
を
器
に
入
れ

n.Z
-盛
り
、
品
目
…
い
汁
を
そ
そ
い
で
で
き
あ

が
り
。

岩
は
ぎ
の
り
雑
煮

岩
は
ぎ
の
り
を
使
う
、
海
の
奇
い
つ
は

い
の
島
根
風
お
雑
殺
で
す
。

V
材
料

(
4
人

分

)

九

も

ち

8
側、



岩
は
ぎ
の
り
附

E
、

し
汁
、
終
油
、
出

V
作
り
方

だ
し
汁
に
塩
と
梼
油
を
少

々
加
え
て
、
す
ま
し
汁
を
つ
く
り
ま
す
。

す
ま
し
汁
の
な
か
に
、
九
も
ち
を
入
れ
て

広
ま
す
。
器
に
盛
り
、
岩
は
ぎ
の
り
を
た

っ
ふ
リ
の
せ
て
、
か
つ
お
節
を
か
け
て
で

き
あ
が
り
。

か
つ
お
節
初

g
、

こ
ん
が
り
焼
い
た
銅
が
正
行
ば
し
い
、
四

阿
乃
海
辺
の
村
々
の
お
雑
魚
で
す
e

V
材
料

{
4
人

分

)

も

ち

4
側
、
鯛

ま
た
は
あ
な
ご
な
ど
の
自
身
の
魚
4
切
れ
、

mr，い
も
2
倒
、
ご
ぼ
う
日
セ
ン
チ
‘
ほ
う

れ
ん
そ
う
2
株
、
だ
し
汁
4
カ
y
プ
、
出

小
さ
じ
l
杯
、
柄
小
さ
じ
l
w作
、
精
油
小

さ
じ
1
杯
平

V
作
り
方

鯛
は
強
火
の
述
火
で
、
こ

ん
が
り
と
尚
.
由
を
焼
い
て
お
き
ま
す
。

mt

い
も
は
山
況
を
む
き
、

3
ミ
リ
り
さ
に
切
り

出
少
々
を
加
え
た
湯
で
ゆ
で
て
‘
ぬ
め
り

を
洗
い
流
し
て
お
き
ま
す
。
ご
ぼ
う
は
皮

を
こ
そ
ぎ
と
り
、

4
咋
分
し
、
縦
8
つ
切

り
に
し
て
ゆ
で
ま
す
。
ほ
う
れ
ん
草
は
、

極
少
々
を
加
え
た
熱
湯
で
、
色
よ
く
ゆ
で

て
水
に
さ
ら
し
、
水
け
を
切
っ
て
4
セ
ン

チ
て
い
ど
の
長
さ
に
切
り
そ
ろ
え
ま
す
。

鍋
に
だ
し
汁
を
入
れ
、
塩
、
病
を
入
れ
、

煮
立
っ
た
ら
醤
油
を
加
え
て
、
湯
通
し
し

た
も
ち
を
加
え
て
ひ
と
殺
立
ち
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
堅
い
ら
、
ご
ぼ
う
を
加
え
て
ひ

と
孜
立
ち
し
た
ら
、
火
を
止
め
ま
す
。
器

に
も
ち
を
入
れ
、
娩
き
鋼
、
剛ι
い
も
、
ご だ

ぼ
う
を
彩
よ
く
盛
り
ム
ロ
せ
、
熱
い
汁
を
は

っ
て
、
は
う
れ
ん
そ
う
を
そ
え
ま
す
。

筑
前
雑
煮

塩
ぷ
り
、
焼
き
あ
ご
な
ど
、
玄
海
の
事

を
た
っ
ふ
り
と
使
っ
た
筑
前
惇
多
風
の
お

殺
煮
で
す
。

V
材
料

〈
4
人

分

)

丸

も

ち

4
側、

掛
川
き
あ
ご

5
本
、
塩
ぷ
り
4
切
れ
、
か
つ

お
菜

m
z、
し
い
た
け
4
枚
、
に
ん
じ
ん

5
セ
ン
チ
、
弔
い
も
4
例
.
か
ま
ぼ
こ
4

枚
、
ご
ぼ
う
5
セ
ン
チ
、
こ
ん
に
ゃ
く
%

枚
、
大
恨
5
セ
ン
チ
.
細
切
り
す
る
め
少

々
、
持
油
、
出

V
作
り
方

焼
き
あ
ご
は

一
晩
水
・
に
つ

け
、
汁
を
こ
し
て
、
火
に
か
け
、
哲
油
、

塩
谷
小
さ
じ
1
停
を
加
え
ま
す
。
塩
ぶ
り

は
ゆ
で
、
大
恨
は
給
切
り
。
し
い
た
け
、

に
ん
じ
ん
、
里
い
も
、
ご
ぼ
う
.
こ
ん
に

ゃ
く
は
ひ
と
円
大
に
切
っ
て
簿
此
怖
を
つ
け

て
お
き
ま
す
。
か
ま
ぼ
こ
も
ひ
と
日
大
。

か
つ
お
菜
と
も
ち
は
ゆ
で
て
お
き
ま
す
。

器
に
薄
味
を
つ
け
た
大
根
を
敷
い
て
、
九

も
ち
と
他
の

R
を
の
せ
て
、
熱
く
し
た
汁

を
そ
そ
ぎ
ま
す
。

崎
風
の
お
維
殺
で
す
。

V
材
料

(
4
人
分
)
丸
も
ち
4
個、

え
ぴ
4
尾
、
単
ぷ
リ
4
切
れ
、
自
菜
4
校
、

日
比
布
巻
か
ま
ぼ
こ
4
切
れ
、
鵡
肉
印

g
、

ゆ
で
卯
2
鋼
、
だ
し
汁
4
カ
ッ
プ
、
塩
小

さ
じ
1
杯
、
持
油
大
さ
じ
1
杯
半

V
作
り
方

、
ぇ
ぴ
は
頑
と
背
わ
た
を
と

り
、
住
を
む
い
て
ゆ
で
、
塩
ぷ
リ
も
ゆ
で

て
お
き
ま
す
。

'H
菜
は
き
っ
と
ゆ
で
て
巻

き
す
で
巻
き
、

5
セ
ン
チ
て
い
ど
の
長
さ

に
切
り
ま
す
。
昆
街
、
か
つ
お
節
で
と

っ

た
だ
し
汁
を
火
に
か
け
、
塩
を
入
れ
殺
な

っ
た
ら
脅
油
を
加
え
て
、
鶏
肉
を
入
れ
ま

す
。
次
に
、
え
ぴ
、
見
布
巻
か
ま
ぼ
こ
と

白
菜
を
入
れ
、
弘
め
る
で
い
ど
に
さ

つ
と

4ラ

ぴ

昧

食

;1i 
~11 煮|
長L_ _I 



長
ま
す
。
も
ち
は
焼
い
て
器
に
入
れ
、
泊

肉
、
え
ぴ
、
か
ま
ぼ
こ
、

円
菜
、
半
分
に
切

っ
た
ゆ
で
卵
亭
必
岨
H
7
・
熱
い
す
ま
し
討
を
そ

そ
ぎ
ま
す
。
そ
き
ゆ
ず
を
あ
し
ら
う
と
、
風

味
が
明
し
て
い
っ
そ
う
お
い
し
く
な
り
ま
す
。

大
分
県
柏
村
庄
の
し
い
た
け
の
昧
を
生
か

し
た
、
ひ
な
び
た
お
雑
穀
で
す
。

V
材
料

{
4
人

分

)

九

も

ち

4
側
、

h
H
拍車
2
校
、
干
し
し
い
た
け
4
枚
、
ね
ぎ

l
本
、
だ
し
汁
6
カ
ッ
プ
、
み
そ
大
さ
じ

6
H仲

V
作
り
方

れ
拍車
は
策
先
だ
け
を
ぎ
く

切
り
に
し
、
し
い
た
け
は
水
に
も
ど
し
て

そ
ぎ
切
リ
、
ね
ぎ
は
斜
め
切
り
に
し
て
お

き
ま
す
。
鍋
に
だ
し
村
を
入
れ
、
し
い
た

け
の
つ
け
汁
も
合
せ
て
京
江
て
‘

h
H
来、
と

し
い
た
け
を
入
れ
て
、
や
わ
ら
か
く
な
っ

た
ら
、
汁
で
み
そ
を
溶
い
て
加
え
ま
す
。

ね
ぎ
を
加
え
て
、
ひ
と
設
立
ち
さ
せ
た
ら

で
き
あ
が
り
で
す
。由

日
巧、

T
在
計
二

、、f
t
・-
J
1
k
九
占
T
4
4
山

一

実
だ
く
さ
ん
の
お
汁
の
な
か
に
、
油
川向

げ
の
ほ
ど
よ
い

コ
ク
が
浴
け
た
ん
川
崎
風
の

お
雑
系
で
す
。

V
材
料

{4
人
分
)

九
も
ち
4
側
、

中
い
も
4
側
、
油
仰向
け
1
枚
、
干
し
し
い

た
け
4
枚
、
叫
味

川比仰判
2
側
、
ぜ
も
や
し

m

g
、
ば
い
れ
叩

g.
か
ま
ぼ
こ
4
枚
、
.
だ

し
汁
2
カ
ッ
プ
、
別
に
日比
仰
と
か
つ
む
節

で
と
っ
た
だ
し
汁
6
カ
ッ
プ
、
砂
掛
町
小
さ

じ
2
料
、
時
前
油
大
さ
じ
l
杯
、

さ
じ
l
係、

出
小
さ
じ
1
料
、

さ
じ
2
杯

マ
作
り
方

市

い
も
は
ゆ
で
て
皮
を
む

き、

油
師
向
げ
は
品
川
…
市
内
に
か
け
て
備
に
6
つ

切
り
に
し
、
し
い
た
け
は
水
に
も
ど
し
て

石
づ
き
を
と
り
、
凍
-
U
席
も
も
ど
し
て
タ

ン
ザ
ク
切
り
に
し
ま
す
。
だ
し
汁
を
鍋
に

入
れ
‘
先
に
別
立
し
た
日
パ
を
入
れ
て
、
ひ

と
煮
し
て
だ
し
け
2
カ
y

フ
、
砂
叫町
、
特内

油
小
さ
じ
2
U仲
‘
日
本
柄
を
加
え
て
京
ま

す
。
一
段
も
や
し
は
、

V
M
M
E
般
を
と
り
、

光
の
鍋
に
以
後
に
入
れ
て
お
一
ま
す
。
だ
し

汁
6
カ
ッ
フ
に
、
ば
い
貝
の
薄
切
り
を
入

れ
て
禿
立
て
、
増
、

符
油
小
さ
じ
l
料、

み
リ
ん
を
入
れ
て
昧
を
と
と
の
え
ま
す
。

ホ
に
つ
け
た
九
も
ち
を
ボ

l
ル
に
と
り
、

熱
備
を
か
け
て
ふ
た
を
し
て
、
冷
め
た
ら

渇
を
・
』
ぼ
し
て
ま
た
お
湯
を
か
け
ま
す
。

州
じ
こ
と
を
3
同
ほ
ど
く
り
か
え
す
と
、

も
ち
は
ほ
ど
よ
い
や
わ
ら
か
き
に
な
り
ま

す
。
ば
い
H
H

の
入
っ
た
だ
し
汁
を
熱
く
し

器
に
ば
い
れ
を
盛
っ
て
、
も
ち
を
入
れ
、

日パ
と
か
ま
ぼ
こ
を
あ
し
ら
っ
て
、
熱
く
し

た
ば
い
民
入
り
の
だ
し
汁
を
そ
そ
け
ば
で

き
あ
が
り
で
す
。

日
本
・州
大

み
り
ん
大

す
る
め
雑
煮

す
る
め
な
ら
で
は
の
い
い
昧
が
溶
け
た

肥
後
熊
ふ
風
の
お
後
主
で
す
。

V
材
料

(4
人
分
)

九
ら
ち
4
例
.

す
る
め
yh
-
枚
.
も
や
し
削
耳
、
に
ん
じ
ん

別

g
、
ト八
銭
削

g
、
紙
ぴ
日比
街
4
側
、
だ

し
汁
6
カ
ッ
プ
、
極
小
さ
じ
l
係
、

明内
川川

小
さ
じ
2
M仲

V
作
り
方

す
る
め
は
ハ
サ

ミ
で
4
セ
ン
チ

HK

さ
の
タ
ン
ザ

ク
に
切
リ
、

d
U

や
し
は
根
を
と

り
‘
に
ん
じ
ん

は
4
セ
ン
チ
長

さ
の
タ
ン
ザ
ク

に
切
り
ま
す
。

大
似
ば

5
ミ
リ

呼
さ
の
給
切
り

か

半

円
切
り

に
し
ま
す
。
H
比

仰
は
山
山
セ
ン
チ

H
K
さ
の

2
セ
ン

チ
一
郎
に
切
り
、

紙
ぴ
日比
仰
を
つ

く
リ
ま
す
。
鍋

に
だ
し
汁
と
民

布
、
す
る
め
、

l
I
ll
i
-
-

大
恨
を
入
れ
て
火
に
か
け
、
凋
味
料
で
川崎

ち
8
側、

塩
小
さ
じ
l
し

A
H

を
と
と
の
え
ま
す
。
器
に
大
恨
を

.
枚
入

V
作
り
方

ド

し
ょ宇
・えぴ
8
尾
は
、

水

れ
、
渇
で
殺
た
も
ち
を
の
せ
、
ほ
か
の
只

6
カ
ッ
フ
で
ゆ
で
て
た
し
を
と
り
、
ふ
さ

を
盛
り
ん
口
せ
、
汁
を
そ
そ
ぎ
ま
す
。

ん
で
こ
し
て
塩
小
さ
じ

l
h
で
味
を
と
と

の
え
ま
す
。
に
ん
じ
ん
は
1
セ
ン
チ

ηさ

の
給
切
リ
に
し
.

梅
形
に
紋
い
て
、
ゆ
で

ま
す
。
い
ん
け
ん
は
炊
き
を
半
分
に
切
リ

色
よ
く
ゆ
で
あ
げ
ま
す
。
し
い
た
け
は
少

Hm
の
だ
し
汁
で
ひ
と
似た
し
て
、
昧
を
合
ま

せ
ま
す
。
も
ち
は
焼
い
た
の
ち
、
洗
っ
て

焦
げ
め
を
沼
と
し
器
に
入
れ
て
、
え
ぴ
、

に
ん
じ
ん
.
し
い
た
け
、
ね
ぎ
、
い
ん
げ

ん
を
の
せ
て
だ
し
汁
を
は
り
ま
す
。

.ト
L
A
m
A
ぴ
初
見

下
し
事
え
ぴ
で
だ
し
を
と
る
コ
ク
の
あ

る
お
維
殺
で
す
。
身
だ
く
さ
ん
な
の
で
、

符
い
人
に
も
松
地
で
す
。

V
材
料

(
4
人
分
}

γ

「
し
唱
え
ぴ
8

培
、
京
に
ん
じ
ん

ωセ
ン
チ
、
し
い
た
け

4
枚
、
鴨
凶
ね
ぎ
と
い
ん
げ
ん
少
々
、
も



術館美鹿

山市へ至 る道
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、
グ
リ
ー
ン
ま
ぶ
し
い
異
郷
の
地
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豪
華
な
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南
海
の
楽
園
で
太
陽
を
か
ら
だ
一
杯
に
浴
び
て
|
|

帰
る
の
が
イ
ヤ
に
な
る
か
も

5日間コース
ぎ781000
出発日 帰国自

1月29日(木)~2月 2日(月)
2月18日(水)~2月22日(日)

3月 7日(日)~3月刊日(木)
日程

1日目 東京発(夜)ゆ

2日目
グアム渚
午後グアム島半日観光〈グアム;自〉

3日目 終日自由行動

一
4日目

各種オプショナルツアーをお楽しみ〈
fこさい 〈グアム泊〉

5日目 + グアム発(早朝)→東京渚

-ゲ戸ム夢の結婚式
グアムでのf，J;Wo式が、いまではもうとて L身

近かなものとなリました。 あなたも;常誕の'~~

1，，1 で結~Äをなさいませんか。

・式 場 ST，FEDELIS CHURCH 
.t'i 111 S250，OO(お 2人分)

争式料、結~~~IEIIII g、ホテルから

の送迎資、ブーケ、オルガン出会

を合みます。
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世
界
の
有
名
ク
一
女
フ
を
斬
る
女

地
中
海
ク
ラ
ブ
の
バ
カ
ン
ス
哲
学

IZ--丁

自
然
と
健
康
と
人
の

b

点
れ
あ
い
を
コ
l
芳
A
1

、
不
イ
ト
す
る

「
地
中
海
ク
女
フ
の
組
織
と
運
営
」

海外・・-
æ~[fD@~u 

青
柳
洋
次
郎

(
社
)
日
本
能
率
協
会
闘
際
事
業
郎

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

①
そ
の
生
い
立
ち
と
発
展

こ
の
多
国
籍
型
会
員
制
レ
ジ
ャ
ー
組
織

の
誕
生
に
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
の
は

国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
界
の
ベ
テ
ラ
ン
、

G
・

プ
リ

ッ
ツ

(
現
在
、
副
社
長
)
と
シ
ナ
リ

オ
・
ラ
イ
タ
ー
、
新
聞
記
者
の
経
験
を
持

ち
、
若
い
頃
に
は
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
を
夢
み

た
と
い
う
エ

ン
タ
ー
テ

l
ナ
l
、
オ
ル
ガ

ナ
イ
ザ
ー
の
天
分
を
持
つ

G
-
ト
リ
ガ
ノ

(
現
在
、
社
長
)
の
出
会
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
次
大
戦
後
ま
も
な
い

一
九
五

O
年

進
駐
軍
関
係
の
廃
品
回
収
業
か
ら
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
用
品
を
扱
い
品
目
と
す
る

「
ト
り

ガ
ノ
・
バ
カ
ン
ス
社
」
の
経
営
を
父
親
か

ら
引
き
継
い
だ
ト
リ
ガ
ノ
は
、
当
初
同
好

の
士
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
た
ス
ポ
ー

ツ
・
ク
ラ
ブ
「
地
中
海
ク
ラ
ブ
L

の
会
長

プ
リ

ッ
ツ
と
共
に
南
ス
ペ
イ
ン
・
マ
ジ
ヨ

ル
カ
島
に
テ
ン
ト
二

O
O張
り
の
簡
易
バ

カ
ン
ス
村
建
設
と
い
う
共
岡
市
中
業
に
従
事

し
た
。
も
と
よ
り
二
人
は
ス
ポ
ー
ツ
や
他

の
楽
し
み
を
人
一
倍
亨
受
す
る
性
格
で
あ

り
、
自
ら
も
大
い
に
楽
し
む
他
、
仲
間
が

憩
い
、
ス
ポ
ー
ツ
に
興
ず
る
あ
り
織
を
見

て
自
ら
の
バ
カ
ン
ス
哲
学
を
貫
く
と
い
う

形
で
事
業
が
起
こ
っ
た。

こ
の
ブ
リ
ッ
ツ
と
ト
リ
ガ
ノ
の
出
会
い

は
単
に
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
用
品
業
者
と
ク
ラ

ブ
組
織
者
と
の
う
ま
い
取
り
合
せ
と
し
て

ば
か
り
で
は
な
く
、
ベ
ル
ギ
ー
の
誇
る
水

上
ス
キ

l
・
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
、
あ
る
い
は

国
際
ポ

ロ
チ
l
ム
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
界
の
花
形
と
経
営
手

腕
に
秀
い
で
、

し
か
も
各
界
の
リ
ー
ダ
ー

を
組
織
づ
け
、
ク
ラ
ブ

・
ラ
イ
フ
を
た
く

み
に
演
出
す
る
こ
と
に
才
た
け
た
者
と
の

出

っ
く
わ
し
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
二
人
の
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
コ

ン
ビ

ネ
ー
シ
ョ

ン
が
そ
の
後
の
「
地
中
海
ク
ラ

ブ
」
の
性
絡
を
築
く
の
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。

一
九
五
三
年
に
は
南
フ
ラ
ン
ス
、
ギ
リ

シ
ャ
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
地
中
海
沿
岸
に
大

変
簡
素
な
も
の
で
は
あ
る
が
保
養
施
設
が

建
設
さ
れ
、

一
九
五
四
年

γ
は
、
現
社
長

G
-
ト
リ
ガ
ノ
が
同
ク
ラ
ブ
に
移
籍
し
て

経
営
に
参
加
し
た
。
さ
ら
に

一
九
五
五
年

そ
れ
ま
で
非
営
利
的
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
小

規
模
な
発
展
過
程
に
あ
っ
た
ク
ラ
ブ
は
、

改
め
て
休
暇
旅
行
ク
ラ
ブ
と
し
て
再
編
成

さ
れ
、
「
有
限
会
社

・
地
中
海
ク
ラ
ブ
」

と
し
て
発
足
し
た
。

ラ2



11 '~II 
一
九
五
七
年
に
は
資
本
を
公

開
す
る
「
株
式
会
社
・
地
中
海

ク
ラ
ブ
」
へ
と
発
展
し
、

一
九

六
三
年
、
代
表
取
締
役
社
長
に

ト
リ
ガ
ノ
、
同
副
社
長
に
ブ
リ

ッ
ツ
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
、
多

国
籍
化
し
て
行
く
ク
ラ
ブ
の
組

織
作
り
の
基
礎
を
固
め
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
「
欧
州
観
光
ク
ラ
ブ
」

の
合
併
な
ど
、
そ
の
卒
業
規
模

の
拡
大
に
伴
い
、
当
初
の
簡
素

な
保
養
施
設
に
加
え
て
、
効
率

化
、
組
織
化
な
ど
の
観
点
か
ら

近
代
的
胞
設
を
備
え
た
バ
カ
ン

ス
村
も
数
多
く
つ
く
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

①

前

と運営

パ
リ

・
ブ
ル
ー
ス
広
場
に
接
し
た

一
角

に
本
社
を
待
つ
地
中
海
ク
ラ
ブ
は
引
在
六

五
の
バ
カ
ン
ス
村
を
地
中
海
沿
岸
に
持
ち

一
九
七
九
年
ま
で
に
世
界
主
要
観
光
地
に

三
五
ヵ
所
の
増
設
を
計
画
中
で
あ
る
。
従

っ
て

「七

0
年
代
に
一

O
O
ヵ
所
の
バ
カ

ン
ス
村
を
持
つ
」
と
い
う
事
業
計
画
で
あ

る。
資
本
調
達
の
而
か
ら
見
る
と
ロ
ス
チ
ヤ

イ
ル
ド
・
グ
ル
ー
プ
を
筆
頭
と
し
、
大
手

株
主
六
社
が
全
株
式
の
大
半
を
握
っ
て
お

り
、
役
員
持
株
の
割
合
は
わ
ず
か
五
%
に

す
ぎ
な
い
(
図
1
参
照
)
。
こ
の
こ
と
は

後
で
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
が
、

地
中
海
ク
ラ
ブ
の
発
展
を
支
え
る
大
き
な

要
因
の

一
っ
と
も
な
っ
て
い
る
。

ク
ラ
ブ
の
会
員
数
は
過
去
三
ヵ
年
間
に

一
度
加
入
し
た
者
を
含
む
総
会
員
数
、

二

五

O
万
人
(
内
、
日
本
国
籍
を
有
す
る
も

の
六

O
O
O人
)
を
数
え
る
。
運
営
方
式

は
名
の
示
す
通
り
メ
ン
バ
ー
シ

ッ
プ

(会

員
制
)
で
な
さ
れ
、
入
会
金
二

0
フ
ラ
ン

と
年
会
費

一
五
フ
ラ
ン
(
一
フ
ラ
ン

1
約

七

O
円
)
を
支
払
い
、
所
定
の
登
録
用
紙

に
記
入
し
て
会
員
の
申
請
を
す
る
。
会
員

に
な
る
と
夏
、
冬
の
シ
ー
ズ
ン
前
に
本
部

も
・し
く
は
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
{
日
本
の
場
合
は
地
中
海
ク
ラ
ブ
・

ジ
ャ
パ
ン
)
よ
り
各
地
の
バ
カ
ン
ス
村
ご

• -a .，. 
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ー
二
二
%
で
、

一
九
六
九

1
一
九
七
O
年

に
は
四
O
%
強
の
増
加
率
を
見
せ
た
。
会

員
の
国
籍
内
訳
は
フ
ラ
ン
ス

一
二
O
万
人
、

イ
タ
リ
ア
三
O
万
人
、
ベ
ル
ギ
ー
及
び
ド

イ
ツ
が
そ
れ
ぞ
れ
二

O
万
人
、
イ
ギ
リ
ス

及
び
ス
イ
ス
が
そ
れ
ぞ
れ

一
O
万
人
、
ア

メ
リ
カ
な
ど
そ
の
他
の
国
が
残
り
の
四

O

万
人
と
い
う
あ
ら
ま
し
で
あ
る
が
、
最
近

特
に
外
国
人
の
加
入
率
が
著
し
く
伸
び
、

会
員
の
分
布
が
広
域
化
の
傾
向
を
見
せ
て

い場。。職
業
別
に
み
る
と

一
九
六
七
年
、
フ
ラ

ン
ス
財
政
省
の
フ
ラ

ン
ス
国
内
に
あ
る
バ

カ
ン
ス
村
九
ヵ
所
、

二

O
六
四
名
を
対
象

と
し
た
調
査
に
よ
れ

ば
、
会
員
の
平
均
年

齢
は
三
四
歳
、
男
子

が
や
や
多
く
、
そ
の

う
ち
五
O
%
が
中
流

以
上
の
自
由
業
(
弁

護
士
、

医
者
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
、
文
筆

業
)
及
ぴ
公
務
員
、

銀
行
、
保
険
会
社
の

勤
務
者
で
あ
り
、
決

し
て
ハ
イ
・
ソ
サ
エ

テ
ィ
ー
と
は
言
え
な

い
が
、
月
収

一
七
五

0
フ
ラ
ン
(
邦
貨
約

と
に
カ
ラ

l
写
真
を
満
載
し
た
膨
大
な
ぺ

l
ジ
に
の
ぼ
る
観
光
案
内
が
送
ら
れ
て
来

る。

機
に
応
じ
て
各
種
パ

ッ
ケ
ー
ジ

(
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
パ

リ
を
基
点
に
し
た

往
復
交
通
費
、

一
週
間
単
位
の
滞
在
費
を

含
め
た
も
の
)
の
案
内
が
あ
り
、
会
員
は

自
分
の
興
味
と
計
画
に
合
わ
せ
て
希
望
の

バ
カ
ン
ス
村
を
申
し
込
む
と
い
う
仕
組
み

で
あ
る
。
会
員
の
増
加
率
は
年
平
均
二

O

土
A
F
h
~
、

一
O
万
五
千
円
)
以
上
の

い
わ
ば
中
流
ク

ラ
ス
が
そ
の
構
成
の
中
心
を
占
め
て
い
る

と
-zp
え
よ
う
。

ク
ラ
ブ
の
組
織
は
ミ
う
し
た
ク
ラ
ブ
・

メ
ン
バ
ー
(
町
・
附
と
呼
ば
れ
る
)
の
他

'l

e
:
 

に
G
・
O
と
呼
ば
れ
る
人
々
か
ら
な
り
、

こ
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
合
い
で
地
中
海

ク
ラ
ブ
組
織
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
り

注
意
深
く
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
観
察
し

た
い
が
、
こ
の
号
で
は
組
織
を
構
成
す
る

成
員
と
し
て
の
み
取
り
あ
げ
て
お
き
た
い
。

厳
密
な
数
字
は
持
ち
合
わ
せ
な
い
が
、

従
業
員
と
し
て
の

G
-
O
は
約

一
万
三
千

人
に
及
ぶ
。

G
-
O
の
ク
ラ
ブ
の
役
割
は

大
変
多
様
で
あ
る
が
、
こ
の

G
・
0
の
中

に
は
バ
カ
ン
ス
村
で
の
コ
ッ
ク
や
清
掃
及

び
他
の
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
(
維
持
)
業
務

に
当
る
人
々
(
ク
ラ
ブ
内
で
は
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
-
エ
ン
タ
ー
テ

l
ナ
l
・
オ
ル

33% 

12% 

8% 

800 

5% 

34% 

315.000人

1971/1011 調べ

株主栂成

エドモンド・ロスチャイルド・グループ

アメリカン・エクスフョレス干上
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カナダ金融機関
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その他
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ガ
ナ
イ
ザ
!
の
役
割
を
演
ず
る
い
わ
ゆ
る

G
・
O
と
別
称
し
て
町

-
U
と
呼
ば
れ
て

い
る
)
も
含
ま
れ
て
お
り
、
ク
ラ
ブ
運
営

に
直
接
従
事
す
る
人
々
が
こ
れ
で
あ
る
。

ト
リ
ガ
ノ
会
長
と
接
見
し
た
折
、

G
-

O
や
P
・
L
を
従
業
員
と
し
て
理
解
し
よ

う
と
し
た
ら
、

「
地
中
海
ク
ラ
ブ
は
ク
ラ

ブ
で
あ
り
、

G
-
O
J
U
P
・
L
も
ク
ラ
ブ

の
構
成
員
で
あ
る
。
そ
の
限
り
で
は
役
割

こ
そ
異
な
る
が

G
・
M

(
一
般
的
に
は
客

に
当
る
)
と
全
く
等
し
い
/
・
」
と
ピ
シ
ャ

ツ
と
や
ら
れ
た
。
ち
ょ
っ
と
、
や
や
っ
こ

し
い
面
も
あ
る
が
、
聞
い
て
み
る
と
な
る

ほ
ど
と
う
な
ず
け
る
。
も
っ
と
も
、
ク
ラ

ブ
内
で
は

一
般
社
会
に
通
用
し
て
い
る
貨

幣
を
締
め
出
し
、
ビ
ー
ズ
を
そ
れ
に
と
っ

て
代
え
る
と
い
う
よ
う
に
特
異
な
シ
ス
テ

ム
を
あ
ち
こ
ち
に
ひ
い
て
い
る
ク
ラ
ブ
で

• 



あ
る
の
で
そ
れ
に
従
っ
て
理
解
せ
ざ
る
を

得
な
い
。

こ
こ
で
は
容
と
従
業
員
、
清
掃
夫
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
り
を

も
っ
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
・
オ
|
ガ
ナ
イ
ザ
|

(
G
・
O
)
と
ジ
ェ
ン
ト
ル
・
メ
ン
バ
ー

(
G

-
M
)
な
の
で
あ
る
。
一
つ
の
バ
カ
ン
ス

村
に
は

一
五

O
人
か
ら
二

O
O人
の
G
・

0
が
働
い
て
い
る
。
こ
の

G
・
0
の
中
に

は
社
長
の
ト
リ
ガ
ノ
、
副
社
長
の
ブ
リ
ツ

ツ
を
初
め
パ
リ
本
部
の
従
業
員
(
?
)
も

含
ま
れ
て
い
る
。
パ
リ
に
置
か
れ
た
本
部

は
世
界
各
地
の
バ
カ
ン
ス
村
の
運
営
及
び

販
売
活
動
の
七

O
%
を
行
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
マ

l
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
部
(
版

売
、
宣
伝
、
情
報
管
理
)
、
新
規
事
業
部

(
予
算
管
理
、
企
画
、

G
・
0
募
集
、
仕
入
)
、

運
営
部
(
協
力
村
買
収
、
地
方
監
督
、

G

-
O
管
理
)
、
輸
送
業
務
部
(
航
空
機
、

汽
車
、
配
置
パ
ッ
ク
化
)
、
建
設
部
(
自

然
管
理
、
建
設
事
業
、
技
術
設
備
)
、
財

務
部
な
ど
が
あ
り
、
各
種
委
員
会
、
取
締

役
会
な
ど
頭
脳
の
部
分
に
当
る
も
の
も
中

央
本
部
に
置
か
れ
て
い
る
。

@ 地
中
海
ク
ラ
ブ
を
組
織
構
成
、
施
設
及

び
運
営
の
静
的
編
成
な
ど
い
わ
ば
ハ
ー
ド

な
面
か
ら
概
観
し
て
き
た
が
、
次
に
組
織

・
運
営
の
ソ
フ
ト
な
面
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
面
か
ら
観
察
し
て
み
た
い
。
こ
め
視
点

は
地
中
海
・
ブ
自
体
も
重
視
し

努
力
し
て
い
る
事
柄
が
多
く
発
見

で
き
、

一
般
的
に
は
メ
ン
バ
ー
シ

ッ
プ
を
と
る
事
業
に
最
も
重
.
要
な

点
が
伺
え
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

そ
の

一
つ
は、

G
-
O
の
制
度

で
あ
ろ
う
。
先
月
号
で
紹
介
し
た

ト
リ
ガ
ノ
社
長
の
バ
カ
ン
ス
哲
学

の
理
念
的
レ
ベ
ル
か
ら
バ
カ
ン
ス

生
活
へ
と
具
体
化
す
る
役
割
を
演

ず
る
の
で
あ
る
。

G
-
O
は
地
中

海
ク
ラ
ブ
の
志
向
す
る
も
の
を
最

も
よ
く
理
解
し
、
村
で
の
生
活
を

そ
の
理
念
に
従
っ
て
促
し
、
ク
ラ

ブ
組
織
を
有
機
的
な
も
の
に
な
ら

し
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

一
方
で
は
理
念
的
な
も
の
か
ら
具

体
的
な
生
活
そ
の
も
の
へ
と
、
他

方
で
は
会
員
相
互
間
を
よ
り
密
接

な
も
の
た
ら
し
め
る
。
い
わ
ば
タ
テ
と
ヨ

コ
の
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
役
割
を

持
つ
。そ

し
て
、

G
・
0
自
身
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
が
地
中
海
ク
ラ
ブ
の
性
格
を
表
現

し
、
そ
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
さ
が
地
中
海
ク
ラ

ブ
そ
の
も
の
と
し
て
体
験
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
あ
る
時
は
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
(
指
導
員
)
と
し
て
、
ま
た

あ
る
時
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
集
会
、
討
議
形

式
の
研
究
会
)
に
お
け
る
司
会
者
と
し
て

ま
た
、
村
で
行
な
わ
れ
る
祭
り
の
エ
ン
タ

ー
テ
1
ナ
!
と
し
て、

地
中
海
ク
ラ
ブ
の

-圃圃-

4 咽

メ
ン
バ
ー
の
接
す
る
周
辺
を
し
っ
か
り
と

オ
ル
ガ
ナ
イ
ズ
す
る
と
い
う
こ
の
ク
ラ
ブ

の
最
も
特
徴
の
あ
る
部
分
を
担
当
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
世
界
に
多
国
籍
化
し
た
レ

ジ
ャ
ー
-
ビ
ジ
ネ
ス
は
他
に
も
存
在
す
る

が
メ
ン
バ
ー
な
い
し
は
客
と
の
接
点
を
こ

の
よ
う
に
厚
い
層
で
結
ん
で
い
る
も
の
は

他
に
類
例
が
な
く
、
こ
の
人
達
の
働
き
と

切
り
離
し
て
、
地
中
海
ク
ラ
ブ
の
組
織
の

有
機
性
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
の
点
は
多
種
多
様
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
開
発
に
よ
り
、
組
織
機
能
を
拡
大
し
、

バ
カ
ン
ス
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る
側
の
パ
ラ

• 

エ
テ
ィ
ー
を
一
層
豊
か
な
も
の
に
し
て
い

る
点
で
あ
る
。
こ
の
点
の
理
解
に
つ
い
て

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
極
く
基
礎
的
な
ハ

ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
関
係
を
類
推
す
れ
ば
す

ぐ
に
う
な
ず
け
る
こ
と
で
あ
る
。
地
中
海

沿
岸
、
否
、
今
や
全
世
界
の
観
光
地
へ
と

そ
の
広
が
り
を
持
つ
バ
カ
ン
ス
村
は

一
つ

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
。
そ
し
て
、
現

在
六
五
ヵ
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
待
つ
地

中
海
ク
ラ
ブ
の
利
用
の
仕
方
は
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
が
一
つ
培
え
る
た
び
に
幾
可
級
数
的

に
そ
の
ス
ペ
ッ
ク
(
こ
こ
で
は
パ

ッ
ケ
ー

ジ
)
の
多
様
性
は
増
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
の
順
列
組
合
わ
せ
の
中
か
ら
野
性
に

富
ん
だ
も
の
、
高
原
の
爽
や
か
さ
を
パ
ッ

ケ
ー
ジ
し
た
も
の
、
海
と
太
陽

に
満
ち
満
ち
た
も
の
、
と
て
も

ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
な
も
の
が
選
び

出
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
西
欧

の
人
々
は
こ
う
し
た
画

一
的
で

な
い
、
固
性
的
な
も
の
、
選
択

し
得
る
も
の
を
好
む
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
バ
カ
ン
ス
の
無
限

な
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
を
地
中
海
ク

ラ
ブ
は
組
織
の
規
模
、

G
-
O

制
度
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
多
様
性

の
総
合
的
効
果
の
中
か
ら
生
み

出
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
多
様

性
は
ク
ラ
ブ
の
静
飾
州
市
階
ト
動

的
に
変
え
、
有
機
的
に
息
づ
か

せ
か
創
造
性
と
な

っ
て
現
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

ララ



の
多
様
性
は
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
の
個
性

と
可
能
性
に
出
会
い
、
無
限
な
広
が
り
へ

と
開
示
さ
れ
て
い
る
。

①

組

織

作
り
と
運
営
の
秘
密

一
つ
に
は
こ
の

G
・
0
制
度
が
成
功
へ

の
大
き
な
カ
ギ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
成
功

を
維
持
す
る
の
に
大
き
な
問
題
と
な
る
の

が
G
・
O
の
夏
・
冬
期
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
と
教
育
の
点
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
レ
ジ

ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
固
有
の
オ
フ
対
策
も
こ

れ
に
加
え
ら
れ
る
。
地
中
海
ク
ラ
ブ
は
山

岳
レ
ジ
ャ
ー
施
設
も
北
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ

ス
な
ど
に
有
し
、
夏
冬
を
問
わ

ず
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
も
の
も

あ
る
が
、
多
く
は
地
中
海
沿
岸

で
あ
る
た
め
こ
の
点
が
む
ず
か
し
い
。

し
か
し
、
学
生
に
よ
る
季
節
就
業
や
土

地
の
人
々
の
特
殊
な
従
事
の
仕
方
に
よ
っ

た
り
、

G
-
O
の
能
力
拡
大
に
よ
り
、
各

バ
カ
ン
ス
村
の
自

然
の
条
件
に
適
し

た
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
が
こ
れ
を
上
手

に
克
服
し
て
い
る
。

一一

つ
目
は
、
資

金
調
達
と
資
金
繰

り
の
う
ま
さ
が
あ

げ
ら
れ
る
。
株
主

構
成
は
別
表
に
見

ら
れ
る
通
り
で
あ

る
が
、
大
手
六
社

が
過
半
数
を
握
る

と
い
う
ま
こ
と
に

資本参加率

a.資本参加率 99-100%……...・H ・H ・H ・-……12社

例:ベルギー地件付毎クラマ 100%

国際地中海クラブ(ニニLーヨーク) 100% 

地中海クラブ・イスラエル 99% 

b.資本参加率90-98%………………………… 7社

例:地中海クラブ・ジュネーブ 98% 

コlレシカね地中海クラブ不動産 95% 

C.資本参加率60-89%……-…...・ H ・..……・… 5社

伊1):地中海クラブ・イタリア 80% 

d.資本参加率50%'"・H ・.....・ H ・..…...・H ・0'" ・H ・3社

例:アパス地中海クラブ観光 50% 

e.資本参加率49%以下………...・H ・..…...・H ・"16祉

伊1):ホリデーズ・ホテル 49% 

ポリネシア・バカンス 48% 

1971/10月調べ

図 2

恵
ま
れ
た
資
金
源
を
持
っ
て
い
る
点
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
社
長
ト
リ
ガ
ノ

も
述
懐
し
て
い
る
。
。
「
一

O
年
前
か
ら

私
自
身
各
国
の
資
本
家
グ
ル
ー
プ
に
鞘
極

的
な
参
加
を
働
き
か
け
て
き
た
。
最
初
に

引
き
受
け
た
の
が
ロ
ス
チ
ヤ
イ
ル
ド
・
グ

ル
ー
プ
で
、

A
ー
で
は
大
手
株
主
六
社
が
全

株
式
の
大
半
を
握
っ
て
い
る
。
私
の
ほ
か

役
員
持
株
の
割
合
は

5
%
に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
資
本
参
加
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
資
金
面
で
何
の
不
安

も
な
く
、
私
が
思
う
通
り
に
経
営
の
具
体

策
を
実
現
で
き
た
か
ら
だ
|

|
」

第
三
番
目
は
大
変
安
い
土
地
を
利
用
し

得
た
点
も
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
固

有
地
の
払
い
下
げ
を
受
け
た
り
、
誘
致
の

立
志
の
あ
る
地
主
か
ら
長
期
の
リ

l
ス
で

広
大
な
土
地
の
利
用
が
可
能
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
は
一
つ
に
は
ト
リ
ガ
ノ
を
筆
頭
に

地
中
海
ク
ラ
ブ
の
志
向
す
る
と
こ
ろ
の
も

の
が
資
本
家
ま
た
は
地
主
に
共
鳴
で
き
る

多
く
の
点
が
あ
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、

も
っ
と
具
体
的
に
は
同
ク
ラ
ブ
が
土
地
の

繁
栄
と
利
益
を
も
た
ら
し
、
保
護
し
た
点

に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
自
然
を
破
域

し
な
い
、
土
地
の
産
物
を
第
一
義
的
に
利

用
す
る
、
地
域
の
人
々
を
優
先
的
に
雇
用

す
る
な
ど
地
域
社
会
に
対
す
る
配
慮
が
厚

か
っ
た
点
に
他
な
る
ま
い
。

こ
の
よ
う
に
実
現
化
、
発
展
プ
ロ
セ
ス
に

お
い
て
大
変
恵
ま
れ
た
点
を
等
閑
に
付
す

る
つ
も
り
は
全
く
な
い
が
、
惜
の
官
頭

ラ6

地中海クラブ会社概要

本社所在地…ーパリ・ブルース広場

創集...・H ・..……1950年、米軍テント 200張りを借りて

マジョルカb;，に保養施設を建てたのが

最初j

資本金・H ・H ・.....3780万フラン(1972/10月t凋べ)

年間売上;t;......4億2897万フラン{向上)

従事誕貧と施設… 1万3000入、欧州を中心に65のパカン

ス村を保有、 1979年までに世界主要地

に35カ所地設の計画

で
も
述
べ
た
よ
う
に
地
中
海
ク
ラ
ブ
の
志

向
す
る
「
自
然
へ
の
回
帰
」
、
寸
人
間
性

の
昂
錫
」
、
「
脱
文
明
、
脱
現
代
社
会
」

と
い
う
バ
カ
ン
ス
哲
学
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
心
と
身
体
に
共
感
を
呼

ぴ
起
、
」
し
た
こ
と
は
目
に
見
え
な
い
成
功

の
カ
ギ
で
あ
っ
た
こ
と
を
重
ね
て
強
調
し

て

お

き

た

い

。

(

つ

づ

く

)

(
本
稿
に
お
い
て
は
、

一
、
世
界
の
レ
ジ
ャ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

(
余
暇
附
発
セ
ン
タ
ー
編
)
秋
山
美

純
子
氏
の
リ
ポ
ー
ト

二、

地
中
海
ク
ラ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
総
務

制
附
・
目
的
業
企
画
部
の
方
々
の
ご
な

見

を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
文
貨
は
録
者
自
身
に
あ
り
ま
す
が

お
礼
の
窓
を
表
し
た
い
)



H

今
年
こ
そ
は
。
の
意
気
込
み

二
年
の
計
は
元
日
一
に
あ
り
」
。
新
年
を

迎
え
て
、
超
の
字
が
つ
く
変
人
で
な
い
限

り
、
誰
し
も
一
度
は
必
ず
口
ず
さ
む
言
葉

で
あ
る
B

ゴ
ル
フ
好
き
の
A
氏
は
「
今
年

こ
そ
」
と
シ
ン
グ
ル
め
ざ
し
て
ク
ラ
ブ
を

振
り
ま
わ
す
だ
ろ
う
し
、
旅
行
マ
ニ
ア
の

B
嬢
は
「
建
国
二
O
O年
の
ア
メ
リ
カ
、

つ
い
で
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
問
か
れ
る
カ

ナ
ダ
に
も
足
を
の
ば
し
た
い
わ
」
と
可
愛

い
い
ハ

l
ト
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

新
年
の
夢
と
希
望
が
デ
カ
い
の
に
こ
し

た
こ
と
は
な
い
が
、
目
的
達
成
の
美
酒
に

酔
う
た
め
に
は
、
綿
密
な
計
画
と
周
到
な

準
備
に
加
え
て
、
精
進
を
怠
ら
ず
、
ゆ
る

が
ざ
る
実
行
カ
を
持
ち
続
け
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。

財
産
保
全
、
金
も
う
け
の
た
め
の
株
式

投
資
に
も
閉
じ
心
が
け
が
必
要
だ
が
こ
の

分
野
に
は
予
測
と
い
う
難
物
が
つ
い
て
ま

わ
る
だ
け
に
厄
介
だ
。
新
年
の
景
気
が
は

た
し
て
ど
ん
な
形
で
回
視
に
向
か
う
か
?

三
木
政
権
の
行
く
え
は
?

N

Y

株

は

?

と
い
っ
た
ぐ
あ
い
に
、
予
測
の
柱
と
な
る

材
料
は
あ
ま
り
に
も
多
く
複
雑
で
変
転
極

ま
り
な
い
。

も
し
予
測
と
い
う
も
の
が
、
つ
ね
に
高

い
確
率
で
的
中
す
る
な
ら
ば
、
株
式
相
場

に
意
外
性
は
少
な
く
、
こ
ん
な
に
ラ
ク
な

金
も
う
け
の
道
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
「
予

測
は
外
れ
る
た
め
に
あ
る
」
と
痛
烈
な
批

評
を
し
た
人
が
い
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
。

昭
和
五
O
年
を
ふ
り
返
っ
て
み
て
も
、

経
済
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
そ
う
え
た
政
府

・

日
銀
の
見
通
し
で
さ
え
、
お
世
辞
に
も
合

格
点
は
あ
げ
ら
れ
な
か

っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
と
ほ
ど
き
よ
う
に
、
予
測
、
わ
け
て

も
相
場
の
予
測
は
、
不
景
気
の
株
高
、
好

況
の
株
安
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
極
め

て
む
つ
か
し
い
。
筆
者
は

「前
半
高
の
中

だ
る
み
、
後
半
高
あ
と
操
み
A
ロ
い
」
に
賭

什
て
い
る
が
、
は
た
し
て
ど
う
な
る
か
。

ア
ル
カ
リ
性
財
産
体
質
に

昔
か
ら
、
財
産
の
保
全
法
と
し
て
財
産

三
分
法
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
財
産
を
預
金
、

不
動
産
、
証
券
(
債
券

・
株
式
}
の
三
つ
に

分
類
し
て
利
殖
と
安
全
を
図
る
方
法
で
あ

る
。
不
動
産
や
株
式
は
値
上
が
り
も
す
る

が
値
下
が
り
も
し
、
株
式
の
配
当
は
ふ
え

も
す
る
が
減
り
も
す
る
、
預
金
は
、
元
利

が
保
証
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
フ
レ
に
な

れ
ば
通
貨
の
価
値
が
下
が
る
の
で
拐
を
し

不
動
産
や
株
式
は
値
上
が
り
す
る
の
で
、

通
貨
価
値
の
下
が
る
の
を
カ
バ
ー
で
き
る
。

そ
こ
で
、
イ
ン
フ
レ
に
対
す
る
保
険
つ
な

ぎ
と
し
て
、
戦
後
は
と
く
に
不
動
産
が
買

わ

れ

、

株

式

も

重

要

な

ヘ

A
F

役
目
を
果
た
し
て
き
た
。

B
B
E

と
こ
ろ
が
最
近
は
土

A

わ
巧

A

地
商
売
に
サ
ッ
パ

リ
妙

・
・
・
匪
ハ
シ

味
が
な
く
な
り
、
不
動
・
・

n
h
-f

産
屋
廃
業
、
転
業
者
が
〆

FQ
/『

A

4

続
出
し
て
い
る
。
高
率

白
ば
弘
'ヨ
じ

の
税
制
で
ガ
ッ
チ
リ
し

1
ι

ぱ
ら
れ
、
不
況
の
お
か

¥

J

=

t
'd

げ
で
値
上
が
り
ど
こ
ろ
動
A
b
F
.

婦

か
値
下
が
り
す
る
物
件
，
点
空
約
一

が

全

国

的

に

ふ

え

て

き

/

」
/
¥

た
か
ら
だ
。

一
方

、

株

/

式
は
、
日
本
熱
学
の
よ
う
に
ゼ
ロ
あ
る
い

は
興
人
の
よ
う
に
大
損
に
な
る
ケ
|
ス
も

あ
れ
ば
、
二

0
年
間
で
二

O
O倍
の
ソ
ニ

ー、

一
0
年
間
で
二
O
倍
の
資
生
堂
な
ど

イ
ン
フ
レ

・
へ
ッ
ジ
を
十
二
分
に
果
た
し

た
だ
け
で
な
く
、
大
き
く
お
ツ
り
が
出
る

ケ
l
ス
も
あ
る
。

商
品
や
土
地
に
お
サ
ラ
パ
し
た
ホ

ッ
ト

五のル動質寄 か 可_ ì:多ブ/'-~フ~乏さご 過 一るる し 分 す な株マ
苦でカ産とつ 財か." ぢる~九ベミd ぎそっ土のて法つ知い式ネ
語あ リないて 産 り，明 /ユ少よ二二 るれの地い、でか人。市 l
Vる性どうい保死守 r¥ /"イメ」?ノ のに手を考る新りの 場が
t 。財にとて全に ¥ 'w" /" 11_ はしだボえが時売不 に
4 産適こはのい \~./ L遁..J 感てろツも、代り動 流国
七 体宜ろ、方た 唱 ， ....，... 心も う ポのこを払産 れ内

質分でさ法る で 、 。 ツ で こ 乗 っ 屋 誌 を
ム に散 あ し もと糖 つ酸病 リえ と家 かさうア 体きな 仕、まりてき 5同
事 ししろづ、い尿の性気性ばしにしれ 言 ル が な に 込本で切預ん のわ
在 ててうめ預う病問がにに、ておいた葉カ 費支いご ん当極る金だ もず
& お、。酸金の、に続かし体、まこはをリ性。と では端ととが 自主 i毎
獅 きつ株性だだ高かけかてをーかとずよ性だあも 行人にハ株、 な外

たね式財け。血ガ lぞたおア口せ は。くだとな片 くが害1) ツ式土 し か
害 、に・産に 庄ン fけルにす 専 む耳 とか た寄 の投りスの地 とら
ど もア不体片 に 、いっぱカ 言 る門 つ に い 、 も り もげ切ルこを しむ
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も
う
一
つ
の
旅

北
欧
の
冬
の
あ
る
日

気
温
に
敏
感
な
北
欧
の
人

「
今
朝
は
冷
、
え
た
ね
。

っ
h
，、ト
A
F
」

ー
い
や
、
郊
外
の
私
の
と
こ
ろ
で
は
マ
イ

ナ
ス
一

O
度
に
下
が
っ
た
よ
。
今
年
も
寒

い
冬
な
の
か
ね
」

家
庭
で
職
場
で
温
か
い
朝
の
コ
ー
ヒ
ー

を
す
す
り
な
が
ら
挨
拶
は
そ
の
日
の
お
天

気
か
ら
は
じ
ま
る
。
た
だ
、
私
達
と
違
う

の
は
具
体
的
な
気
温
か
ら
会
話
が
す
す
め

ら
れ
る
こ
と
だ
。
長
〈
寒
い
北
欧
の
冬
、

人
々
は
気
温
に
対
し
て
私
達
以
上
に
敏
感

な
の
だ
。
各
家
の
窓
に
は
、
目
盛
が
部
屋

の
内
側
か
ら
見
え
る
よ
う
に
寒
暖
計
が
つ

け
ら
れ
、
そ
の
目
盛
が
プ
ラ
ス
五
O
度
か

ら
、
マ
イ
ナ
ス
五
O
度
ま
で
き
ざ
ま
れ
て

い
る
こ
と
に
私
は
驚
い
た
。

マ
イ
ナ
ス
五

O
度
ま
で
必
要
な
ほ
ど
気
温
が
下
が
る
と

い
う
こ
と
な
の
だ
。
冷
蔵
庫
の
冷
凍
室
の
気

温
が
せ
い
ぜ
い
マ
イ
ナ
ス
二

O
度
、
自
然

が
巨
大
な
冷
凍
庫
に
な
っ
て
し
ま
う
。
事

マ
イ
ナ
ス
七
度
だ

実
、
私
が
い
た
数
年
間
に
、
マ
イ
ナ
ス
二

七
度
を
記
録
す
る
寒
波
が
何
度
か
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
を
襲
っ
た
。

暖
か
い
部
屋
か
ら
外
に
出
る
と
寒
気
が

身
を
ひ
き
し
め
、
三

O
分
も
歩
く
と
目
が

痛
く
な
り
、
類

・
鼻
が
赤
く
な
り
ヒ
リ
ヒ

り
と
し
、
手
袋
を
し
て
い
て
も
指
先
の
感

覚
が
な
く
な
る
。
一
時
間
も
す
る
と
頭
痛

が
は
じ
ま
っ
た
。
本
当
の
寒
さ
は
冷
た
い

と
い
う
こ
と
で
な
く
、
痛
い
の
だ
と
こ
の

時
思
っ
た
。
道
路
は
凍
り
つ
き
、
滑
り
ど

め
の
砂
が
ま
か
れ
て
い
て
も
ツ
ル
、
ツ
ル

と
ス
リ

ッ
プ
す
る
の
で
歩
く
の
に
疲
れ
る
。

夏
に
は
緑
一
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
る
公

園
も
、
樹
々
は
築
を
落
と
し
、
裸
の
木
が
黒

〈
無
気
味
な
姿
で
立
っ
て
い
る
。
路
行
〈

人
は
厚
い
毛
皮
の
コ

l
ト
、
帽
子
で
身
を

つ
つ
み
急
ぎ
足
で
目
的
地
へ
と
去
っ
て
い

く
。
散
歩
す
る
人
も
な
い
静
か
な
公
園
の

一
角
に
は
野
鳥
の
餌
場
が
あ
り
、
老
人
が

袋
一
杯
に
つ
め
込
ん
だ
パ
ン
ク
ズ
を
与
え

て
い
た
。

d

に
点
在
す
る
湖
に
は
厚
い

氷
が
張
り
雪
を
か
ぶ

っ
て
い
る
。

ク
ホ

ル
ム
に
入
り
込
む
メ
ラ
|
レ

ン
湖
も

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
向
う
船
の
出
る
港
も
氷

で
お
お
わ
れ
人
が
歩
け
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。

船
が
動
く
た
び
に
パ
リ
、
パ
り
と
氷
の
〈

だ
け
る
音
が
響
く
。

北
欧
の
冬
の
到
来
は
鴛
く
ほ
ど
早
か

っ

た
。
九
月
に
な
る
と
日
本
の
冬
の
よ
う
な

寒
い
日
が
多
く
な
り
、
木
の
葉
が
黄
色
く

な
る
つ
か
の
間
の
秋
を
経
て

一
一
月
に
は

完
全
に
落
菜
、
十
二
月
の
冬
至
の
頃
に
な

る
と
、
南
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
さ
、
ぇ
日

の
出
が
八
時
す
ぎ
、
日
没
が
午
後
二
時
す

ぎ
と
、
極
端
に
短
く
な
る
。
靭
の
出
勤
時

は
ま
だ
暗
〈
、

帰
宅
す
る
頃
は
す
で
に
夜

と
、
明
る
い
昼
の
な
い
生
活
が
続
く
の
だ
。

そ
の
上
、
空
は
鉛
色

の
厚
い
雲
に
お
お
わ
れ

晴
れ
る
こ
と
は
週
に

一

度
も
な
く
太
陽
の
輝
き

と
は
ま
る
で
無
縁
な
暗

〈
厳
し
い
笑
、
き
が
来
る

日
も
来
る
日
も
続
い
た
。

し
か
し
、
北
欧
の
人
々

は
こ
の
過
酷
な
自
然
を

平
然
と
受
け
と
め
勤
勉

さ
を
決
し
て
忘
れ
る
こ

ス
ト

ッ

ラ8

写
真

・
ス
カ
ン
ジ
ナ
ピ
ア
航
空

と
は
な
い
。

厳
し
い
戸
外
と
は
対
照
的
に
屋
内
で
の

生
活
は
完
全
暖
房
の
も
と
で
快
適
で
あ
る
。

し
か
し
部
屋
か
ら
山
山
て
行
き
つ
く
と
こ
ろ

は
い
つ
も
建
物
の
中
で
あ
り
、
冷
た
い
人

工
光
の
下
で
あ
る
こ
と
に
日
増
し
に
い
ら

だ
ち
を
覚
え
、
輝
く
太
陽
の
も
と
で
飛
び

は
ね
た
い
欲
望
が
だ
ん
だ
ん
と
強
く
な
っ

て
く
る
。
だ
が
そ
れ
が
不
可
能
に
近
い
と

こ
ろ
に
北
欧
の
冬
の
本
当
の
厳
し
き
が
あ

る。
屋
内
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
の

形
容
し
が
た
い
圧
迫
感
と
憂
う
つ
が
、

戸

外
の
暗
〈
陰
気
な
雰
囲
気
と
と
も
に
人
々

の
胸
を
う
ず
か
せ
た
。
こ
れ
が
北
欧
の
冬

の
病
い
な
の
だ
。



あ
る
金
「

の
夜
、
彼
女
は
私
を
ク
ラ

ブ
に
案
内
し
て
く
れ
た
。
中
は
若
者
で
あ

ふ
れ
、
強
烈
な
ポ
ッ
プ
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
に

合
わ
せ
、
汗
を
流
し
踊
り
狂
っ
て
い
た
。

片
隅
の
パ
ー
で
は
ピ
|
ル
の
ジ
ョ

ッ
キ
が

い
く
つ
も
並
び
、
声
高
な
話
し
声
が
問
え

た。『
暗
い
冬
に
は
、

飲
み
、
歌
い
、
踊
り
狂
う
若
者
た
ち

友
人
に
カ
!
リ
ン
と
い
う
銀
行
に
勤
め

る
一
九
歳
の
ブ
ロ
ン
ド
の
娘
さ
ん
が
い
た
。

ほ
と
ん
ど
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
が
そ
う
で

あ
る
よ
う
に
、
一
八
歳
に
な
る
と
親
元
か

ら
離
れ
、
独
立
独
歩
、
一
人
住
い
の
自
由

を
満
喫
し
て
い
た
。

過
に
一
度
は
こ
う
し
て

飲
ん
で
締
り
狂
う
の

よ
、
こ
う
で
も
し
な

い
と
気
が
変
に
な
る

わ』
と
日
頃
お
と
な
し

い
カ

l
リ
ン
が
目
を

輝
か
せ
て
言
う
の
だ

っ
た
。

何
も
か
も
忘

れ
、
欽
み
、
締
り
狂
い

ポ

l
イ
フ
レ
ン
ド
や

ガ

l
ル
フ
レ
ン
ド
を

つ
く
り
、
語
ら
い
、

そ
し
て
夜
を
共
に
過

ご
す
。
ス
ト

ッ
ク
ホ

ル
ム
に
は
数
百
の
デ

ィ
ス
コ
テ
ツ
ク
、
ク
ラ

ブ
、
パ
|
レ
ン
、
パ

プ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
が

あ
り
、
日
本
の
よ
う

に
男
性
だ
け
で
な
く

女
性
も
同
じ
よ
う
に

遊
び
、
楽
し
む
場
で

あ
り
、
恋
人
、
配
偶

者
を
得
る
場
で
も
あ

る
。

ロ
ー
テ
ィ
ー
ン
か
ら
多
い
い
た
る

ま
で
そ
れ
ぞ
れ
年
齢
に
応
じ
た
場
所
に
集

ま
り
酒
と
ダ
ン
ス
に
夢
中
に
な
る
。
特
に

週
末
は
習
慣
と
し
て
に
智
わ
い
、
街
も
夜

に
な
る
と
人
通
り
が
ふ
え
る
。
帰
宅
す
る

深
夜
、
地
下
鉄
、
パ
ス
は
酔
っ
た
男
女
で

あ
ふ
れ
で
い
た
。

自
宅
で
の
フ
ェ
ス
ト

(パ

ー
テ
ィ
ー
)

も
冬
に
な
る
と
盛
ん
に
な
る
。
何
組
も
の

男
女
が
酒
を
持
ち
寄
り
、
語
り
、
歌
い
、

踊
り
そ
し
て
抱
き
明
す
の
が
常
で
あ
った。

フ
ェ
ス
ト
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
人
々
の

顔
が
生
き
生
き
と
し
て
く
る
と
こ
ろ
に
も

そ
の
楽
し
み
の
大
き
さ
が
想
像
で
き
る
。

私
の
下
宿
し
て
い
た
ビ
ヨ
リ
ン
家
で
も

週
末
の
金
曜
日
か
土
曜
日
の
夜
に
は
も
う

六
O
歳
に
近
い
夫
婦
が
腕
を
組
み
い
そ
い

そ
と
街
に
出
か
け
て
い

っ
た
。
自
宅
に
い

る
時
は
き
ま
っ
て
お
客
が
あ
り
、
に
ぎ
や

か
な
パ
ー
テ
ィ
ー
が
夜
が
ふ
け
る
ま
で
続

i
v

た
。

北
欧
の
人
々
に
と
っ
て
は
こ
う
し
た
遊

び
が
、
冬
を
過
す
方
法
で
あ
り
健
康
法
で

も
あ
る
。
気
温
が
低
く
し
か
も
暗
い
毎
日

で
は
、
戸
外
で
散
歩
も
、
ス
キ
ー
も
ス
ケ

ー
ト
も
と
て
も
出
来
る
状
態
で
は
な
い
の

だ
ろ
、
っ
。

た
だ
宮
市
さ
知
ら
ず
の
子
供
達
だ
け
が
公

園
で
庭
で
ソ
り
や
ス
ケ
ー
ト
に
夢
中
に
な

っ
て
い
た
。

こ
、
ヲ
し
て
週
末
を
徹
底
的
に

遊
び
、
再
び
月
曜
日
か
ら
勤
勉
な
毎
日
が

く
り
か
え
さ
れ
る
。

ラ9

，光
e
の
行
事
、

ル
シ
ア
の
日

ク
リ
ス
マ
ス
は
年
間
を
通
じ
て
最
大
の

行
事
で
あ
り
、
一
年
の
総
決
算
の
時
期
で

も
あ
る
。
こ
の
頃
か
ら
、
人
々
の
サ
イ
フ

の
ヒ
モ
は
か
た
く
結
ば
れ
、
ダ
ン
ス
や
レ

ス
ト
ラ
ン
に
通
う
人
の
足
も
少
な
く
な
り

は
じ
め
る
。
日
本
の
正
月
を
迎
え
る
よ
う

に
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
と

物
入
り
が
多
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

時
期
を
み
は
か
ら
っ
て
、

税
金
の
還
付
が

あ
る
。
人
々
の
話
題
は
も
っ
ぱ
ら
い
く
ら

戻
っ
て
く
る
か
で
も
ち
っ
き
り
、
な
か
に

は
四
千
ク
ロ
ー
ネ
(
二
八
万
円
)
と
か
な

り
の
額
が
返
さ
れ
て
大
喜
び
し
た
り
す
も

丁
度
、
日
本
の
ボ
ー
ナ
ス
の
時
機
と
似
て

冬
の
小
さ
な
明
る
い
話
題
で
あ
っ
た
。

一
二
月
一
三
日
は
ル
シ
ア
の
目
。
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
で
は
古
く
か
ら
暗
〈
長
い
夜
め
こ

の
目
、
夜
明
け
に
ロ

i
ソ
ク
の
灯
の
も
と

で
食
事
を
し
、
木
の
実
と
香
料
を
入
れ
た

暖
め
た
ワ
イ
ン
を
飲
む
習
慣
が
あ
る
。
食

事
の
あ
と
ロ
l

ソ
ク
を
手
に
近
く
の
家
々

に
光
を
も
た
ら
す
意
味
で
訪
問
し
合
っ
た

と
い
う
。
時
〈
長
い
北
欧
の
冬
の
生
活
に

生
ま
れ
ム
に
ほ
の
か
な
明
る
い
光
を
投
げ
か

け
る
行
手
だ
。
老
人
の
話
だ
と
、
子
供
の

頃
、
ま
だ
暗
い
早
朝
、
戸
口
に
パ
ツ

と
明

る
い
火
が
と
も
り
、
ま
る
で
火
の
神
様
が

や
っ
て
き
た
よ
う
だ

つ
た
と
言
う
@

や
が
て
こ
の
習
慣
は
キ
リ
ス
ト
教
殉
教

者
ル
シ
ア
と
結
び
つ
き
、
白
い
ド
レ
ス
、



ロ
ー
ソ
ク
の
冠
が
ル
シ
ア
の
姿
と
な
り
、

サ
ン
タ
ル
シ
ア
の
歌
と
と
も
に
、
学
校
、

会
社
、
病
院
、
家
庭
と
あ
ら
ゆ
る
場
で
祝

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
で
は
、
ミ
ス

・
ル
シ
ア
が
選
ば
れ
、
全
国
的
な
ミ
ス
・

ル
シ
ア

・
コ

ン
テ
ス
ト
に
ま
で
発
展
し
て

い
る。

北
欧
な
ら
で
は
の
冬
の
行
事
で
あ

っ
た
。ク

リ
ス
マ
ス
が
近
づ
く
と
、
新
聞
の
私

信
欄
に
、
『
当
方
五

O
畿
の
女
性
。
教
養

の
あ
る
同
年
代
の
方
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽

し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
』
と
い
っ
た
投
書

が
ど
っ
と
ふ
え
る
。
街
の
商
庖
、
ク
ラ
ブ

レ
ス
ト
ラ
ン
と
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
が
閉
ざ

さ
れ
る
ク
リ
ス
マ
ス
休
暇
の
三
日
間
、
大

多
数
の
人
は
家
庭
で
ク
リ
ス
マ
ス
・
ツ
リ

ー
の
も
と
で
ケ
ー
キ
や
、
ユ
ル
シ
ン
カ
(
ク

リ
ス
マ
ス
用

ハ
ム
)
を
食
べ
楽
し
む
時
に

暗
い
夜
長
一
人
で
暮
す
こ
と
は
、
ま
さ
に

孤
独
感
が
極
限
に
達
す
る
時
期
で
あ
った。

独
身
者
の
多
い
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
社
会
の
寂

し
く
悲
し
い
一
一
闘
を
見
せ
て
い
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
目
、
街
か
ら
人
影
も
車

も
消
え
無
気
味
な
静
寂
が
漂
っ
て
い
た
。

各
家
庭
の
窓
辺
に
は
星
や
ハ
|
卜
形
の
ラ

イ
ト
が
赤
〈
映
り
、
家
族
団
幾
の
明
る
い

笑
い
声
が
聞
え
た
。

太
陽
へ
の
憧
れ
が
募
る
日
々

静
か
な
ク
リ
ス
マ

ス
が
過
ぎ
る
と
、
再

び
ク
ラ
ブ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
は
ま
る
で
沈
黙

の
三
日
聞
の
反
動
の
よ
う
に
人
で
あ
ふ
れ

夜
遅
く
ま
で
街
は
人
通
り
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

週
末
の
パ
カ
騒
ぎ
が
復
活
し
、
ニ
ュ
|
オ

ー
ル
ス
ア
フ
ト
ン
(
大
晦
日
)
に
は
頂
点

に
達
す
る
。
飲
み
、
歌
い
、
踊
り
狂
っ
て

い
た
人
々
が
、
新
年
の
零
時
を
期
し
て
キ

ス
を
か
わ
し
、
花
火
を
打
ち
上
げ
大
騒
ぎ

が
は
じ
ま
っ
た
。
子
供
達
の
い
る
家
庭
で

は
暖
炉
に
鉛
を
投
げ
こ
み
、
そ
の
と
け
た

形
で
新
し
い
年
の
運
勢
を
占
う
ニ
ュ

l
オ

ー
ル
ス
リ
ユ

ッ
カ
が
楽
し
く
行
な
わ
れ
る
。

新
し
い
年
に
入
り
、
や
っ
と
長
い
北
欧

の
冬
の
半
分
が
過
ぎ
た
。
し
か
し
、
ま
だ

ま
だ
こ
れ
か
ら
が
寒
さ
も
一
層
厳
し
く
な

り
、
鉛
色
の
雲
が
よ
り
厚
く
な
り
、
暗
い

暗
い
生
活
が
待
ち
か
ま
え
て
い
る
の
だ
。

裕
福
な
人
々
は
こ
の
時
期
に
一
カ
月
の
体

暇
を
と
り
、
速
く
南
の
パ

ハ
マ
諸
島
に
太

陽
を
求
め
て
旅
す
る
と
い
う
。
し
か
し
、

一
般
の
人
々
は
忍
耐
強
〈
春
の
到
来
を
待

ち
な
が
ら
平
常
の
生
活
を
続
け
る
の
で
あ

っ
た
。私

は
、
北
欧
の
冬
を
何
度
か
経
験
し
て

は
じ
め
て
太
陽
の
あ
り
が
た
さ
を
し
み
じ

み
と
知
っ
た
。
そ
し
て
、
陽
光
あ
ふ
れ
る

南
の
国
へ
の
憧
れ
が
日
増
に
強
く
な
っ
て

い
っ
た
。
私
だ
け
で
な
く
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
人
が
一
様
に
口
に
す
る
言
葉
も
南
の
国

で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
太
陽
を
恋
こ
が
れ
る
気

持
を
押
さ
え
な
が
ら
、
過
酷
な
冬
と
の
闘

い
が
、
過
去
も
、
現
在
も
、
未
来
も
宿
命

と
し
て
続

，れ
る
の
だ
。

こ
こ
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
暖
か
い
冬
の

家
庭
料
理
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
お
く
こ

と
に
し
よ
う
。

①
ア

ッ
テ
ィ
ソ

ッ
パ
(
大
豆
ス
|
プ
に
豚

肉
の
こ
ま
ぎ
れ
が
入
っ
た
も
の

)
l伝

統
的
な
木
曜
日
の
料
理
と
し
て
、
秋
か

ら
春
に
か
け
て
の
代
表
的
な
も
の
。
普

通
、
パ
ン
カ
ッ
カ
(
パ
ン
ケ
ー
キ

1
中

味
の
な
い
ク
レ
ー
プ
の
よ
う
な
も
の
)

と
食
べ
る
。

②
ブ
ル

l
ナ

l
・べ

|
ノ
|
ル

l
三
度
豆

を
品
開
蜜
で
甘
く
煮
つ
め
た
料
理
。
塩
を

し
た
豚
肉
の
焼
い
た
も
の
が
つ
く
。

③
シ
ェ
ー
マ
ン
ス
ビ

1
7
1漁
師
の
料
理

で
、
ピ

l
フ
を
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
玉
ネ
ギ

な
ど
と
煮
込
ん
だ
も
の
。
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他
に
、
チ
ェ
ト
プ
ラ

!
?
?
lト
ポ
ー

ル
)
、
コ
ー
ル
ド

l
マ
|
ル
(
ロ
|
ル
キ

ャ
ベ
ツ
)
、
グ
ー
ラ
ッ
シ
ュ
・
カ
ロ

ッ
プ

ス
(
シ
チ
ュ
ー
)
な
ど
世
界
的
に
な
っ
て

い
る
料
理
が
、
た
び
た
び
家
庭
の
食
卓
に

山
凶
且
V

。
有
名
な
ス
モ
ル
ゴ
ス
(
オ
ー
プ
ン
サ
ン

ド
)
は
、
簡
単
な
食
事
と
し
て
パ
ー
テ
ィ

ー
や
、
酒
の
つ
ま
み
と
し
て
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
人
の
最
も
手
軽
な
料
理
と
し
て
毎
日
の

よ
う
に
食
べ
ら
れ
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
は
、
自
然
条
件
の
厳

し
さ
か
ら
農
作
物
に
限
り
が
あ
り
、
料
理

も
品
数
が
少
な
く
、
し
か
も
簡
単
な
も
の

が
多
い
よ
う
だ
。
そ
し
て
、

地
酒
の
な
い

数
少
な
い
国
で
も
あ
る
。

歩
〈
ス
キ
i
、
ラ
ン
グ
ラ
ウ
ス

白
夜
に
象
徴
さ
れ
る
北
限
の
大
自
然
、

勇
壮
な
る
バ
イ
キ
ン
グ
の
放
郷
と
そ
の
子

孫
た
ち
の
人
柄
、
そ
し
て
、
ゆ
り
か
ご
か

ら
墓
場
ま
で
と
完
壁
な
社
会
保
障
を
誇
る

北
欧
の
国
々
。
明
日
を
考
え
生
き
る
世
代

の
人
々
に
は
テ
キ
ス
ト
に
な
る
国
。
こ
の

よ
う
な
北
辺
の
国
の
人
々
の
冬
の
休
日
の

楽
し
み
は
普
も
今
も
ス
キ
ー
で
あ
る
。
十

月
か
ら
七
月
頃
ま
で
一
年
め

M

と
ん
ど

雪
が
降
り
、
ス
キ
ー
の
出
来
る
北
の
園
、

北
欧
の
ス
キ
ー
は
人
類
の
歴
史
と
と
も
に

始
ま
り
進
歩
し
て
き
た
。

そ
れ
は
生
活
の
手
段
と
し
て
ス
キ
ー
ら

し
き
も
の
を
雪
の
上
に
す
べ
ら
せ
て
物
資

の
輸
送
や
交
通
の
使
に
役
立
て
て
き
た
の

で
あ
る
。
そ
の
後
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
ス
キ

ー
と
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
と
な
っ
て
き
た
。

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
ス
キ
ー
が
確
立
さ
れ
て

以
来
、
北
欧
よ
り
発
達
し
た
歩
〈
ス
キ
|
、

ラ
ン
グ
ラ
ウ
ス
が
忘
れ
き
ら
れ
よ
う
と
し



た
時
代
も
あ
っ
た
。
古
い
歴
史
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
大
衆
化
が
遅
れ
た
た
め
で
あ
ろ

う
。
固
に
よ
っ
て
は
ラ
ン
グ
ラ
ウ
ス
、
ま

た
は
、
ク
ロ
ス
・
カ
ン
ト
リ
ー
と
も
、
ス

キ
ー
・
ハ
イ
キ
ン
グ
と
も
呼
ば
れ
、
北
欧

の
広
々
と
し
た
美
し
い
自
然
の
中
を
走
り

抜
け
る
。
現
代
文
明
は
機
械
化
さ
れ
、
人

間
性
は
失
わ
れ
、
公
害
が
広
が

っ
て
い
く

一
方
な
の
に
、
北
欧
の
人
々
は
、
大
自
然

の
中
で
人
間
牲
を
守
っ
て
い
る
。

そ
の
手

段
が
ス
キ
ー
で
あ
る
。

彼
ら
の
休
日
は
、
老
い
も
若
き
も
、
女

も
男
も
と
に
か
く
ス
キ
ー
で
明
け
暮
れ
ヲ旬

日
曜
、
祭
日
と
も
な
れ
ば
リ
ュ

ッ
ク
に
弁

当
持
参
で
一
家
が
揃
っ
て
雪
の
原
野
に
出

る
の
だ
。
老
夫
鋪
あ
り
、
父
や
母
に
連
ら

れ
た
子
供
達
あ
り
、
ま
た
恋
人
同
士
が
ス

キ
l
に
出
か
け
る
。

北
欧
の
人
々
に
愛
さ

れ
、
生
活
の
中
に
と
け
こ
ん
で
い
る
の
が

ラ
ン
グ
ラ
ウ
ス
と
言
う
ス
キ
ー
な
の
だ
。

こ
の
人
た
ち
の
最
大
の
娯
楽
に
な
っ
て

い
る
ク
ロ
ス

・
カ
ン
ト
リ
ー
の
魅
力
は
雪

の
原
野
を
散
策
す
る
の
に
、
こ
れ
と
い
っ

て
む
ず
か
し
い
技
術
を
必
要
と
し
な
い
。

そ
れ
と
一
家
が
勢
揃
い
し
て
雪
の
山
で
楽

し
い
一
日
が
過
ご
せ
る
素
晴
し
さ
、
大
自

然
の
中
で
森
や
湖
、
動
物
た
ち
と
の
対
話

な
ど
、
そ
の
魅
力
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

ラ
ン
グ
ラ
ウ
ス
は
努
の
ス
ポ
ー
ツ

ラ
ン
グ
ラ
ウ
フ
が
ス
ポ
ー
ツ
化
さ
れ
、

大
衆
化
さ
れ
た
も
の
に
、
ス
キ
ー

・
マ
ラ

ソ
ン
が
あ
1

官
界
の
代
表
的
な
ス
キ
l

.
マ
ラ
ソ

ン
は
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
で
行
な
わ

れ
る
。
走
行
距
離
八
十
五
キ
ロ
、
一
万
人

以
上
の
参
加
者
が
あ
る
。
一
般
人
の
だ
れ

も
が
参
加
で
き
、
そ
こ
で
は
ス
キ
|
人
生

の
ド
ラ

マ
が
展
開
さ
れ
る
。
ス
タ
ー
ト
に

集
ま
る
人
々
は
北
欧
各
国
の
健
脚
を
誇
る

男
た
ち
が
雪
の
原
野
に
挑
戦
す
る
。
老
人

ま
で
が
参
加
し
て
男
で
あ
る
こ
と
を
誇
る

の
だ
。観

衆
も
こ
れ
ま
た
た
い
へ
ん
。
身
内
や

肉
親
の
選
手
が
ゴ
ー
ル
し
て
く
る
の
を
待

れ
11LUal 、官、乙船長njn判ナ立三竺潤 |?13JT?
メ万ジ外なの I Iス と ン いめけ
ン余ヤ で る の 人 キもはるて
コのン聞か々キか に が 人 力 試 は のな生わなキ見名 冬て|苦世の作妻
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賓
と
し
て
観
戦
す
る
。
日
本
か
ら
も
毎
年

笠
谷
選
手
を
は
じ
め
数
多
く
の
選
手
が
こ

の
地
の
空
を
飛
ん
で
い
る
。
オ
ス

ロ
の
人

口
は
約
三
十
五
万
人
、
こ
の
人
口
と
観
客

の
数
を
く
ら
べ
て
見
て
も
分
る
よ
う
に

北
欧
の
観
る
ス
キ
l
熱
も
大
変
な
も
の
だ
。

ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
な
冬
の
生
活

最
後
に
ゲ
レ
ン
デ
に
つ
い
て
紹
介
し
て

見
ょ
う
。

ロ
マ

ン
と
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
、

雪
降
る
冬
の
北
欧
、
こ
こ
に
は
数
多
く
の

ス
キ
ー
・

ゲ
レ
ン
デ
が
あ
る
。
代
表
的
な

ス
キ
|
場
を
あ
げ
て
も
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

に
は
パ
パ
ツ
ウ
ン
ト
リ
l
-
ス
キ
l
場。

こ
れ
は
北
極
圏
の
入
口
に
あ
る
美
し
い
町

の
近
郊
に
あ
る
。
ポ
ル
テ
ィ
モ
ラ
ン
ピ

・

ス
キ
|
場
は
サ
ウ
ナ
風
呂
と
ス
キ
ー
と
い

う
北
欧
独
特
の
楽
し
み
が
あ
る
。
ノ

ル
ウ

ェ
ー
な
ら
、
オ
ス
ロ
の
近
く
に
あ
る
、
こ

の
国
を
代
表
す
る
ジ
ェ
イ
ロ
・
ス
キ
|
場

だ
。
こ
の
付
近
は
山
岳
地
帯
で
雪
質
は
粉

雪
で
最
高
。

北
欧
ス
キ
ー
の
代
表
格
、
ス
ウ
ェ

ー
デ

ン
に
は
、
山
岳
的
で
小
さ
な
美
し
い
こ
と

で
有
名
な
セ
レ
ン
・
ス
キ

l
場
が
あ
る
。

ア
ル
ペ

ン
・
コ
ー
ス
と
ス
キ

l
・
ハ
イ
キ

ン
グ

・
コ
ー
ス
な
ど
も
あ
り
、
ホ
テ
ル
、

プ

i
ル
が
あ
る
と
い
う
超
一
級
ス
キ
l
場

だ
。
オ
|
レ
・
ス
キ
|
場
は

F
I
S
公
認

の
ア
ル
ペ
ン

・
コ
ー
ス
が
中
心
で
、
湖
を

見
お
ろ
し
て
滑
る
醍
醐
味
が
あ
る
。

そ
の
他
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
キ
|
場
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の
中
で
特
に
日
本
に
紹
介
し
て
お
き
た
い

北
阪
の
ス
キ
|
場
、
リ
ク
ス
グ
レ
ン
セ
ン

が
あ
る
。

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
夢
と
北
欧
の

冬
の
生
活
が
満
喫
で
き
る
こ
の
ス
キ
i
場

は
、
北
極
圏
に
位
置
し
、
ノ
ル
ウ
ェ

ー
と

の
国
境
近
く
に
あ
る
。
十
月
か
ら
七
月
頃

ま
で
滑
降
が
出
来
る
こ
と
か
ら
北
欧
で
の

人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
。
日
曜
日
と
も
な

れ
ば
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
近
郊
か
ら
汽
車
で
や

っ
て
く
る
。
宿
は
ホ
テ
ル
が
一
軒
だ
け
。

し
か
し
ナ
イ
ト

・
ク
ラ
ブ
か
ら
サ
ウ
ナ
風

日
ま
で
生
活
に
必
要
な
設
備
は
す
べ
て
あ

zv
。六

月
の
白
夜
の
ス
キ
ー
は
我
々
に
は
無

線
の
も
の
、
ま
し
て
真
夜
中
に
滑
れ
る
な

ん
て
、
と
恩
わ
れ
る
が
、
真
夜
中
で
も
戸

外
は
明
る
く
、
太
陽
は
沈
ま
な
い
。
時
間

が
た
つ
に
つ
れ
、
ま
た
太
陽
は
高
〈
昇
っ

て
行
く
。
ゲ
レ
ン
デ
か
ら
は
流
氷
の
海
が

見
え
て
美
し
い
。
冬
は
寒
〈
雪
が
深
す
ぎ

る
た
め
に
春
ス
キ
ー
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

は
最
高
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
特
に
リ
ク

ス
グ
レ
ン
セ
ン
・
ス
キ
|
場
の
白
夜
の
ダ

ウ
ン
ヒ
ル
は
ご
き
げ
ん
だ
。

ス
キ
ー
で
明
け

ス
キ
ー
で
暮
れ
る

こ
の
よ
う
に
北
欧
の
人
々
の
冬
の
休
日

は、
‘す
べ
て
ス
キ
ー
に
明
け
、
ス
キ
ー
に

暮
れ
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
ト

ナ
カ
イ
の
群
れ
と
共
に
走
る
ク
ロ
ス
・
カ

ン
ト
リ
ー
、
広
い
原
野
の
中
を
大
自
然
と

共
に
走
り
対
話
す
る
北
欧
の
人
々
|
|
。

真
の
ス
キ
ー
の
楽
し
み
方
と
は
?
北
欧

の
人
々
の
休
日
の
過
ご
し
方
を
見
て
い
る

と
、
こ
の
問
題
が
解
決
で
き
そ
う
な
気
が

す
る
。レ

ジ
ャ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
の
ス
キ
!
と
し

て
現
在
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ピ
ア
で
も
見
ら
れ

る
傾
向
と
し
て
、
実
、
い
深
雪
の
季
節
に
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
ス
キ
|
場
、
特
に
ド
イ
ツ
の

ス
キ
l
相
場
に
出
か
け
る
人
々
を
多
く
見
か

け
る
こ
と
だ
。
ス
キ
ー
の
原
点
と
も
言
わ

れ
る
ク
ロ
ス
・
カ
ン
ト
リ
ー
か
ら
ス
ピ
ー

ド
で
滑
る
現
代
の
ゲ
レ
ン
デ
・
ス
キ
ー
へ

の
道
と
し
て
若
者
の
多
く
は
冬
、
ド
イ
ツ

の
ス
キ
l
場
で
過
ご
す
。
飛
行
機
や
自
動

車
で
北
の
固
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
ド
イ
ツ
の
パ

バ
リ
ア
・
ア
ル
プ
ス
の
山
麓
や
ガ
ル
ミ
ツ

シ
ュ
・
パ
ル
テ
ン
キ
ル
へ
ン
の
町
に
や
っ

f
・7
〆、，
A
V

。

ガ
ル
ミ

ツ
シ
ュ
の
町
は
パ
バ
リ
ア
・
ア

ル
プ
ス
の
最
高
峰
、
ッ

l
ク

・
ス
ピ

ッ
ツ

ふ
ん
わ
り
き
ら
き
ら
の
白
い
雪

私
は
こ
れ
ま
で
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
へ
五

回
行
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
商
用
の
た
め

季
節
に
は
関
係
な
く
と
び
出
す
の
だ
が
、

結
果
と
し
て
は
初
夏
以
外
の
す
べ
て
の
季

節
に
行
っ
h

と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ

エ
を
中
心
と
す
る
一
群
の
山
麓
に
あ
り
、

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
も
聞
か
れ
た
こ
と
の
あ
る

ウ
イ
ン
タ
ー
-
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
町
の
付
近
に
は

小
さ
な
ス
キ
|
場
が
数
多
く
点
在
し
て
い

る
。
代
表
的
な
ス
キ
|
場
は
ツ
|
ク

・
ス

ピ
ッ
ツ
エ
(
二
九
六
六
メ
ー
ト
ル
)
の
谷
に

あ
る
ゲ
レ
ン
デ
。
夏
ス
キ
ー
ま
で
出
来
る

雪
深
い
谷
で
、
景
色
も
素
晴
し
い
。
遠
く

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
も
展
望
で
き

ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
の
ス
キ
|
場
と
は
一
変

し
て
違
う
世
界
が
そ
こ
に
広
〈
展
開
し
て

〆
、
?
@
。北

欧
の
人
々
の
休
日
は
一
週
間
か
ら

一

カ
月
間
ま
で
長
期
に
取
れ
る
の
で
、
ド
イ

ツ
ま
で
足
を
延
ば
し
、
ゆ

っ
く
り
ス
キ
ー

を
楽
し
む
ゆ
と
り
が
あ
る
。
北
欧
の
生
活

に
結
び
つ
い
た
ス
キ
ー
か
ら
、
楽
し
む
ス

キ
|
へ
/
冬
の
休
日
は
、
ス
キ
l
以
外

に
は
考
え
ら
れ
な
い
北
欧
な
の
で
あ
ろ
う
。

の
う
ち
の
二
回
は
冬
な
の
で
、

が
あ
る
よ
う
だ
。

冬
に
は
縁

二
回
の
う
ち
一
回
は
十
一
月
末
か
ら
十

二
月
中
旬
に
か
け
て
の
、
い
わ
ば
冬
の
始

ま
り
の
頃
で
、
・
あ
と
の
一
回
は
二
月
中
旬

か
ら
三
月
は
じ
め
に
か
け
て
の
厳
冬
期
で

み
め
つ
れ
~
。
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わ
ず
か
な
期
間
だ
が
、
得
意
先
や
代
理

庖
の
人
の
家
庭
、
個
人
的
な
友
人
と
の
つ

き
合
い
を
通
し
て
か
い
間
見
た
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
人
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
い
く
ら
か

書
〈
予」
と
が
あ
り
そ
う
だ。

私
自
身
そ
う
で
あ
っ
た
し
、
冬
の
北
欧

へ
行
っ
た
こ
と
の
な
い
人
が
〈
冬
の
ス
ト

ツ
ク
ホ
ル
ム
v

と
い
う
表
題
か
ら
想
像
さ

れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
、
厳
し
い
寒
き
と

か
、
雪
に
す
っ
ぽ
り
と
包
ま
れ
た
街
、
な

ど
と
い
う
典
型
的
な
冬
の
国
の
姿
で
あ
ろ

、「，，。
た
し
か
に
、
冬
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
は

寒
い
。
雪
も
よ
く
降
る
。
し
か
し
、

そ
の

寒
さ
も
雪
の
量
も
、
想
像
し
た
ほ
ど
の
も

の
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
、
地
図
や
地

球
儀
な
ど
で
北
欧
を
見
る
と
き
は
、

北
緯

六
十
度
辺
に
あ
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
や
オ

ス
ロ
が
、

北
海
道
に
く
ら
べ
て
あ
ま
り
北

だがりか部のな雪 札行だ 1.... 園田園圃園田圃臨首 ，'1 l'ニ土く ろえに
、で知のでいの寒幌すか| 世画面圃圃・-圃-圃.凶・Ij 11 1半池らしうあ あ

も あ はらラ 、 。方さへ る ら1I!!嬰凶止~ I 月なべかとれ る
ち る 、なツ 大 まもに行 と 、 I~.・・・・四・・・・・・・・・圃 |ほのてし想ほ の
ろ 程いいプし ず平つくい其| ・・・ ・・・n・・・・・・ |どだ笠、 {象ど
ん度つがラて、年いぐっ冬 1-E・E ・-・4Rふ冒 E・E・-ー・ |イ。安ヨす寒
、以も、ンつ雪なてらての I Iタ私ど | るいつ

郊 上 サスドもがみはいもス リは 1イロ。の〈
外はラ ト め ら乾なその、ト同モアち室まあがのし地が在|二 ιッ だり
へ つサ ツ方 な 燥らのつ防ツじ ロ フなあんつ 北 ジたが、しの 月 li ノf か し
出も ラクへいし大程も祭クぐツ リ みた中て緯エ。良暖たジ 中 ずは ら
れら降ホ行。てし度り 仕 ホ ら コ カにりぐ、約ノ主いかこエ匂っ東 さ北
ばなつルけもいたでで度ルいのの、なら北四ア』のくとノのとア ぞ海
ひいてムばってこあ充はムで北北 東のい海五の会にてがア厳暖ジ 寒道
ぎよいあど と 軽とりそ冬へあ端部京だ、道度緯、感居あに冬かア い で
がうるたう 北 い li 、f百 の 旅 生 と 、は。根ので度こ心心る滞期いに だき

埋
ま
る
ほ
ど
つ
も
っ
て
い
1

.

雪
が
ふ

ん
わ
り
し
て
い
る
の
で
長
靴
を
は
け
ば
楽

に
歩
き
ま
わ
れ
る
。

雪
に
関
し
て
も
わ
が

国
の
冬
の
日
本
海
側
の
よ
う
に
重
々
し
い

感
じ
で
は
な
い
。

だ
か
ら
、
私
の
場
合
、
冬
の
ス
ト

ッ
ク

ホ
ル
ム
と
い
う
と
、
索
、
さ
や
雪
よ
り
も
、

ま
ず
高
緯
度
地
管
独
特
の
暗
さ
と
、
閑
散

と
し
た
休
日
の
市
街
を
思
い
浮
か
べ
る
。

毛
皮
好
き
は
生
活
の
知
恵
か
ら

北
欧
の
冬
の
暗
き
は
、
夏
の
明
る
さ
、

い
わ
ゆ
る
白
夜
の
明
る
さ
と
う
ら
は
ら
の

現
象
で
、
経
験
し
な
い
と
想
像
し
に
く
い

も
の
だ
。
東
京
に
い
て
も
夜
中
と
朝
夕
は

暗
い
の
だ
が
、
真
冬
で
も
日
中
は
充
分
明

る
い
。
し
か
し
、
北
欧
の
冬
で
は
、
大
げ

さ
に
い
う
な
ら
ば
、
畳
ご
ろ
ち
ょ
っ
と
明

る
く
な
る
、
と
い
う
感
じ
で
、
日
中
と
か

畳
と
か
い
う
感
じ
に
達
し
な
い
う
ち
に
夜

に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

ま
た
、
人
口
が
非
常
に
少
な
い
の
で
、

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
何
よ
り
お
な
じ
み
の

〈
雑
跨
v
と
い
う
雰
囲
気
は
経
験
で
き
な
い
。

特
に
冬
の
聞
は
外
を
歩
い
て
楽
し
い
季
節

で
は
な
い
か
ら
サ
ク
パ
ク
と
し
て
い
る
。

私
の
定
宿
に
し
て
い
た
ア
マ
ラ
ン
タ
ン

と
い
う
ホ
テ
ル
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の

中
央
駅
か
ら
一
キ
ロ
ム
ぐ
ら
い
の
場
所
な
の

で、

地
下
鉄
に
乗
る
た
め
に
も
、
散
歩
の

た
め
に
も
、
し
ば
し
ば
駅
の
中
を
通
っ
た
。

こ
れ
が
ま
た
、
東
京
駅
と
は
桁
ち
が
い
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に
閑
散
と
し
て
い
る
。
金
曜
日
の
晩
に
、

若
い
連
中
が
ス
キ
ー
を
か
つ
い
で
夜
行
列

車
待
ち
の
行
列
を
作
っ
て
い
る
の
な
ど
も

見
か
け
た
こ
と
が
あ
る
が
、
せ
い
ぜ
い
の

と
こ
ろ
百
人
足
ら
ず
の
男
女
が
ひ
っ
そ
り

と
並
ん
で
い
る
だ
け
だ
っ
た
。

こ
う
い
う
国
だ
か
ら
、
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル

ム
あ
た
り
で
は
冬
の
特
別
の
生
活
が
あ
る

と
は
思
え
な
い
。
暖
炉
に
薪
を
た
い
て
暮

し
た
の
は
昔
の
こ
と
だ
ろ
う
し
、
今
ど
き

ソ
り
を
実
用
に
す
る
人
も
あ
る
ま
い
。
む

し
ろ
、
長
い
冬
の
生
活
を
標
準
と
せ
ざ
る

を
え
な
い
北
欧
人
は
、
冬
の
問
も
行
動
力

が
に
ぶ
ら
な
い
よ
う
な
生
活
様
式
を
確
立

し
て
し
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ど
ん
な
に

寒
い
時
で
も
、
建
物
の
中
は
完
全
に
暖
房

し
て
軽
快
な
服
装
の
ま
ま
行
動
で
き
る
よ

う
に
し
、
冬
を
冬
と
感
じ
な
い
よ
う
に
暮

し
て
い
る
の
が
そ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
外
出
す
る
時
は
然
、
い
か
ら

厚
い
コ
ー
ト
を
着
る
。
西
洋
人
の
毛
皮
好

き
の
背
景
に
は
こ
う
い
う
必
要
性
が
あ
る

の
だ
。
つ
ま
り
、
下
か
ら
厚
〈
着
こ
む
と

訪
問
先
の
家
や
、
勤
務
先
の
建
物
の
中
で

暑
く
な
る
か
ら
、
上
に
だ
け
厳
重
な
防
寒

コ
l
ト
を
羽
織
る
ほ
か
な
い
の
だ
。

屋
外
か
ら
中
へ
入
る
時
は
、
一
般
の
家

庭
で
も
会
社
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
も
、

玄
関
を
入
っ
た
と
こ
人
〆
で
コ

l
ト
を
ぬ
ぎ

雪
を
ふ
る
い
落
し
て
ハ
ン
ガ
ー
に
か
け
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
笑
用
上
当

然
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
が
、

赤
い
壁

t
縁
の
ド
ア
の
ス
ナ

ッ
ク

私
は
ス
ポ
ー
ツ
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
な

い
が
、
い
わ
ゆ
る
ウ
イ
ン
タ
ー
・
ス
ポ
ー

ツ
も
盛
ん
な
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
ス

キ
ー
を
例
に
と
っ
て
も
日
本
で
磁
ん
な
の

と
は
ま
っ
た
く
性
質
が
違
う
よ
う
に
感
じ

た
。
日
本
で
は
、
流
行
し
は
じ
め
る
と
各

地
に
大
ゲ
レ
ン
デ
が
続
々
建
設
さ
れ
、
何

千
人
と
い
う
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
送
り
こ
ま
れ

て
押
し
合
い
へ
し
合
い
と
い
う
さ
わ
ぎ
に

な
る
が
、
人
閉
め
少
な
い
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

で
は
そ
ん
な
こ
と
に
は
な
り
ょ
う
が
な
い
。

一
度
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の
友
人
と
い

っ
し
ょ
に
郊
外
の
ス
キ

i
場
へ
休
日
の
ひ

ま
つ
ぶ
し
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
都
心

か
ら
自
動
車
で
三
十
分
ば
か
り
走

っ
た
と

こ
ろ
で
、
も
う
人
皇
離
れ
た
丘
陵
地
帯
と

な
り
、
小
山
丘
に
簡
単
な
リ
フ
ト
を
つ

一
日
中
あ
っ
ち
こ
っ
ち
訪
問
し
て
は
こ
れ

を
や
っ
て
い
る
と
、
何
だ
か
一
種
の
儀
式

の
よ
う
な
気
が
し
て
お
か
し
く
な

っ
て
く

る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
自
身
も
そ
う
い
う
感

じ
が
あ
る
の
か
、
あ
る
友
人
が
「
こ
れ
が

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
冬
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス

ポ
ー
ツ
な
ん
だ
よ
」
と
い

っ
て
笑
っ
た
の

を
覚
え
て
い
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ス
ポ
ー

ツ
を
国
技
と
訳
す
と
重
苦
し
い
が
、
「
全

国
民
が
や
る
ス
ポ
ー
ツ
」
と
で
も
い
う
気

持
だ
ろ
う
。
私
に
は
、
こ
れ
が
冬
の
生
活

の
妓
大
の
特
徴
の
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な

か
っ
た
。

け
て
ゲ
レ
ン
デ
が
作
っ
て
あ

っ
た
。
大
し

て
広
く
も
な
い
が
、
滑
っ
て
い
る
人
も
五

十
人
そ
こ
そ
こ
だ
か
ら
、
専
門
家
な
ら
ば

と
も
か
く
、
普
通
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
な
ら
充

分
楽
し
く
滑
れ
る
。

ゲ
レ
ン
デ
の
入
口
に
は
、
ク
リ
ス
マ
ス

カ
ー
ド
の
絵
に
で
も
あ
り
そ
う
な
赤
い
壁

に
緑
の
ド
ア
の
小
ぎ
れ
い
な
家
が
ポ
ツ
ン

と
一
軒
あ

っ
た
。
例
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ス
ポ
ー
ツ
」
を
や

っ
て
か
ら
中
に
入
る
と

北
欧
風
の
簡
業
で
消
潔
な
造
作
に
な
っ
て

い
て
、
熱
い
コ
ー
ヒ
ー
や
コ
コ
ア
な
ど
の

飲
み
も
の
と
、
ケ
ー
キ
類
を
出
し
て
く
れ

る
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
付
近
は
山
ら
し
い
山

も
な
い
か
ら
、
大
規
模
な
ス
キ
|
場
は
作

れ
な
い
だ
ろ
う
し
、
た
と
え
作
っ
て
も
人

が
来
な
い
か
ら
引
き
合
わ
な
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

冬
の
夜
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
私
は
あ

ま
り
知
ら
な
い
。
私
が
カ
タ
ブ
ツ
で
あ
る

と
い
う
よ
り
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
は
日

本
の
歓
楽
街
に
相
当
す
る
も
の
が
な
い
。

少
な
く
と
も
私
に
は
見
つ
け
ら
れ
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
夜
の
戸
外
は
お
そ
ろ

し
く
寒
い
か
ら
、
ふ
ら
ふ
ら
探
し
て
も
い

ら
れ
な
い
。
ダ
ン
ス
が
で
き
れ
ば
楽
し
い

場
所
が
あ
る
ら
し
い
が
、
歌
舞
虫
自
由
に
縁

の
な
い
私
に
は
近
寄
り
が
た
い
。

私
の
印
象
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
休

日
の
特
散
は
白
夜
の
夏
に
こ
そ
見
ら
れ
る

の
で
、
冬
は
あ
た
り
前
に
静
か
に
暮
す
季

節
の
よ
う
で
あ
る
。

優秀な施工で皆様に奉仕する

総合建設業

白石建設株式会社@本社 東京都千代田区丸の内 1丁目 6番4号 交通公社ビル916区

電 話 (212)1 3 2 1 (代)
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賞昂付クロスワード・パズル

〈
解

き
方
〉

鹿

の
絵

の

と
こ
ろ
は
、

「
シ
カ
」
ま
た
は
「
カ
」
と
入
れ
て

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
全
部
解
い
て
く
だ

さ
い
。
次

に

A
i
F
の
二
重

カ

ギ

内

を
順

に

並
べ
ま
す
と
一
つ
の
こ
と
ば

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
漢
字

三

文

字

に
書
き
換
え
、
そ
れ
だ
け
を
官

製

ハ

ガ
キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。

肯
宛
先
「
直
眠
』
‘
集
家
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル
係

肯
鱒
切
昭
拘

引
u
T
1
月
H
M
目
、
日
消
印
有
効
青
島
司
祭
本
誌
4
月
号
柑
情
敏
肯
貨

品

正
解
者
の
中
か
ら
鋪
遂
の
上
、

5
名
織
に
坐
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
l
・

欣
カ
プ
セ
ル
1
0
0
カ
プ
セ
ル
入

a

箱
{
市
価
9
千
阿

I
A且再
三
‘
一
-
友
銀

侠
v

・
m
e
h
織
に
、
イ
ラ
ス
ト
・
ゴ
ル
フ
・
ル

1
ル
ブ
ッ
ク
』
.
柏
山
名

様
に
「
グ
リ
ー
ン
・
ダ
イ
ア
リ
ー
』

A

い
ず
れ

L
近
代
ゴ
ル
フ
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
編
}
を
そ
れ
ぞ
れ
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
.

• ••••••••
••••••••• 

〈
答
え
の

ヒ
ン
ト
〉

感
激
し
な
い
な
あ

を
迎
え
た
か
ら
っ

て
今
ま
で
と
ち

っ
と
も

変
わ
り
ゃ
し
な
い
も
の

四
岨

ヨコの
かぎ

①
家
の
門
口
に
こ
れ
を
飾
る
と
こ
ろ
も

年
々
少
な
く
な
っ
て
き
た
な
あ

あ
ん
ま
り
ー
ー
か
ら
‘
忘
れ
も
の
を

し
て
し
ま
っ
た
じ
ゃ
な
い
か

こ
の
遊
び
の
検
定
試
験
が
あ

っ
て
、

級
を
く
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
昔
懐

し
い
遊
び
だ

物
事
を
よ
く
の
み
こ
む
こ
と

よ
く
売
れ
る
商
品
の
こ
と
を
い
う
。

人
に
冠
す
場
合
も
あ
る

こ
の
料
理
は
い
け
る
ぞ
。
と
っ
て
も

ー
ー
だ

@ ⑤ ⑮@  ⑫ 
開

明

テのかぎ

① 

昔
、
や
く
ざ
閑
士
の
出
入
り
の
と
き

な
ど
に
、
本
隊
の
前
で
焚
い
た
火

キ
リ
ス
ト
十
二
使
徒
の

一
人

飲
み
屋
に
こ
れ
を
タ
メ
る
と
あ
と
が

た
い
へ
ん
で
す
よ

そ
ん
な
に

l!
な
っ
て
。
も
う
少
し

時
聞
を
く
れ
よ

劇
場
の
舞
台
の
天
弁
の
こ
と
も
こ
う

呼
ぶ

た
ぬ
き
に
き
つ
ね
に
お
か
め
、

て
月
見・
....
.
 

財
布
の
こ
と

③②  @ ⑤ ⑦ 

そ
し

⑨ 

⑬ 
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⑮⑬  

ワ
ン
|

|
成
功
。
パ

l
デ
ィ

・
チ
ャ

ン
ス

粋
で
い
さ
み
肌
。
ー
ー
な
お
人
ね
え

一
見

ハ
ゼ
裂
の
川
魚
。
清
測
な
水
を

好
み
、
と
て
も
う
ま
い
。
別
名
7

ゴ

り
と
も
い
う

古
く
は
人
を
も
人
以
外
の
も
の
を
む

き
し
た
こ
と
は

地
主
に
払
う
借
地
料

木
本
植
物
で
、
地
上
に
立
ち
、

伎
を

生
ず
る
太
い
部
分
の
こ
と

規
則
、
規
則
っ
て
や
た
ら
厳
し
く
す

れ
ば
い
い

っ
て
も
ん
じ
ゅ
な
い
。
こ
れ

じ
ゃ
ー

ー
で
な
ん
に
も
で
き
な
い
よ

⑪ @⑬ ⑫ ⑬⑪  

胸
に
輝
ゃ
く
銀
の
星

一
の
重、

ニ
の
重
、
三
の
箆
、
与
の

重
と
あ
る
料
理

こ
の
性
が
な
い
男
を
亭
主
に
も
っ
と

苦
労
す
る

江
戸
時
代
に
興
険
し
独
自
の
発
達
を

遂
げ
た
わ
が
国
独
特
の
演
劇

俺
の
こ
れ
は
い
つ
も
当
た
る
。
去
年

の
続
馬
も
ず
い
ぶ
ん
取

っ
た
か
ら
ね

キ
ク
科
の
多
年
草
で
テ
ン
ジ
ク
ボ
タ

ン
と
も
い
う
。
大
形
の
き
れ
い
な
花

を
咲
か
す

奥
山
に
紅
葉
ふ
み
分
け
な
く
|
|
の

戸
き
く
と
き
ぞ
秋
は
か
な
し
き

「た
な
」
と
も
い
う
。

⑬ ⑮ ⑪ ⑬ ⑮ @ 



ハ
チ
ミ
ツ
は
人
類
の
歴
史

西
洋
の
諺
に
砂
ハ
チ
ミ
ツ
の
歴
史
は
人

類
の
歴
史
。
と
い
う
の
が
あ
る
よ
う
に
、

ハ
チ
ミ
ツ
と
人
間
の
関
係
は
切
っ
て
も
切

れ
な
い
関
係
に
あ
る
よ
う
だ
。
そ
の
関
係

も
遠
く
、
人
類
の
太
古
に
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
こ
と
が
で
き
る
。

ス
ペ
イ
ン
の
パ
レ
ン
シ
ア
付
近
に
あ
る

ら
考
え
る
と
、
す
で
に

一
万
年
も
前
か
ら

ハ
チ
ミ
ツ
は
人
類
の
生
活
の
中
で
大
き
な

位
置
を
占
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
六
千
五
百
年
前
に
は
エ
ジ
プ
ト

の
メ
ネ
ス
王
が
王
室
の
文
化
的
象
徴
と
し

て
ミ
ツ
バ
チ
と
パ
ピ
ル
ス
を
定
め
、
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
の
中
の
ミ
イ
ラ
を
蜜
蝋
と
ハ
チ
ミ

ツ、

そ
の
他
香
料
薬
物
な
ど
で
作
っ
て
い

る
。
口
市
古
の
文
献
と
い
わ
れ
る
エ
ベ
ル
ス

ア
ラ
ニ
ア
洞
窟
の
中
で
発
見
さ
れ
た
彫
刻

は
、
ほ
ぽ

一
万
年
ほ
ど
前
の
新
石
器
時
代

の
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
、

ひ
と
り
の
女
が
査
の
よ
う
な
器
を
持
ち
、

天
然
の
洞
穴
に
つ
く
ら
れ
た
ミ
ツ
バ
チ
の

巣
め
が
け
て
縄
梯
子
を
昇
っ
て
い
く
絵
・
が

捕
か
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
の
絵
画
や
彫

刻
は
、
古
代
人
に
と
っ
て
盟
猟
を
祈
る
と

い
う
呪
術
的
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か

ハチミツ
驚異の長寿食品

-
パ
ピ
ル
ス
(
紀
元
前

一
五
二
二
年
)
に

も
ハ
チ
ミ

ツ
の
薬
効
に
つ
い
て
、
外
傷
、

皮
膚
病
、
痘
樹
、
眼
病
に
効
く
と
し
る
さ

れ
、
内
服
す
る
と
栄
養
剤
、
下
痢
、

息
く

だ
し
に
よ
い
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
だ
け
で
な
く
、
ハ
チ
ミ

ツ
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ

l
マ
、
古
代
イ

ン
ド
、
中
国
と
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
賞
用

さ
れ
て
き
ヘ

・と
が
、
聖
書
、

仏
典
、

ー
ラ
ン
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
現
在
で
も
、

中
東
民
族
の
聞
に
は
、
新
婚
者
が
ハ
チ
ミ

ツ
を
食
べ
る
風
向
が
残
っ
て
お
り
、
ハ
ネ

ム
ー
ン
(
蜜
月
)
と
い
う
言
葉
も
実
は
こ

の
風
習
か
ら
き
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

日
本
で
も
、

『
日
本
書
記
』

(
七
二

O

年
)
に
皇
極
天
皇
の
時
代
に
大
和
の
三
輪

山
で
養
蜂
を
や

っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
長
い
歴
史
を
も
っ
ハ
チ
ミ

ツ
も
、
砂
糖
の
供
給
量
が
ふ
え
る
に
つ
れ

て
、
人
々
に
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
再
び
ハ
チ
ミ
ツ
が
話
題
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
ハ
チ
ミ
ツ
が
純
正
食
品
、

自
然
食
品
で
あ
り
、
な
に
よ
り
も
そ
の
効

果
が
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

人
々
が
改
め
て
認
識
し
始
め
た
か
ら
だ
ろ
、九

花
ミ
ツ
か
ら
ハ

チ
ミ
ツ
に

コ

ハ
チ
ミ
ツ
は
ミ
ツ
バ
チ
に
よ
っ

て
作
ら

れ
る
。
ミ
ツ
バ
チ
の
世
界
は
、
一
匹
の
女

王
パ
チ
を
中
心
と
し
て
、
働
き
パ
チ
、
雄

パ
チ
か
ら
成
っ
て
い
る
。
一
家
族
の
ミ
ツ

バ
チ
の
数
は
三
万
l
四
万
匹
。
そ
の
う
ち

約
九
割
ま
で
が
働
き
パ
チ
だ
。

ミ
ツ
バ
チ
の
中
で
も
、
こ
の
働
き
パ
チ

が
花
を
め
.
ぐ
り
、
花
か
ら
分
泌
さ
れ
た
花

ミ
ツ
を
集
め
、
巣
に
た
く
わ
え
る
役
割
を

す
る
。
貯
蔵
さ
れ
た
花
ミ
ツ
は
、
巣
房
内

の
温
度
が
三

O
度
と
高
い
こ
と
も
あ
っ
て

水
分
が
蒸
発
し
湿
度
が
濃
く
な
る
。

働
き

パ
チ
ほ
こ
れ
に
織
で
フ
タ
会
・

げ
密
封
し

68 

て
貯
蔵
し
て
お
く
の
だ
。
し
か
し
、

こ
れ

だ
け
で
は
ま
だ
ハ
チ
ミ
ツ
は
出
来
な
い
。

働
き
パ
チ
が
花
ミ
ツ
を
集
め
る
と
き
、

彼
ら
は
そ
の
唾
液
に
含
ま
れ
て
い
る
転
化

醇
索
(
イ
ン
ヴ
ェ
ル
タ
l
ゼ
)
と
い
う
も

の
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て

花
ミ

ツ
は
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
聞
に
転
化
作

用
を
受
け
る
。
つ
ま
り
、
花
ミ
ツ
の
中
の

薦
糖
が
、
転
化
酵
素
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ

ブ
ド
ウ
糖
と
果
糖
に
転
化
さ
れ
る
の
だ
。

こ
う
し
て
は
じ
め
て
、
花
ミ
ツ
は
濃
縮
さ

れ
転
化
さ
れ
て
、
最
上
級
の
ハ

チ
ミ
ツ
に

生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う
わ
け
だ
。

最
高
の
天
然
食
品

ハ
チ
ミ
ツ
は
古
来
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
病

気
に
効
く
万
能
薬
と
し
て
尊
ば
れ
て
き
た

が
、
近
代
に
な

っ
て
医
学
が
目
ざ
ま
し
い

進
歩
を
と
げ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
の

ハ
チ
ミ
ツ
の
薬
用
的
価
値
も
急
速
に
薄
れ

る
運
命
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
最
近
に
な
っ
て
、
ハ
チ
ミ
ツ

に
対
す
る
科
学
的
な
研
究
が
つ
み
重
ね
ら

れ
た
結
果
、
む
し
ろ
現
代
医
学
に
と

っ
て

も
そ
の
効
用
は
、
非
常
に
価
値
あ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
始
め
て
い
る
。

古
代
人
の
ハ
チ
ミ
ツ
に
対
す
る
評
価
が
決

し
て
過
大
な
も
の
で
な
か

っ
た
こ
と
が
改

め
て
認
識
さ
れ
始
め
た
の
だ
。

そ
の

一
部
だ
け
を
紹
介
し
て
も
、
精
尿

病
、
肝
臓
病
、
高
血
圧
、
腎
カ
イ
ヨ
ウ、

心
臓
病
、
痔
疾
、
貧
血
、
関
節
炎
、
皮
膚



病
、
使
秘
、
歯
痛
、
筋
の
ケ
イ
レ
ン
、
や

け
ど
、
切
り
傷
、
ゼ
ン
ソ
ク
、
肺
炎
な
ど

実
に
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
病
気
に
効
果
の
あ

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
ハ

チ
ミ
ツ
こ
そ
は
、
自
然
が
恵
ん
で
く
れ
た

最
高
の
天
然
食
品
と
言
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
だ
。

と
く
に
、
た
い
て
い
の
栄
養
食
品
は
、

保
存
し
て
い
る
聞
に
腐
敗
す
る
と
い
う
や

っ
か
い
な
性
質
が
あ
る
も
の
。
こ
の
点
、

ハ
チ
ミ
ツ
に
は
そ
れ
が
な
い
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
お
そ
ろ
し
く
強
力
な
殺
菌
力
が
あ

る
の
だ
。
ハ
チ
ミ
ツ
の
中

に
赤
痢
菌
を
入
れ
る
と
、

十
時
間
で
死
滅
す
る
し
、

チ
フ
ス
菌
は
四
十
八
時
間
、

大
腸
閣
も
四
十
八
時
間
で

そ
れ
ぞ
れ
死
ん
で
し
ま
う
。

ま
た
、
ハ
チ
ミ
ツ
が
代

表
的
な
U
X
舟
食
で
あ
る
こ

と
を
裏
付
け
る
デ
ー
タ
は

数
多
く
あ
る
。
古
い
と
こ

ろ
で
は
今
か
ら
二
千
年
近

く
も
前
、
ロ
ー
マ
の
大
プ

リ
ニ
ウ
ス
の

『
博
物
誌
』

に
そ
の
証
拠
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
ア
ペ
ニ

ン
山
脈
と
ポ

l
川
に
は
さ

ま
れ
た
地
帯
の
住
民
に
は

百
歳
以
上
の
長
寿
者
が
百

二
十
人
も
い
る
が
、
そ
の

大
部
分
が
養
蜂
業
者
だ
と

い
う
の
だ
。
こ
れ
に
似
た
例
は
、
対
近
ソ

連
や
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

ハ
チ
ミ
ツ
の

E
体
は
、
ま
だ
完
全
に
わ

か
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
い
ず
れ

に
し
て
も
そ
の
成
分
に
盟
富
な
カ
リ
ウ
ム

や、

パ
ン
ト
テ
ン
酸
、

コ
リ
ン
な
ど
の
長

寿
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
を
含
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
し
で
も
、
充
分

J
X
寿
食
。
の
名
に
値

い
す
る
と
い
え
る
よ
う
だ
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
日
本
人
の

ハ
チ
ミ
ツ
消
費
抵
は
欧
米
諸
国
に
く
ら
べ

て
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い
。
年
ご
と
に
増
加

し
て
い
る
と
は
い
え
、

一
人

句

り

の

年

間
消
費
量
は
わ
ず
か
二

0
0グ
ラ
ム
(
西

ド
イ
ツ

一
二

0
0グ
ラ
ム
、
ア
メ
リ
カ
八

0
0グ
ラ
ム
)
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
紀
元

前
の
昔
か
ら
、

。
神
よ
り
贈
ら
れ
た
医
薬
。

と
し
て
愛
用
さ
れ
て
い
た
ハ
チ
ミ
ツ、

こ

れ
を
引
代
の
健
康
法
に
応
用
し
な
い
手
は

な
い
、
と
悶
ゅ
う
の
だ
が
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

先
ご
ろ
鮒
三
友
か
ら
発
売
さ
れ
た
中
国

産
の
純
粋
レ
ン
ゲ
ハ
チ
ミ
ツ
は
東
京
都
医

師
協
同
組
合
連
合
会
指
定
の
優
良
品
で
、

円
本
人
好
み

の
昧
は
実
に
ま
ろ
や
か
。
本

誌
愛
説
者
に
限
り
一
セ
ッ
ト
(
写
真

)
l

制

g
入
三
本

l
二
、
二

O
O円
を

一
、
七

0
0円
の
割
引
価
格
で
頒
布
し
ま
す
。
編

集
部
宛
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

。
ハ
チ
ミ
ツ
の
種
類
〈
〉

-Rレ
ン
ゲ
蜜
ハ
チ
ミ
ツ
の
中
で
も
代

表
的
な
も
の
の
ひ
と
つ
。
レ
ン
ゲ
の

分
布
は
北
は
的
問
か
ら
市
は
鹿
児

ω

ま
で
と
広
い
。
上
品
で
ソ
フ
ト
な
香

リ
と
、
ま
ろ
や
か
な
舌
ざ
わ
り
は
H

本
人

M
み
。
民
政
地
は
岐
阜
県
。

脅
ア
カ
シ
ヤ
蜜
レ
ン
ゲ
を
ハ
チ
ミ
ツ

の
王
織
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
ま
さ
に

女
王
と
も
い
、
え
る

一
級
品
。
こ
の
花

の
r
け.
式
の
名
前
は
ニ
セ
ア
カ
シ
ヤ
と

呼
ば
れ
、
北
米
の
ア
レ
ゲ
ニ

l
山
脈

を
原
路
地
と
す
る
が
、
明
治
初
年
に

日
本
に
愉
入
さ
れ
、
京
北
や
北
海
道

を
主
産
地
と
す
る
。
味
は
淡
く
、
色

調
も
ソ
フ
ト
で
美
し
い
。

-Rクロ
ー
バ
ー
蜜
定
地
の
代
表
的
な

甘
い
十
木
市
品
川
町
で
主
・
必
地
は
北
海
道
。
外

国
で
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
有
名
。

ク
ロ
ー
バ
ー
に
は
ホ
ワ
イ
ト
と
レ
ッ

ド
な
ど
幾
鶴
類
か
が
あ
る
が
、
直
川
川

純
物
と
し
て
は
ホ
ワ
イ
ト
ク
ロ
ー
バ

ー
が
最
述
。
色
も
淡
く
、
味
も
香
り

も
上
品
な
た
め
一
級
品
と
い
わ
れ
る
。

脅
ミ
カ
ン
蜜
レ
モ
ン
‘
オ
レ
ン
ジ
と

同
類
で
、
相
備
新
特
有
の
脆
い
香
り

と
般
叫
怖
が
特
徴
。
若
い
人
に
愛
好
者

が
多
い
9

主
産
地
は
絡
問
、
利
歌
山

神
奈
川
、
愛
媛
、
大
分
、
山
口
。

*
ナ
タ
ネ
蜜

レ
ン
ゲ
蜜
に
く
ら
べ
て

昧
が
強
す
ぎ
る
が
、
そ
れ
が
よ
い
と

他
の
ハ
チ
ミ
ツ
よ
り
も
好
む
人
が
い

ヲ
令
。

<>9 



浪
越
徳
治
郎
の
)

夫
婦
指
圧
教
室
@

園

指
圧
の
心
母
ご
こ
ろ

l
l出
せ
ば
生
命
の
泉
湧
〈
|

|
。
母
ご
こ

ろ
と
は
思
い
や
り
の
心
で
す
。
指
圧
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
こ

の
思
い
や
り
の
心
な
の
で
す
。
ご
夫
婦
で
愛
情
を
こ
め
て
圧
し
合

っ
て
く
だ
さ
い
。
生
命
の
泉
が
グ
ン
と
湧
い
て
指
圧
の
効
果
も

一

層
あ
が
り
、
ご
夫
婦
仲
も

一
段
と
深
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

お
正
月
は
、
年
始
や
新
年
会
で
何
か
と

お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
お

酒
も
適
量
な
ら
ば
健
康
を
促
進
さ
せ
ま
す

が
、
あ
ま
り
度
を
越
す
と
、
当
然
の
結
果

と
し
て
二
日
酔
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

お
酒
の
好
き
な
人
に
と
っ
て
、

二
日
酔
ほ

ど
つ
ら
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二
日
酔

に
効
く
指
圧
で
、
楽
し
い
お
正
月
を

一
家

だ
ん
ら
ん
で
送
り
ま
し
ょ
う
。
ま
あ
、
何
事

も
、
転
ば
ぬ
先
の
杖
|
。
二
日
酔
に
も
予

防
が
大
切
で
す
。
そ
の
秘
訣
を
お
教
え
し

ま
す
。ま

ず
、
酒
席
に
出
る
前
に
、
少
し
の
間

席
を
は
ず
し
て
、
ズ
ボ
ン
の
バ
ン
ド
を
ゆ

る
め
、
両
手
の
親
指
を
除
い
た
4
本
の
指

の
指
紋
部
を
、
ミ
ゾ
オ
チ
に
当
て
、
静
か

に
深
〈
押
え
ま
す
。
一
押
し
約
5
秒、

こ

れ
を
初
回
繰
り
返
し
ま
す
(
図
1
)。

次
に
、
オ
へ
ソ
の
ま
わ
り
を
8占山、

3

回
押
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
右
の
ア
パ
ラ
骨

の
下
(
肝
臓
部
)
を
同
じ
く
4
本
の
指
の

指
紋
部
で
叩
回
繰
り
返
し
押
え
ま
す
(
図

2
)。こ

の
予
防
指
圧
を
せ
ず
に
、
飲
み
過
ぎ

て
二
日
酔
で
苦
し
ん
だ
と
き
は
、
奥
さ
ん

に
指
圧
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

ご
主
人
は
、
あ
お
む
け
に
寝
ま
す
。
奥

さ
ん
は
、
そ
の
右
側
に
正
座
し
て
、
右
の

手
の
ひ
ら
を
、
ご
主
人
の
ミ
ゾ
オ
チ
の
上

に
当
て
、
手
根
部
で
静
か
に
深
く
押
え
ま

す
。
一

押
し
約
5
秒、

こ
れ
を
却
回
繰
り

返
し
ま
す
。
そ
し
て
、
予
防
指
圧
と
同
じ

く
、
オ
へ
ソ
の
ま
わ
り
を
8
点、

3
回
繰

り
返
し
押
え
て
か
ら
、
ア
パ
ラ
骨
の
下
(
肝

臓
部
)
を
、
右
手
の
手
根
部
で
叩
回
繰
り

返
し
押
え
ま
す
(
図
2
)。

最
後
に
、
奥
さ
ん
は
ご
主
人
の
頭
部
に

向
っ
て
正
座
し
、
手
ぬ
ぐ
い
か
、
ハ
ン
カ

チ
を
頭
部
に
の
せ
、
そ
の
上
か
ら
静
か
に

指
圧
を
し
ま
す
(
図
3
)。

こ
の
指
圧
を
丸
て
い
る
う
ち
に
、
ご
主

人
は
い
い
信

乃
に
な
り
ウ
ト
ウ
卜
し
て

e 大
掃
除
や
お
せ
ち
料
理
を
こ
し
ら
え
た

り
、
休
む
暇
も
な
く
大
忙
し
で
お
正
月
を

迎
え
る
の
が
家
庭
の
奥
さ
ん
で
す
。
ご
主

人
や
お
子
さ
ん
の
よ
う
に
楽
し
く
お
正
月

を
過
ご
す
こ
と
は
な
か
な
か
む
ず
か
し
い

よ
う
で
す
。

家
族
そ
ろ
っ
て
の
年
始
回
り
や
訪
問
客

の
接
待
で
何
か
と
気
を
つ
か
い
、
疲
労
の

た
ま
り
や
す
い
年
の
始
め
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
て
、
お
せ
ち
料
理
や
お
雑
煮

な
ど
、
つ
い
食
べ
す
ぎ
て
、
胃
が
む
か
つ

い
た
り
、

も
た
れ
た
り
す
る
方
も
多
い
よ

う
で
す
。

そ
こ
で
、
奥
さ
ん
が
胃
の
も
た
れ
を
訴

え
た
ら
、
ご
主
人
は
面
倒
く
さ
が
ら
ず
、

や
さ
し
く
愛
の
指
圧
を
し
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
効
果
は
驚
く
ほ
ど
の
も
の
が

あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
奥
さ
ん
は
う
つ
ぶ
せ
に
な
り
ま

す
。
両
手
を
広
げ
て
頭
部
の
方
に
お
き
、

枕
を
は
ず
し
て
顔
を
左
に
向

r

す
。
胸

70 

は
浮
か
さ
ず
に
フ
ト
ン
に
ピ
タ
リ
と
つ
け

ま
す
。

ご
主
人
は
、
奥
さ
ん
の
左
側
に
立

て
膝
と
な
り
、
左
の
肩
甲
骨
の
下
側
と
背

e'ト
L

m
(

同
と
の
聞
の
盛
り
上

っ
た
筋
の
上
を
、
両

手
の
親
指
を
重
ね
て
、
肘
を
の
ば
し
体
重

を
の
し
か
け
る
よ
う
に
押
え
ま
す
。
一

押

し
約
3
秒
、
叩
点
(
叩
点
目
が
ち
ょ
う
ど

骨
盤
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
こ
ろ
)
に
押
え
ま

す
。
こ
れ
を
3
回
繰
り
返
し
ま
す
(
図
4
可

左
側
が
終

っ
た
ら
、
今
度
は
右
側
に
座

り
、
左
側
と
同
じ
よ
う
な
要
領
で
叩
点
を

3
回
繰
り
返
し
押
え
ま
す
(
図

5
)。

次
に
、
奥
さ
ん
は
あ
お
む
け
に
な
り
ま

す。

ご
主
人
は
、
奥
さ
ん
の
宿
側
に
正
座

し
、
右
の
手
の
ひ
ら
を
奥
さ
ん
の
ミ
ゾ
オ

チ
の
上
に
当
て
、
手
根
部
で
静
か
に
深
く

押
え
ま
す
。
一
押
し
約
5
秒
、
こ
れ
を
却

回
繰
り
返
し
ま
す
。
さ
ら
に
両
手
の
親
指

を
そ
ろ
え
て
ミ
ゾ
オ
チ
に
当
て
、
指
紋
部

で
静
か
に
叩
回
押
え
ま
す
。

最
後
に
、

右
の
手
の
ひ
ら
を
ミ
ゾ
オ
チ



目
が
醒
め
玉
、
は
、
も
う
二
日
酔
も
お

さ
ま
り
、
気
分
が
ス

ッ
キ
リ
し
ま
す
。

約
却
秒
、
静
h

指
圧
で
胃
の
も
た
れ
も
治

ご
家
族
で
楽
し
て
過
ご
せ

り

お

ま
す
。

き
ま
す
。
そ
う
い
う
状
態
に
な
っ
た
ら
、

そ
の
ま
ま
静
か
に
寝
か
せ
て
お
き
ま
す
。

図 2

州
え
て
あ

こ
の

正
月
を

図 l

図 5
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愛読者ζノおなあ以レイズレ1
楊
貴
妃
も
愛
飲
し
だ

寸貴
妃
茶
L

を
叩
名
僚
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

お
茶
と
い
う
よ
り
、
立
重
な
薬
草
と
い

っ
た
ほ
、
つ
が
い
い

「賞
妃
茶
」
は
気
候
、

風
土
と
良
い
土
刷
機
に
宵
ま
れ
、
カ
フ
ェ
イ

ン
、
タ
ン
ニ
ン
、
た
ん
ぱ
く
質
が
含
ま
れ

て
い
る
。
日
常
こ
の
お
茶
を
飲
ん
で
い
る

と
、
新
陳
代
謝
を
活
発
に
す
る
の
で
肥
満

の
入
、
内
分
泌
陣
容
の
あ
る
人
に
は
、
ぜ

ひ
お
す
す
め
し
た
い
。

こ
の
社
妃
茶
は
中
国
の
雲
南
省
、
商
箆

地
方
の
南
締
山
で
傑
出
さ
れ
る
も
の
で
、

断
崖
絶
壁
の
岩
場
に
し
か
生
育
し
て
い
な

い
の
で
、
土
日
は
人
聞
が
採
取
不
可
能
の
た

め
、
厳
を
訓
練
し
て
採
取
さ
せ
た
と
い
う
。

出
娘
が
摘
ん
だ
茶
葉
を
谷
川
に
捻
て
さ
せ
、

川
上
か
ら
流
れ
て
く
る
茶
替
市
を
川
下
で
受

け
集
め
、
立
重
な
お
茶
と
し
て
保
存
し
た

そ
う
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
も
う
少
し
進

ん
だ
方
法
で
採
出
さ
れ
て
い
る
が
、
お
茶

に
う
る
さ
い
中
国
人
の
あ
い
だ
で
も
銘
茶

中
の
銘
茶
と
さ
れ
、
そ
の
昔
、
世
界
三
大

美
人
の

一
人
で
あ
る
刷
物
投
妃
が
好
ん
で
愛

飲
し
た
と
い
う
。
最
近
で
は
、

一
般
の
人

人
に
も
美
容
と
健
康
の
た
め
広
く
飲
ま
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

飲
み
方
は
か
ん
た
ん
で
、
大
さ
じ

一
杯

に
対
し
て
湯
は
牛
礼
ピ
ン
で
三
本
程
度
。

五
分
ほ
ど
お
い
て
日
本
茶
と
同
じ
に
飲
め

ば
よ
い
。
こ
の
お
茶
を
飲
み
続
け
て
い
る

と
、
無
駄
な
股
肪
が
と
れ
る
の
で
、
女
性

の
肌
は
美
し
く
な
る
し
、
す
ら
っ
と
し
た

脚
の
美
し
い
体
つ
き
に
な
る
。
ま
た
、
消

化
を
助
け
、
利
尿
作
用
も
促
進
さ
れ
て
、

W
H
腸
の
調
子
も
よ
く
な
る
。

こ
の

「世
紀
茶
」
を
別
名
様
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
編
集
部
宛
に
ハ
ガ
キ
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い。

問
い
合
わ
せ
は
、
側

カ
ラ
ン
テ
(
干
附

・
東
京
都
新
宿
区
新
宿

2
l
n
l
7)
宮

O
三
{
三
五
一
一
)
六
六

二
四残

留
農
藁
ゼ
ロ
の

健
康
若
茶
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

一
時
、
残
留
農
薬
問
題
で
騒
が
れ
た
牛

礼
よ
り
も
、
ズ
ー

ッ
と
恐
い
の
が

M

日
本

茶
u

ら
し
い
。
考
え
て
み
る
と
、
お
茶
は

毎
日
飲
む
も
の
だ
し
.
茶
畑
で
良
薬
が
散

布
さ
れ
て
か
ら

一
度
と
し
て
洗
わ
れ
る
こ

と
な
く
消
約
者
の
手
に
渡
っ
て
い
る
。
な

に
し
ろ
、
は
じ
め
て
お
湯
を
注
い
で
洗
わ

れ
た
も
の
{
?
)
を
わ
れ
わ
れ
は
飲
ん
で

い
る
の
だ
か
ら
:
:
:
。

最
近
、
良
作
物
の
中
で
も
H

日
本
茶
。

に

一
番
農
薬
が
残
留
し
や
す
い
と
発
表
さ

れ
(
静
岡
薬
科
大
学

・
古
田
勲
教
扱
)
、

。
日
本
茶
。
に
対
す
る
不
安
は
日
に
日
に
つ

J:~ 

Tテ，.

の
る
ば
か
り
だ
が
、
残
留
農
薬
ゼ
ロ
と
い

う
無
公
害
茶
を
生
産
・
販
売
し
て
い
る
市

民
団
体
が
あ
る
。
そ
の
名
も
「
大
地
を
守

民
の
会
」
。
良
市
掛
汚
染
は
、
い
ま
や

全
国
の
田
畑
・
河
川
の
汚
染
だ
け
で
な
く

汚
染
良
作
物
を
通
し
て
わ
れ
わ
れ
の
体
を

日
ご
と
に
蝕
ば
み
続
け
て

い
る
。
良
薬
に

よ
る
被
害
者
と

い
う
と
、
い
ま
ま
で
は
農

民
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
現
在
で
は
都
会
に

住
む
消
費
者
に
ま
で
及
ん
で
い
る
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
有
吉
佐
和
子
さ
ん
の
小

説
『
被
合
汚
染
』
の
中
に
も
、

n
い
ま

一

万
人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
オ
ギ
ャ
ア
と
生
ま
れ

る
と
、
そ
の
う
ち
三
千
五
百
か
ら
四
千
人

の
赤
ち
ゃ
ん
が
、
奇
形
児

・
陣
碍
児

・
難

病

・
奇
病
の
持
主
で
あ
り
、

m
M
薬
汚
染
が

そ
の
主
な
原
悶
に
な
っ
て
い
る
。
と
い
う

こ
と
が
舎
か
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
消
費
者
と
生
産
者
が
手
を
結

び
、
こ
の
よ
う
な
良
市
出
公
害
を
告
発
し
、

農
薬
の
恐
し
さ
を
訴
え
る
と
と
も
に
自
分

た
ち
の
手
で
。
大
地
H

を
守
っ
て
ゆ
こ
う

と
い
う
の
が
「
大
地
を
守
る
市
民
の
会
」

(
中
央
事
務
局

1
東
京
都
新
宿
区
西
大
久

保
二
|
三
五

O
パ
プ
テ
ス
ト
会
館
3
F
)

の
運
動
主
旨。

当
会
が
取
扱
っ
て
い
る
お
茶
は
残
留
農

薬
ゼ
ロ
と
安
全
な
だ
け
で
な
く
、
有
機
農

法
+
ミ
ネ
ラ
ル
裁
倍
で
つ
く
ら
れ
て
い
る

た
め
、
酵
素
が
タ
ッ
プ
り
含
ま
れ
総
ア
ミ

ノ
酸
合
有
量
が
引
%
培
、
甘
味
の
テ
ア

ニ

ン
が

2
倍
増
、
お
茶
の
品
質
向
上
の
カ
ギ

と
い
わ
れ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
J
u
m
%
増
と

い
い
こ
と
づ
く
め
。
消
費
者
団
体
、
生
協

か
ら
も
引
っ
ぱ
り
だ
こ
と

い
う
の
も
う
な

づ
け
る
(
庖
頭
販
売
は
し
て
い
な
い
)
。

そ
こ
で
、
愛
読
者
の
た
め
に
、
こ
の
残

留
農
薬
ゼ
ロ
の
健
康
・若
茶
『
よ
ろ
こ
び
』

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
十
す
ね
様
)
。
編
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A=マ
B= ン

c=ネ

0=ン

E=ヒ
F=ツ

... 

万
年
筆
1>.. 

応
募
総
数

二
、
七
一
一

正

解

は

ニ

、
五
二
七

〈
答
え
の
ヒ
ン
ト
v

彼
女
が
だ
い
じ

に
し
て
い
る
|

|
、
実
は
俺
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
も
の
な
ん
だ
よ
。

-vヨ
コ
の
か
ぎ

①
家
米
に
す
る
こ

と
⑤
中
央
ア
メ
リ
カ
を
支
配
し
た
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
。

|
文
明
@
ノ
ー
ベ
ル

文
学
賞
を
受
賞
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
作

家
。
代
表
作
の
ひ
と
つ
に

「贋
金
づ

く
り
」
が
あ
る
⑦
お
ど
す
こ
と
⑨
額



園
進
部
宛
ご
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
な
わ
ね
こ

の
お
茶
を
ご
希
望
の
方
も
編
集
部
に
お
剛
・

込
み
く
だ
さ
い
。

-
飽
版
"
則
前

『
聖
五
月
』

〈

m
g
入
り
v

一
、
三

O
O円

・
健
康
若
茶

『
よ
ろ
こ
び
』

〈
湖

E
入
り
〉

一
、
0
0
0円

※
送
料
は

一
例
に
つ
き
二
五

O
円
(
五
例

以
上
ご
希
明
の
場
合
は
送
料
鉱
山
料
}
。

新
発
売
の
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー

-
較
カ

プ
セ
ル
を
叩
名
織
巳
プ
レ
ゼ
ン
ト

待
明
久
し
い
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
の
軟
カ

プ
セ
ル
が
つ
い
に
開
発
に
成
功
、
側
三
友

か
ら
新
発
売
さ
れ
た
。
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
生
の
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
に
は

水
分
が
肝
%
前
後
合
ま
れ
て
い
て
腐
敗
は

避
け
ら
れ
ず
、
川
出
重
な
冷
蔵
保
存
が
要
求

さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
、
冷
蔵
保
作
さ
れ

て
も
、
空
気
に
触
れ
る
と
、
時
四
化
、
変
質

を
起
こ
す
ほ
ど
デ
リ
ケ
ー
ト
な
物
質
だ

っ

た
か
ら
、
こ
の
軟
カ
プ
セ
ル
化
は
実
に
同

期
的
と
い
え
る
。

そ
の

ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
り
の
軟
化
カ
プ
セ
ル

は
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
ビ
タ
ミ
ン

E
と
最
高

級
の
純

.Kご
ま
仰
の
二
取
の
股
で
包
む
こ

と
で
そ
の
問
.胞
が
解
決
さ
れ
た
。
ビ
タ
ミ

ン
E
が
酸
化
を
防
い
で
く
れ
、
ご
ま
油
が

外
皮
と
な
っ
て
品
質
を
安
定
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
独
特
な
減
以
乾
燥
法
に
よ

っ
て、

水
分
の
合
有
率
を
四
%
前
後
ま
で
減
ら
す

こ
と
に
成
功
、
そ
れ
を
二
霊
の
油
膜
に
包

ん
で
カ
プ
セ
ル
に
入
れ
て
あ
る
か
ら
、
長

期
の
保
存
に
耐
え
、
品
質
が
秘
め
て
よ
く

体
内
吸
収
も
抜
群
に
円
十
い
。
今
回
側
三
友

新
発
売
さ
れ
た
軟
カ
プ
セ
ル
は
、
日

本
食
品
分
析
セ
ン
タ
ー
の
試
験
に
も
A
日
約

し、

一
白カ
プ
セ
ル
が
生

ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
l

検
算
捌
時
だ
か
ら
、
市
販
さ
れ
て
い
る
錠

剤

一
コ
の
約
五

1
六
倍
に
当
た
る
。

こ
の
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
l
-
軟
カ
プ
セ
ル

を
叩
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
編
集

部
宛
に
ハ
ガ
キ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
者
全日
以
に
資
料
と
サ
ン
プ

ル
を
お
送

り
し
ま
す
。

ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ

l
・
軟
カ
プ

セ
ル
の
問
い
合
わ
せ
は
、
側
三
友
(
点
点

都
台
東
灰
2
l
m
l
目
、
間
以
ビ
ル

6
F
}

8
0
三

(
八
四
三
)
間
六
六

一

な
お
、
本
誌
受
読
者
に
か
ぎ
り
、
こ
の

ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ

1
・
軟
カ
プ
セ
ル
を
特
別

価
格
で
頒
布
い
た
し
ま
す
。
市
川
聞

こ

符

削
カ
プ
セ
ル
入
り
)
九
、

0
0
0円
の
と

こ
ろ
七
、

二

O
O円
で
す
。

シ
ピ
工
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を

愛
読
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

い
ま
車
に
哨
む
い
て
い
る
純
正
の
ヘ
ッ
ド

ラ
イ
ト
は
時
い
タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
も
の
だ

が
、
欧
州
で
は
明
る
い
ヨ
|
ソ
ヘ
ッ
ド
に

変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
シ
は
フ
ラ
ン
ス

の
大
手
ラ
ン
プ
メ
ー
カ
ー
で
、
日
本
で
も

か
な
り
普
及
し
、
そ
の
明
る
さ
が
「
安
全

運
転
」
に
つ
な
が
る
ち
の
と
し
て
話
題
に

な

っ
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
ど
の
事
に
も

ワ
ン

・
タ
ッ
チ
で
装
着
で
き
る
と
あ
っ
て

抜
群
の
人
気
を
誇
っ
て
い
る

(P
幻
参
照
)
。

こ
の
シ
ピ

エ
の

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
本
誌

愛
読
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

合

2
灯
朗
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
2
台
分

-H
4
灯
用
ハ
イ
ビ
l
ム

・
ロ

!
ビ
l
ム
セ

ッ
ト

2
台
分

ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
を
お
書
き
の
上
編
集
部
宛
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

<2灯用ヘッド〉<4灯用ハイビーム〉<4灯周口ーピーム〉

臨
時
的
生
活
を
す
る
人
⑫
ア
ル
プ
ス

の
l

⑬
険
海
軍
将
校
の
附
級
の
ひ
と

つ
。
少
伎
の
下
命
丁
百
万
γ
旬。

A
，の

石
川
県
⑮
伝
用
で
き
る
こ
と
。
安
心

な
こ
と
⑬
ア
メ
リ
カ
の
怪
奇
的
・
刻

想
的
な
組
編
小
説
家
。
日
本
に
も
こ

の
人
の
名
を
ち
じ
っ
た
有
名
な
小
説

家
が
い
た
⑮
も
皮
と
な
め
し
皮
@
計

酬
を
な
で
て
併
業
を
行
な
う
こ
と
⑮

き
た
ら
ず
@
将
狭
で
王
将
が
動
け

な
く
な
る
こ
と

-
タ
テ
の
か
ぎ

①
大
鉱
山
の
人
が
押

し
A
口
う
よ
う
に
ぎ
っ
し
り
並
ぶ
さ
ま

@
T
が
恋
く
、
航
海
不
能
⑤
旅
な
ち

④
よ
く
似
た
問
地
⑤
た
ね
を
l
@汝

ー
す
る
な
か
れ
⑬
お
の
お
の
|

⑪
午

か
い
の
列
⑮
北
海
道
の

一
地
方
。
北

に
大
守
山
国
立
公
闘
が
あ
る
⑪

T
花

火
⑬
持
⑮
ー
を
ち
で
あ
ま
す
⑫
免
臓

@
決
っ
て
い
な
い
時
を
あ
ら
わ
す
こ

と
は

V
正
解
お
の
中
か
ら
抽
選
の
上
、
ト
ヶ

川んの

一ハ
V
名
械
に
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク

ク
ラ
ブ

V
I
V
I
{ト
レ
ー
ニ
ン
グ

券

・
サ
ウ
ナ
券

・
お
食
事
券

一
組
)

の
利
用
券
を
無
料
進
県
し
ま
す
る

-v
桜
井
線
利
点
点
側
新
山
m
u
n
-v
附

日
光
明
栃
木
県
小
山
市

V
阿
知

波
界
東
京
都
大
間
区
V
石
井
喜
美

子

栃

木

県

氏

側

市
V
多
々
良
勝
治

静
岡
県
藤
枝
市
V
川
市
川
問
品
川
相

栃
木
県
下
都
賀
郡

V
広
間
利
子

東
京
都
杉
並
民

V
野
中
長
江
市
木
京

都
板
締

M
V
附
州
代
災

f
東
京
都

中
野
区

v
r伏
郎
繁
雄
米
・
口
市
都
港
M
m
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四
十
九
年
初
夏
、
私
は
約

一
ヵ
月
間
で

世
界
十
ヵ
国
を
駆
け
歩
い
て
来
た
。
そ
の

と
き
私
な
り
に
見
て
感
じ
た
も
の
を
記
し

た
日
記
の
中
か
ら
、
「
鹿
」
編
集
子
の
依
頼

に
よ
り
抜
粋
し
た
の
が
本
編
で
あ
る
。
も

と
よ
り
各
専
門
分
野
に
わ
た
っ
て
視
察
し

た
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
点
と
線
を
た
ど

っ
て
廻
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
中
に
は
不
正

確
に
記
憶
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
だ
ろ

う
が
、
そ
れ
は
ご
愛
敬
で
読
み
流
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

(
筆
者
独
自
)

;s 
ある

一ツ
ク
J司、

ム

北
海
の
荒
波
が
打
ち
寄
せ
る
砂
丘
の
草

原
、
オ
ー
ル
ド
コ

l
ス
は
ア
ウ
ト
、
イ
ン

日
ホ
ー
ル
。
こ
の
う
ち
、
独
立
の
グ
リ
ー

ン
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
-
番
、

9
番、

口
番
、
同
番
の
わ
ず
か

4
ホ
l
ル
で
他
の

日
ホ
ー
ル
は
、
た
と
え
ば

2
番
と
同
番
、

3
番
と
同
番
の
よ
う
に
同
一
グ
リ
ー
ン
上

に
二
本
の
ピ
ン
が
立
っ
て
い
る
。
キ
ャ
デ

ィ
は
「
世
界

一
大
き
い
グ
リ
ー
ン
だ
」
と

言
っ
て
い
た
が
、
な
る
ほ
ど
2
ホ

l
ル
共

用
な
ら
そ
ん
な
こ
と
も
あ
る
か
も

L
れ
な

い
。
ア
ウ
ト
コ
!
ス
用
は
白
旗
、
イ
ン
コ

ー
ス
用
は
赤
旗
で
区
別
は
さ
れ
て
い
る
が

両
方
が
同
時
に
オ
ン
し
た
ら
:
:
:
互
識
の

精
神
で
処
理
す
る
か
ら
問
題
は
な
く
、
ロ

ー
カ
ル
ル

l
ル
に
も
特
に
規
定
さ
れ
て
な

い
と
の
こ
と
。
ま
た
、
ホ
ー
ル
ご
と
に
ニ

ッ
ク
ネ
ー
ム
が
つ
い
て
い
る
の
も
お
も
し

ろ
い
。
昔
の
プ
ロ
の
名
前
(
同
番

1
卜
ム

・
モ
リ
ス
)
、
ビ
ー
ル
の
名
前

(
4
番

l

ジ
ン
ジ
ャ
・
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
)
、
単
純
な
名

前

(
8
番

1
シ
ョ
ー
ト
ホ

l
ル
、
凶
番

l

ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
、

9
番

l
エ
ン
ド
ホ
l
ル
)

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
由
来
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

本
場
イ
ギ
リ
ス
の
ゴ
ル
フ
は
風
と
の
戦

い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
プ
レ
ー

し
て
や
っ
と
納
得
が
い
っ
た
。
北
海
の
荒

風
は
ア
ゲ
イ
ン
ス
ト
、
フ
ォ
ロ
ー
、
横
な

ぐ
り
と
容
赦
な
い
。
芝
は
荒
れ
て
い
る
し
、

犬
は
散
歩
し
て
い
る
し
、
自
転
車
も
、
自

動
車
す
ら
通
っ
て
い
る
。
近
く
の
空
軍
基

地
発
着
の
ッ
ト
機
は
騒
音
公
害
を
ま

74 

セ
ン
ト
ア
ン
ド
リ
ウ
ス
の
巻
(
そ
の
二
)

福

島

充

き
散
ら
し
て
い
る
。

キ
ャ
デ
ィ
は
金
髪
、
長
髪
、
あ
ご
ひ
げ

な
ど
、
い
ず
れ
も
二
十
代
の
青
年
た
ち
。

私
た
ち
に
つ
き
そ
い
実
に
よ
く
面
倒
を
見

て
く
れ
た
。
し
か
し
こ
の
キ
ャ
デ
ィ
た
ち
、

た
ば
こ
の
服
殻
は
ポ
イ
す
る
し
、
植
木
の

か
げ
で
ち
ょ
っ
と
小
用
。
も
っ
と
も
ス
タ

ー
ト
し
た
ら
ト
イ
レ
も
売
庖
も
あ
る
わ
け

で
は
な
い
が
:
;
:
。
英
語
は
全
然
で
き
な

い
私
も
ゴ
ル
フ
用
語
は
よ
く
通
じ
る
。
な

か
な
か
好
青
年
で
「
寒
く
な
い
か
」
「
疲

れ
な
い
か
」
と

一
生
懸
命
気
を
使
っ
て
く

れ
る
。
だ
か
ら
終
っ
て
か
ら
ま
た
チ
ッ
プ

を
は
ず
む
ハ
メ
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
ス
コ

ア
の
方
は
:
:
:
ま
あ
ま
あ
と
い
う
こ
と
で

ご
勘
弁
願
い
た
い
。9

 

倶
楽
部
創
設
以
来
の
宝
物
と
会
見

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
一
八
三
四
年
に
造
ら

れ
、
時
の
国
王
ウ
ィ
リ
ア
ム
四
世
よ
り
か
ロ

イ
ヤ
ル
・
ア
ン
ド
・
エ
ン
シ
ェ
ン
ト
・
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
・
オ
ブ
・
セ
‘

γ
ン
ド
リ

ウ
ス
。
と
命
名
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
セ
ン

ト
ア
ン
ド
リ
ウ
ス
王
室
古
典
ゴ

ル
フ
倶
楽

部
の
意
。
以
後
年
次
競
技
に
「
ウ
ィ
リ
ア

ム
四
世
メ
ダ
ル
」
が
授
与
さ
れ
、
名
実
と

も
に
イ
ギ
リ
ス
ゴ
ル
フ
界
を
統
轄
す
る
主

導
的
倶
楽
部
と
な
っ
た
。

現
在
、
コ
ー
ス
は
オ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
の

他
に
ニ
ュ

l
、
イ

l
デ
ン
、
ジ
ュ
ヴ
ィ
リ

!
と
四
コ

l
ス
あ
っ
て
す
べ
て
セ
ン
ト
ア

ン
ド
リ
ウ
ス
市
の
管
理
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
。

た
だ
し
、
こ
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
厳
格
な

る
会
員
制
度
で
メ
ン
バ
ー
で
な
け
れ
ば
利

用
で
き
な
い
。
そ
し
て
こ
の
オ
ー
ル
ド
コ

ー
ス
の
み
は
こ
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
メ
ン
バ

ー
が
プ
レ
|
優
先
権
を
持
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。私

た
ち
が
セ
ン
ト
ア
ン
ド
リ
ウ
ス
を
訪

れ
た
目
的
は
二
つ
あ
っ
た
。

一
つ
は
オ
ー

ル
ド
コ
ー
ス
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
、
も
う

一
つ
は
こ
の
古
色
蒼
然
た
る
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
を
見
学
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

会
員
専
用
で
中
は
見
せ
ら
れ
な
い
と
断
わ

ら
れ
た
が
、
私
の
鹿
沼
カ
ン
ト
リ
ー
と
鹿

沼

η
カ
ン
ト
リ
ー
の
問
子
を
寄
贈
す
る
こ

と
で
中
に
招
じ
入
れ
ら
れ
た
。
さ
し
て
広

く
は
な
い
が
い
か
に
も
古
め
か
し
い
建
物



-田副司・・・・・司.. 

， 
セントアンドリウス・オール ドコースホテルで八木治郎氏夫妻と

の
中
で
銀
行
の
金
庫
の
よ
う
な
大
扉
を
聞

け
、
ご
自
慢
の
宝
物
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

今
か
ら
二
百
年
も
前
の
倶
楽
部
創
設
以
来

の
各
年
の
優
勝
者
の
名
を
刻
ん
だ
シ
ル
バ

ー
ボ
l
ル
が

X
型
に
組
ん
だ
シ
ル
バ
ー
ク

ラ
ブ
に
鈴
な
り
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他

各
王
室
寄
贈
の
カ
ッ
プ
や
メ
ダ
ル
な
ど
が

ギ
ッ
シ
リ
と
あ
る
。
ゴ
ル
フ
に
関
す
る
絵

画
や
ル

l
ル
ブ
ッ
ク
、
ク
ラ
ブ
や
ボ
ー
ル

の
変
遷
の
実
物
な
ど
が
所
狭
し
と
並
ん
で

た
い
へ
ん
興
味
深
い
。

私
は
ク
ー
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
、
「
コ

ー
ス
は
あ
ま
引
よ
く
な
い
」
と
遠
慮
な
く

感
想
を
述
べ
た
と
こ
ろ
、
彼
は
す
か
さ
ず

「ゴ
ル
フ
は
自
然
条
件
と
の
闘
い
で

コ
ー

ス
が
奇
脆
で
あ
る
こ
と
は
自
然
条
件
に
そ

わ
な
い
の
で
、

こ
れ
が
当
り
前
」
と
の
こ

と
。
ま
さ
し
く
そ
う
で
あ
る
と
感
心
さ
せ

ら
れ
た
。
た
ま
た
ま
居
合
せ
た
セ
ン
ト
ア

ン
ド
リ
ウ
ス
の
メ
ン
バ
ー
と
談
合
し
最
後

に
記
念
写
真
を
撒
り
深
く
謝
辞
を
述
べ
て

別
れ
を
告
げ
た
。

lJ2 
の
都
"b、

花ら

の
都
J、、

ホ
テ
ル
に
一一戻
り
夕
食
に
出
た
ら
珍
し
く

日
本
人
が
居
合
せ
た
。
ど
こ
か
で
お
会
い

し
た
よ
う
な
、
と
思
っ
た
ら
テ
レ
ビ
司
会

者
の
八
木
治
郎
氏
と
奥
さ
ま
で
あ
っ
た
。

挨
拶
を
交
わ
し
て
い
る
う
ち
に
話
が
は
ず

み
、
氏
の
部
屋
で
飲
む
こ
と
と
な
り
、
氏

は
ス
コ
ッ
チ
の
ロ
イ
ヤ
ル
サ
ル

l
ト
を
抜

い
て
歓
待
し
て
く
れ
た
。
八
木
氏
は
日
本

の
レ

l
ク
サ
イ
ド
カ
ン
ト
リ
ー
で
行
な
わ

れ
た
芸
能
人

コ
ン
ペ
の
賞
金
ホ

l
ル
で

「ホ

l
ル
イ
ン
ワ
ン
」
を
演
じ
た
ば
か
り

で
「
そ
れ
は
た
い
へ
ん
な
こ
と
に
な
り
ま

し
た
ネ
」
と
言
っ
た
ら
、
寸
そ
れ
で
私
は

賞
金
の
百
万
円
を
全
額
日
赤
に
寄
付
し
、

よ

っ
て
参
加
者
会
員
に
抗
金
の
有
意
義
な

活
用
を
報
告
、
慣
例
に
従
つ
山
念
品
な

ど
の
お
配
り
は
省
略
さ
せ
て
頂
く
む
ね
の

挟
拶
状
を
書
き
、
こ
こ
セ
ン
ト
ア
ン
ド
リ

ウ
ス
の
消
印
で
発
送
し
た
」
と
の
こ
と
。

誠
に
氏
の
人
柄
を
し
の
ば
せ
る
気
持
の
よ

い
お
話
だ
っ
た
。
八
木
氏
ご
夫
裂
は
三
日

ほ
ど
滞
在
す
る
予
定
と
か
。
思
わ
ぬ
所
で

夜
遅
く
ま
で
ご

夫
妻
と
歓
談
し

記
念
写
真
を
撮

り
、
日
本
で
の

再
会
を
約
し
て

セ
ン
ト
ア
ン
ド

リ
ウ
ス
の
夜
を

過
し
た
。

翌
日
は
、
一

時
間
で
飛
ん
で

き
た

ロ
ン
ド
ン

.
ヱ
ジ
ン
パ
ラ

を
ル

l
カ
ス
-

v

ン
ャ
、
J

今ノ、ンョ

ン
駅
よ
り
特
急

の
汽
車
に
乗
り

六
時
間
か
け
て

車
窓
に
映
る
ス

コ
ッ
L
L
フ
ン
化
'

の
古
城
や
遊
牧

地
獄
を
楽
し
み

な
が
ら
、
楽
し

く
有
益
だ
っ
た

セ
ン
ト
ア
ン
ド

リ
ウ
ス
の
旅
を

終
え
、

ロ
ン
ド
ン
に
一民
っ
た
の
で
あ
る
。

夕
暮
れ
の
ロ
ン
ド
ン
は
そ
ろ
そ
ろ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ワ
ー
。
私
た
ち
は
混
雑
を
予
想
し
て

タ
ク
シ
ー
を
さ
け
、
わ
ざ
わ
ざ
地
下
鉄
に

釆
る
要
領
の
よ
さ
。
だ
い
ぶ
旅
慣
れ
て
き

た
も
ん
だ
。
明
日
は
霧
の
都
か
ら
花
の
都

に
遷
都
す
る
。
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鹿
沼
グ
ル
ー
プ
告
知
板

ぬ
鹿
沼
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
四
/
鹿
沼
花
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
/
サ
リ
カ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
/
富
士
御
殿
湯
ゴ

ル
フ
俣
凝
固
山
/
戸
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
フ

・
v
l
vー

鈴木 怠第

鹿沼 笠f思 L田
コイ ~τr. 大iz 』

ルンが
フタ 優

サナ勝
lシ
キヨ
ツ ナ
トル

出
脱
友
倶
楽
部
主
催

「鹿
沼
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ゴ
ル
フ

・
サ
ー
キ
ッ
ト
」
は
、
去

る
十

一
月
二
十
七
日
、
台
湾
第
二
回
大
会
(
於

・
淡
水
G
C
)
が
行
な
わ
れ
、
鈴
木
行
徳
氏

(
茨
城
)
が
・俊
勝
し
た
。

-
台
的
第
二
回
大
会

優

勝

鈴

木

行

徳

準
優
勝

小
柳
吉
之
助

第

三

位

野

木

聖

彦

右
の
入
賞
者
に
は
議
帯
食
品
の
ほ
か
五
十

一
年
二
月
附
催
の
古
湾
決
勝
大
会

(
3
泊
4

日
}
へ
の
後
待
(
一
位
は
無
料
に
て
、

二、

三
位
は
》

5
5
0
0
0
に
て
出
場
で
き
る
)

目
録
が
贈
ら
れ
た
。
ま
た
四
、
五
位
賞
、
ペ

ス
グ
ロ
賞
、
ブ
|

ビ

|
食
、
参
加
賞
な
ど
も

そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
た。

鹿
沼
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ゴ
ル

フ
・

サ
ー
キ
ッ
ト
は
、
鹿
友
倶
楽
部
会
員

(鹿
沼

グ
ル
ー
プ
各
ク
ラ
ブ
会
員
と
そ
の
家
族
)
お

よ
び
同
会
員
の
惟
粥
を
受
け
た
人
が
参
加
で

き
る
税
陵
ゴ
ル
フ
・
ツ
ア
ー
で
、
毎
月

一
回

附
則
介
の

一
流
コ
ー
ス
で
予
選
ラ
ウ
ン
ド
、

コ一

方
丹
ご
と
に
成
制
上
住
者
を
優
待
し
て
決
勝

ラ
ウ
ン
ド
、
さ
ら
に
年

一
一
叫
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

旅
行
招
待
を
か
け
た
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
戦

を
行
な
う
本
俗
的
サ
ー
キ
ッ
ト
。
費
削
は
4

カ
月
以
内
の
分
割
払
も
可
。
初
回
金
の
み
で

予
選
ラ
ウ
ン
ド
に
参
加
で
き
る
。
各
大
会
の

参
加
費
用
は
以
下
の
通
り。

(
一
指
払
い
の
場
合
)

-
鎌
田
大
会

(
3泊
4
日
)

プ
レ
イ
蛇
込
み
総
費
用
》
9
0
0
0
0

・
台
湾
大
会

(3
泊

4
日
)

プ
レ
イ
資
込
み
総
質
問
￥
1
1
5
0
0
0

・
パ
ン
コ
ッ
ク
大
会

(
4
泊
5
日
)

プ
レ
イ
政
込
み
総
費
用
￥
1
6
0
0
0
0

・
ハ
ワ
イ
大
会

(4
泊
6
日
)

プ
レ
イ
校
込
み
総
費
用
￥
2
0
0
0
0
0

持
制
に
つ
い
て
の
お
問
A
n
せ
は
左
記
へ

鹿
沼
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
(
株
)

本
社

0
=一
(
五
六
二
九
三
回
一
(
代
)

宇
都
宮
支
庖

O
ニ
八
六
(
二
五
)
五
八
七

O

ロ
ワ
イ
ヤ
ル

・
ト
ラ
ベ
ル
(
有
)

御
殿
場

O
五
五

O
(
=一
)
四
四
一
一
(
代
)

ビ挑カ
ッ lj攻ナ
グ しデ
.よ イ

51 ス うア

年 7ン
4 
月・ ロ
25 ツ 、、F

日ア キ

月53 脊世室主

日

ス
キ
ー
の
メ
ッ
カ
、
カ
ナ
ダ
の
白
銀
の
中

で
思
い
き
り
ゴ
ー
ル
デ
ン

・
ウ
ィ
ー
ク
を
楽

し
も
う
|

|
鹿
沼
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
が
募

集
中
の
「
ビ

ッ
グ

・
カ
ナ
ダ

・
ス
キ
1
・
ツ

ア
l
」
は
日
年
4
月
白
日
1

5
月
3
日
の

9

日
問
。
日
本
で
は
「
自
に
管
楽
」
の
季
節
だ

が
カ
ナ
ダ
は
も
ち
ろ
ん
ス
キ
|
シ
ー
ズ
ン
た

け
な
わ
。

挑
戦
者
を
待
つ
の
は
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン

・ロ

ッ
キ
ー
の
大
自
然
に
抱
か
れ
た
三
大
ス
キ
ー

場
、
マ
ウ
ン
ト
ノ
l
ク
ェ
イ
、
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
ビ
レ
ッ
ジ
、
レ
イ
ク
ル
イ
|
ズ
。

ロ
ッ
キ

ー
特
有
の
切
り
立
っ
た
山
崎
が
く
眺
め

ら
れ
る
広
大
な
ゲ

レ
ン
デ
は
ま
さ
に
別
天
地

で
、
ビ
ギ
ナ
ー
か
ら
エ
キ
ス
パ

ー
ト
ま
で
心

ゆ
く
ま
で
夢
の
滑
降
が
楽
し
め
る
。

宿
泊
は
森
と
湖
の
国
立
公
悶
パ
ン
フ
に
あ

る
パ
ン
フ
・
ス
プ
リ
ン
グ
ス
・
ホ
テ
ル。

中

世
の
械
を
忠
わ
せ
る
ぜ
い
た
く
な
た
た
ず
ま

主

い
で
こ
こ
か
ら
ス
キ

l
場
へ
毎
日
往
復
4
使

の
送
迎
パ
ス
が
出
る
。
リ
フ
ト
は
乗
り
放
題
。

冒
険
好
き
の
向
き
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー

-
ス
キ
ー
も
体
験
で
き
る
。

費
用
は
お
万
3
千
円
(
朝
・
夕
食
付
き
)
で、

ロ
l
ン
に
よ
る
支
技
方
法
も
あ
る
。
募
集
人

民
は
却
名
。

詳
し
く
は
左
記
へ

。

鹿
沼
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
(
株
)

本
社

0
=一
(
五
六
七
)
六
三
四
一
(
代
)

宇
都
宮
支
庖

O
ニ
八
六
(
二
五
)
五
八
七

O

ロ
ワ
イ
ヤ
ル
・
ト
ラ
ベ
ル
(
有
)

御
殿
場

O
五
五

0
2一
)
四
四
一

一
(
代
)
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鹿沼グループ
会員サービスセンター

だより
東京都中央区京縄2-3-16鹿沼ピル1F

f予約課 03(563)1891(代〕
電話{

(会員採 03(563)2281(代〉

…
・
鹿
沼
C
C
の
定
休
日
が
月
曜
に
な
り
ま
す
。

…

五
十

一
年
一
月
よ
り
、
鹿
沼
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
の
定
休
日
が
理
事
会
決
議
に
て
従
来

の
木
曜
日
か
ら
月
曜
日
へ
と
変
更
致
し
ま
し

た
の
で
ご
了
承
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
た
だ
し
月
開
日
が
祭
日
(
ま

た
は
振
替
休
日
)
に
あ
た
る
場
合
は
翌
日
の

火
臨
日
が
定
休
日
と
な
り
ま
す
。
鹿
沼

η
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
従
来
通
り
木
昭
日
で
す
。

一年
末
年
始
の
ス
タ
ー
ト
予
約
受
付
は

…
ゴ
ル

フ
場
に
て

五
十
年
十
二
月
二
十
七
日
{
土
)
正
午
よ
り

五
十

一
年
一
月
六
日
(
火
)
ま
で
東
京
の
全
員

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
予
約
受
付
業
務
を
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
間
の
ス
タ
ー

ト
ご
予
約
は
、
す
べ
て
各
々
の
ゴ
ル
フ
場
フ

ロ
ン
ト
の
方
へ
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

(
た
だ
し
十
二
月
三
十
一

日、

一
月
一
日
の
両

日
は
ゴ
ル
フ
場
も
休
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
予
約
受
付
は
い
た
し
か
ね
ま
す
)

ま
た
次
の
4

|

日

の
ご
予
約
日
は
そ
れ
ぞ

れ
左
記
の
よ
J

，
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

《鹿
沼
カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
節
V

プ
レ

l
日

予

約

受

付

日
時

一
月
十
日
出
|
1
1十
二
月
三
十
日

ω午
前
九

時
よ
り

一
月
十
一

日
間
|

|

一
月
二
日
樹
午
前
九
時

L
ふ

nr

一
月
十
五
日
嗣
|
|
一
月
四
日
間
午
前
九
時

L
品

n，

一
月
十
七
日
出
|
|
一
月
六
日
仰
午
前
九
時

レ
品

nj

(
い
ず
れ
も
ゴ
ル
フ
場
フ
ロ
ン
ト
に
て
受
付
)

《
鹿
沼

η
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
》

プ
レ

l
日

予

約

受

付

日

時

一
月
十
五
日
附
|
|
十
二
月
二
十
九
日
開
午

前
九
時
よ
り

一
月
十
七
日
出
|

|
十
二
月
三
十
日

ω午
前

九
時
よ
り

一
月
十
八
日
制
|
|
』
十
二
月
三
十
日

ω午
前

月

2 

月

3 

ぷ
吋
よ
り

(
い
ず
れ
も
ゴ

ル
フ
場
フ

ロ
ン
ト
l
て
受
付
)

(註
)
右
記
ス
タ
ー
ト
予
約
を
さ
れ
た
方
の
ビ

ジ
タ
ー
予
約
金
の
納
入
は
、

一
月
七
日
制
以

降
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
ご
持
参
く

だ
さ
る
か
ま
た
は
現
金
書
留
に
て
お
送
り
下

さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
一
月
二
日
・
=
一日
は
祭
日
扱
い
で
す
。

鹿
沼
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
、
鹿
沼

η
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
も
十
二
月
三
十

一
日
お
よ

び

一
月

一
日
は
休
業
で
す
。

ま
た

一
月
二
日
樹
お
よ
び
三
日
出
は
祭
日

扱
い
と
な
り
ま
す
。
該
当
日
に
平
日
会
員
の
方

が
プ
レ
!
な
さ
れ
る
場
合
は
ビ
ジ
タ
ー
-
フ
ィ

と
な
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
永
下
さ
い
。

…忘
年
、
新
年
コ
ン
ペ
(
平
日
)
に
記
念
品
婚
墨
…

下
記
期
間
中
に
ご
開
催
の
五
組
以
上
の
平

日
コ
ン
ペ
に
対
し
ま
し
て
は
、
記
念
品
と
し

て
木
箱
入
り
益
子
焼
飾
り
血
(
大
・
中
・
小

月

4 

月

5 

月

6 

月

各
一
ケ
)
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

コ
ン
ペ
の

食
品
等
に
お
使
い
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す。

h

ね
早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
な
お

五
組
以
上
の
コ
ン
ぺ
の
幹
事
さ
ん
に
は
鹿
沼

グ
ル
ー
プ
特
製
灰
皿
を
悶
皐
い
た
し
ま
す
。

期
間

五
十
年
十
一

月
二
十
一
日
1
五
十

一
年
三

月
二
十
日
(
た
だ
し
、
土
、
目
、
祝
日
を
除
く
)

お
申
込
み
受
付
は

・
鹿
沼
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
フ
ロ
ン
ト

電
話

(
0
2
8
9
7
5
)
2
1
3
1
代
表

・
鹿
沼
花
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
フ
ロ
ン
ト

電
話

(
0
2
8
9
7
5
)
2
1
1
1
代
表

・
会
員
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

電
話

0
3
(5
6
3
)
1
8
9
1
代
表

ク
ラ
ブ
パ
ス
発
着
場
所
の
変
更

こ
の
ほ
ど
国
鉄
宇
都
宮
駅
の
ク
ラ
ブ
パ
ス

発
岩
場
所
が
左
図
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。しド7ri 
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Conte.コント・こんと

ウ
イ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト

ウ
ー

マ
ン

・
リ
プ
の
女
闘
士
、

補
ミ
サ
子
が
、
こ
の
と
こ
ろ
、
と

ん
と
元
気
が
な
い
の
で
、
リ
ブ
仲

間
が
わ
け
を
き
く
と
|

|

「
実
は
、
私
、
妊
娠
し
ち
ゃ
っ
た

の
よ
」

「
な
に
よ
、
そ
の
く
ら
い
の

こ
と
。

今
ま
で
だ
っ
て
、
私
た
ち
は
生
理

休
暇
や
出
産
休
暇
を
実
力
で
か
ち

と
っ
て
き
た
じ
ゃ
な
い
の
。
あ
な

た
だ

っ
て
、
堂
々
と
要
求
し
な
さ

い
よ
」

「
そ
れ
が
:
:
:
夫
か
ら
か
セ
ッ
ク

ス
休
暇
。
を
要
求
さ
れ
ち
ゃ
っ
た

の」-
ク
リ
ト
リ
ス

山
の
乙
次
ハ
イ
ジ
が
、

I
l
k
-
u
r・

』

Y
E

，zI
，E
・

「
ね
え
、
ピ

l
タ

l
、

好
き
な
も
の

っ
て
、

ピ

タ

あ
な
た
の

ど
ん
な
も
の

?・」「
そ
う
だ
な
あ
、

ト
リ
ス
か
な
」

「
ま
あ
、
い
や
ら
し
い
。
私
が
な

ん
に
も
知
ら
な
い
と
思
っ
て
、
パ

カ
に
し
て
:
・・:
」。

ハ
イ
ジ
は
真

っ
赤
に
な

っ
て
怒

る
と
、
ピ

l
タ
ー
の
ほ

っ
ペ

た
に

平
手
打
ち
を
食
わ
せ
て
、
行
っ
て

し
ま
っ
た
。
叫
枕
さ
れ
た
ピ

l
タ

l
、

ほ
ほ
を
さ
す
り
な
が
ら

や
っ
ぱ
り
ク
リ

「
H

菜
と
栗
鼠
e

が
好
き
じ
ゃ
ど

う
し
て
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
?
」

-
鬼
の
い
ぬ
間

若
い
男
が
、
ア
タ
フ
タ
と
病
院

に
か
け
込
ん
で
き
た
。

「
先
生
、
何
で
も
い
い
か
ら
、
す

ぐ
に
絞
カ
が
つ
い
て
、
ピ
ン
ピ
ン

に
な
る
や
つ
を
、
注
射
し
て
下
さ

f砂ァ1 

a
v
」「

ど
う
し
た
ん
で
す
。

あ
わ
て
て
?
」

『
い
ま
の
サ
イ
レ
ン
、

か
っ
た
ん
で
す
か
?

ト
品
」「

す
る
と
、

方
?
」

そ
ん
な
に

聞
こ
え
な

火
事
で
す

あ
な
た
は
、
消
防
の

「
い
え
、
ポ
ク
の
恋
人
の
亭
主
が

消
防
士
な
ん
で
・
・・・・・
」

-
あ
る
報
復

コ
ワ

l
イ
話
を
ひ
と

つ
|
|
，
。

若
い
な
が
ら
、
人
工
受
精
の
名

医
と
評
判
の
お
い
へ
ン
リ
ー
は
、

実
は
、
大
変
な
悪
徳
医
で
あ
っ
た
。

と
い
う
の
は
、
へ
ン
リ

l
は
、
冷

~ーι

凍
桁
液
の
代
わ
り
に
、
い
つ
も
自

分
の

ψ

純
化
h
H

の
ミ
ル
ク
を
自
分

の
H

注
射
総
ψ

で
注
入
し
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
お
か
げ
で
、
知
る

人
こ
そ
な
か
っ
た
が
、
町
中
、
い

た
る
と
こ
ろ
に
へ
ン
リ

l
の
ぷ
大

の
子
。

が
あ
ふ
れ
る
結
果
と
な

っ

た
。

「
節
約
と
快
楽
の
一
石
二
鳥
さ
」

と
ひ
そ
か
に
う
そ
ぶ
く
へ
ン
リ
ー

も
、
だ
が
、
そ
の
報
復
を
受
け
る

日
が
や

っ
て
き
た
。
美
し
く
、
聡

明
な
花
嫁
を
迎
え
た
初
夜
に
、
ハ

タ
と
へ
ン
リ

l
は
思
い
.至っ

た
の

で
あ
る
。

将
来
の
近
親
相
姦
を
さ
け
る
た

め
に
は
、
絶
対
に
自
分
の
子
ど
も

を
つ
く

っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
多
7
・

。

(55金州)

-
正
真
正
銘

今
度
は
ホ
ロ
リ
と
す
る
話
を
|
。

心
や
さ
し
い
青
年
で
あ
る
太
郎

が
、
混
血
の
み
な
し
子
育
ち
の
花

子
を
愛
し
た
。
花
子
は
、
自
分
の

生
い
立
ち
を
恥
じ
て

「
あ
な
た
は
、
や
は
り
、
ち
ゃ
ん

と
し
た
円
本
女
性
と
紡
絡
す
べ
き

也

だ
わ
」

J

と
い

っ
た
が
、
太
郎
は
、
そ
れ

f
a

を
説
き
ふ
せ
て
‘
と
う
と
う
結
締

恥

に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き

に

た。

.・
.

さ
て
、
新
開
初
夜
、
常
事
れ
と
処

陶

女
の
二
人
が
、
は
じ
め
て
の
愛
の

O

常
み
を
終
え
る
と
、
太
郎
が
、
在

C

ぴ
の
戸
を
あ
げ
た
。

「
ホ
ラ
、
キ
ミ
だ
っ
て
、
り

っ
ぱ

な
日
本
火
性
だ
よ
。
見
て
ご
ら
ん

こ
の
白
地
に
赤
の
き
れ
い
な
日
の

丸を・・・・・・」

「オーイ、やめろ、そこはパンカーだ.グJ
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、
与れ

4
・ぃ

北
目
か
ら
鯉
は
士
ロ
瑞
の
魚
と
し
て
珍
重
さ
れ
、

に
は
朝
廷
で
食
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

M
V
Z
'
d'r
A
 

貰
河
の
上
流
に
あ
る
龍
山
の
沌
を
鯉
が
登
る
と
、
そ
の

身
が
化
し
て
龍
と
な
る
と
い
わ
れ
、
そ
の
勢
い
の
す
ば
ら

し
さ
は
、
端
午
の
節
句
の
鯉
の
ぼ
り
に
象
徴
さ
れ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
立
身
出
世
を
検
え
た
か
登
龍
門
。
と
い
う

つ一
H

葉
も
、
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

制
は
生
命
力
が
強
く
、

水
か
ら
あ
げ
て
も
小

一
時
間
は

午
き
て
お
り
、
釣
り
あ
げ
た
慨
を
新
聞
紙
に
く
る
ん
で
持

「
徒
然
草
」

生
き
血
と
胆
の
う
、
が
生
命
の
泉

ち
帰
り
、
池
に
離
し
て
飼
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

に
がれ

'rz

鯉
の
胆
の
う
は
砂
苦
玉
仰
と
呼
ば
れ
、
そ
の
名
の
示
す

ご
と
く
非
常
に
苦
い
が
、
精
力
増
強
、
ス
タ
ミ
ナ
源
と
し

外
》
れ
U

て
古
く
か
ら
食
さ
れ
て
い
る
。
飽
か
ら
数
え
て
四
枚
目
の

鱗
の
下
に
あ
り
、
直
桂

一
セ
ン
チ
ほ
ど
の
黒
い
球
状
を
し

た
も
の
で
、
皮
を
破
ら
な
い
よ
う
に
飲
み
込
む
。
調
理
の

際
、
う
っ
か
り
苦
玉
を
破
る
と
、
煮
て
も
悦
い
て
も
苦
さ

は
消
え
な
い
。

ま
た
、
鯉
の
生
き
血
は
、

産
後
の
回
復
や
乳
の
出
な
い

ス
タ
ミ
ナ
淑
と

時
な
ど
に
食
す
る
と
効
果
が
あ
る
な
ど
、

し
て
言
い
伝
、
え
ら
れ
て

い
る
が
、
生
き
血
を
食
す
る
人
は

数
少
な
い
。
あ
ら
い
、
鯉
こ
く
、
う
ま
煮
、
塩
焼
、
み
そ

漬
、
か
ら
あ
げ
が

一
般
的
な
味
わ
い
方
で
あ
る
。

鰹
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
最
盛
期
の
五
月
の
、

三
年
か

ら
五
年
養
姫
さ
れ
た
ら
の
が
美
味
で
、
碩
か
ら
背
中
に
か

け
て
盛
り
上
が
っ
た
も
の
が
よ
い
。
清
洲
、
低
拙
畑
、
盟
富

な
千
曲
川
の
水
で
養
航
さ
れ
た
長
野
県
の
佐
久
鯉
は
、
出

く
さ
さ
が
な
く
、
特
に
妙
味
と
さ
れ
て
い
る
。

色どりも鮮やか怠鍵の生き造り

(協力・泡袋西口 ・鰻佐久)





世
界
の
レ
コ
ー
ド
四
千
枚

ア
ン
ト
ニ
オ
古
賀
(
歌
手
)

無
類
の
愛
妻
家
と
そ
の
名
も
高
き
歌
手
の
ア
ン
ト
ニ
オ
古

賀
さ
ん
が
、
こ
の
ほ
ど
歌
手
生
活
十
五
周
年
を
迎
え
、
ま
す

ま
す
愛
妻
の
念
を
深
め
る
よ
う
な
題
名
と
歌
詩

e
限
り
な
い

愛
を
あ
な
た
に
々
と
い
う
記
念
レ

コ
ー
ド
を
出
し
た
。
も
ち

ろ
ん
愛
す
る
正
予
夫
人
と
の
デ
ュ

エ
ッ
ト
。

こ
の
ア

ン
ト

ニ

オ
古
賀
さ
ん
の
趣
味
は
歌
手
と
い
う
職
業
柄
、
趣
味
と
実
益

を
兼
ね
た
レ
コ
ー
ド
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

「
二
年
ほ
ど
前
数
、
え
た
と
き
は
二
千
五
百
枚
で
し
た
が
ね
、

そ
の
後
も
あ
つ
ま
る

一
方
で
、
い
ま
は
っ
き
り
し
た
枚
数
は

分
り
ま
せ
ん
。
な
に
し
ろ
整
理
に
困
る
く
ら
い
揃
唱
え
て
し
ま

っ
た
ん
で
す
。
も
し
か
す
る
と
三
千
、
い
や
四
千
枚
か
も
」

レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
本
職
に
関
す
る
ギ
タ
l
音
楽
を
は
じ
め

と
し
て
ラ
テ
ン
、
ジ
ャ
ズ
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
、
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
音

楽
、
そ
し
て
浪
曲
か
ら
落
語
、
民
謡
と
幅
広
い
。

「
最
近
と
く
に
集
め
て
い
る
の
は
世
界
の
民
族
音
楽
な
ん
で

す
。
歴
史
の
永
い
イ
ン
カ
と
か
イ
ン
ド
の
北
部
な
ど
の
村
々

に
は
昔
そ
の
ま
ま
の
リ
ズ
ム
が
間
伐
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
そ
ん
な
人
類
の
源
流
の
リ
ズ
ム
を
よ
り
多
く
吸
収

し、

聞
い
て
く
だ
さ
る
お
客
さ
ん
が
心
な
ご
む
音
、
そ
し
て

詩
を
研
究
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

勉
強
家
で
知
ら
れ
る
ア
ン
ト

ニ
オ
古
賀
さ
ん
。
こ
れ
か
ら

コ
l
ド
は
ど
ん
ど
ん
集
ま
り
、
そ
の
う
ち
家
全
体
が
レ

-
-
』
ド
ラ
ッ
ク
に
な
る
の
で
は
と
チ
ヨ
ツ
ピ
リ
思
案
顔
。



|水道の水を、ワンタッチて泊'性カルシウムイオン水に変える。l
あなたは、いま、健康ですかD

家出がlリ i るく さ‘ドせなのも、充分にH:~れが
で きるのも、まず他lおあつてのことてもす。

ところであなたは@ 排気ガスなどによる

人ιt汚染や水i並木が弱略性であるのに無

l刻心では ? 81去I :J'Ji や1' 1米そして II.~ 、もの、
そ れにおii刊に メめないブiて・は?@)肝来や

米物、 i1li:小':rnをあま り食べない、お皇子き

で ないのでは ?ζ ういうあなたは同女性体

質がちですから製法立。人川の 体質は制
アルカ 1)性 が.flH必とされ、他}，Jtなf本づく

りの笥5 ・:Ij;:で す。

弱アルカリ性体質を保つ
活性カルシウムイオン水をつくる
くカルオン・エー〉が登場しましたo

ノドを辺、.ìlßに.，屯 ~t分解して、アルカリ性の
ノド (i丹tl:カルシウムイオン}略性の7j<.(ア

スト リ ンゼン)に分ける〈カルオン ・エ

ー〉新づEラピ。 iiTi't!I:カルシウムイオンノ1'<(カ

ルオ ンウォータ ー)を就 けて飲mな さ れ

{玄、 f本件lをアルカリ a性 に{呆ち、魚住rJtな1本
質づくりのお手伝いをし ま す 。 特 に行自治

1I市'1'::グ)'iH¥'} 1人J ~~;j犬予を両手をおさえる~1lJl円安、
Nl!.t1:ド11lnl'j化不良などに効米があります。

ー・方アス トリ ンセ・ンは、美しい肌を守る

災 特t先制にご佐川になれ ます。
〈カルオン・エー〉はす年に.lj'l{.t&いがffii単 で、

Uれ分解i時JI¥Jがわずか約7秒。いつでも、

すぐ、ご飲月J~、ただけます。 一一一あなた
の f叫んkのために。
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e除 1司町""、・・111&:? tt 1日明"， 

ユニバーサ灼レ自~}J~の機械の1';:きはわずか2.5 ミリ。 ユニ.I~'ー

サル社の技術f'~の粋を*めた、ニのlî円磁I'(_二枚分のl'よさ

tこもJEりないスリムな憐織から、ホワイト・シャドーの世話税なシ

ルエγトが生まれました.腕にP/心、つ〈ような感'j!、しかも{史

利な自動巻で寸L 必liW司~!のエレカ'ントなドレス・ウォ ァチる まさ
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